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本報告書について 

 
 この報告書は，２つの科研の共催で行われた２つのシンポジウムの内容を収録しています。一つ目

のシンポジウムは、2015年3月14日に東京大学にて実施されたシンポジウム，「教授・学習研究への新

たな挑戦：理論と実践―学習方略プロジェクト H26年度の研究成果―」です。二つ目のシンポジウム

は、2014年11月9日に教育心理学会にて行われたシンポジウム，「自己調整学習のできる子どもを育て

る―小学校における取り組みの最前線―」です。これら２つのシンポジウムは、以下の２つの科研に

よって行われたものです。 
 ２つの科研とは以下のものを指します。１つ目は、科学研究費補助金 基盤研究 B 「学習方略の

自発的利用促進メカニズムの解明と学校教育への展開」（代表 Emmanuel Manalo）(通称，学習方略

プロジェクト) です。この研究プロジェクトは、以下のメンバーによって行われています（所属は2015
年10月現在）。 
代表   Emmanuel Manalo (京都大学 教授) 
分担研究者  市川伸一（東京大学 教授） 

植阪友理（東京大学 助教） 
瀬尾美紀子（日本女子大学 准教授） 
小山義徳（千葉大学 助教） 

        和嶋雄一郎（大阪大学 助教） 
連携研究者 深谷達史（群馬大学 講師）  
学術支援員 高橋徳子 福田麻莉 
  
 ２つ目は、科学研究費補助金 基盤研究 B 「失敗を教育に活かす：失敗の学習促進メカニズムの

解明と学校教育への展開」（代表 Emmanuel Manalo）(通称，失敗活用プロジェクト) です。これは、

以下のメンバーによって行われています。（所属は2015年10月現在） 
代表  市川伸一（東京大学 教授） 
分担研究者 Emmanuel Manalo (京都大学 教授) 

植阪友理（東京大学 助教） 
        瀬尾美紀子（日本女子大学 准教授） 
     鈴木雅之（昭和女子大学 助教） 
  深谷達史（群馬大学 講師） 
連携研究者   篠ヶ谷圭太（日本大学 准教授） 

小山義徳（千葉大学 助教） 
学術支援員 高橋徳子 福田麻莉 和田果樹 
 
 ※プロジェクトの詳細や最新の研究成果は，以下のホームページをご覧ください。 
 http://www.learning-strategies-project.org/ 
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 「教授・学習研究への新たな挑戦：理論と実践―学習方略プロジェクト H26年度の研究成果―」で

は、セッション１において、学習方略と協同というテーマで、学習方略プロジェクトから教授・学習

研究における新たな視点を提供しています。セッション II では、学習者と教師の失敗活用というテー

マで、失敗活用プロジェクトからの提案を発信しました。「自己調整学習のできる子どもを育てる―小

学校における取り組みの最前線―」では、本プロジェクトのメンバーが関わり、学校全体で子どもの

メタ認知の育成を目指した実践が紹介されています。ここでは、予習段階で授業における「めあて意

識」を持って授業にのぞむ学習者の育成、学習やそこにおける失敗から学習方略も含めた点を教訓と

して取り出せる学習者の育成などが目指されています。 

 

 学習方略プロジェクトについては、2015年3 月末日で、４年間の研究が終了となりました。報告書

は、以下からご覧頂けます（https://kaken.nii.ac.jp/d/p/23330207.ja.html）。報告書に詳細は譲りますが、そ

こにもあるように、メンバー６名で、ワーキングペーパー４本を含む、62 本の業績（査読つき学術雑

誌論文16本、査読なし学術雑誌論文5本、書籍４冊、ワーキングペーパー4冊、国際学会発表32件。な

お、62本の中に、国内学会における学会発表は含まれていません）をあげることができました。こう

した成果をあげることができた背景には、毎年の成果報告シンポジウムに多くの方がお集りくださり、

私たちの研究について忌憚のないご意見をくださったおかげと思っております。感謝申し上げるとと

もに、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 なお、本報告書についての問い合わせは，植阪（y_uesaka@p.u-tokyo.ac.jp）までお願いします。資

料をご希望の方は，東京大学学術機関リポジトリ（http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/）からダウン

ロードしていただくか，上記の植阪までお問い合わせください。 

  また、以下の発表については、科研以外のメンバーの協力も得ています。ここに記して謝意を評しま

す。なお、発表スライドの所属は、発表当時のもので表記しております。 

「失敗場面における親の関わりが学習方略と数学学力に与える影響」鈴木 雅之（国立情報学研究所） 

「教師は授業の失敗をどう改善するか」篠ヶ谷 圭太（日本大学） 

「柏島小学校の教育―日々の授業を通じてメタ認知を育てる―」藤澤 信義（倉敷市立大高小学校） 

本ワーキングペーパーが、研究および実践の発展に寄与できるならば、これ以上の歓びはありません。 

2015年10月 

東京大学大学院教育学研究科教育心理学コース 

助教 植阪友理 
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シンポジウム 「教授・学習研究への新たな挑戦 理論と実践」 

 

ྖ఍進⾜ ࿴ᔱ 㞝୍㑻（኱㜰኱学） 

開఍ᣵᣜ ᕷᕝ ఙ୍ �ᮾி኱学） 

 シࣙン㸯㸸 ᳜㜰 ཭⌮（ᮾி኱学）ࢵࢭ

Emmanuel Manalo（ி㒔኱学） 

℩ᑿ ⨾⣖子（᪥ᮏዪ子኱学） 

小ᒣ ⩏ᚨ（༓ⴥ኱学） 

 シࣙン㸰㸸῝㇂ 㐩ྐ（⩌㤿኱学）ࢵࢭ

⠛ࣨ㇂ ᆂኴ（᪥ᮏ኱学） 

㕥ᮌ 㞞அ（ᅜ❧᝟ሗ学研究ᡤ） 

すᮧ ከஂ☻（ᮾி኱学） 

㛢఍ᣵᣜ Emmanuel Manalo �ி㒔኱学） 

᪥᫬ ���� ᖺ � ᭶ �� ᪥�ᅵ� 

����㹼����� 

఍ሙ ᮾி኱学 ᮏ㒓࢟ࣕンࢫࣃ㉥㛛⥲ྜ研究Ჷ ��� ␒教ᐊ 

 

開఍ᣵᣜ 

ᕷᕝ ఙ୍（ᮾி኱学） 

 

 本シンポジウムは毎年度末に行っていて、今ᅇで

4 年目になります。もともと科学研究費による研究

の中間発表会というᙧで行ってきました。Emmanuel 

Manalo ඛ生が代表をົめる研究「学習方略の自発的

利用促進メカニズムの解明と学校教育への展開」は

2015 年度で最終年の 5 年目を㏄えます。 

 もう一つ、私が代表をົめる研究「失敗を教育に

活かす」は今年度が 1 年目です。学習者としても、

教師としても失敗はよくあることです。教師も一✀

の授業をしていく学習者と見れࡤ、いろいろな失敗

をしながら教師として成㛗していきます。教育場面

における失敗は、ややもすると࢞ࢿテࣈ࢕にᤊえら

れがちですが、むしろ失敗をどう教育に生かしてい

くか。学習者は自分の学習の改善、教師は授業の改

善に生かしていくというテーマの研究がスタートし

ました。メンバーは、教育心理学研究者のඛ生方が

ධっています。 

 今日は学校のඛ生方、研究者、学生にも⪺いてい

ただける内容にしようということで、༗前のセッシ

ョンが組まれています。学習方略といっても、ಶே

でຮᙉするときの学習方略もありますが、今年は≉

に協同学習と⤡めての学習方略の研究になります。

༗後は、ඛ࡯どヰした「学習者と教師の失敗活用」

がテーマです。ఇみ中にもかかわらず、多くの方に

᮶ていただいたことに、大ኚありがたく思っていま

す。ࡦࡐ活発なウ論になることをᮇᚅしています。 
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��シࣙンࢵࢭ協同と学習方略 

発表�「協同的࡞学ࡧにおける学習方略」 

᳜㜰 ཭⌮（ᮾி኱学） 

⸨⃝ ఙ௓（㊧ぢ学ᅬ኱学� 

῝㇂ 㐩ྐ（⩌㤿኱学） 

ᒣ⏣ 㧗኱（ᮾி኱学） 

࿴⏣ ᯝᶞ（ᮾி኱学） 

 

 

 �ࢻ࢖ࣛࢫ

 「学習方略」とは、一ゝでゝうと、学習方ἲです。

今日は学び方をどう改善していくのかをヰしていけ

れࡤと思っています。今日は二つの研究を紹介しま

すが、スライド１にᣲげさせて頂いたように、多く

の方によって行われています。 

 学習指ᑟせ㡿には「ඣ❺（生ᚐ）が୺体的に学習

を進められるようになるためには、学習内容のみな

らず、学習方ἲへのὀ意を促し、それぞれの生ᚐが

自分にࡩさわしい学習方ἲをᶍ⣴するようなែ度を

育てることがᚲせとなる」という記㏙があります（ス

ライド 2）。つまり、実は指ᑟせ㡿にも学習方ἲにつ

いて指ᑟしていくᚲせᛶが明記されているのです。

しかし、文㒊科学┬のᐁ൉である、Ṋ藤久៞さんは、

「これは見㐣ごされてきた記㏙ではないか」とおっ

しࡷっていました。私もまさにその通りだと思いま

す。今日はこういうなかなか意識されにくいところ

に↔点を当てたいと思います。 

 

 
 さて、学習方ἲについて心理学はఱができるでし

れる研究ࡤうか。心理学では、学習方略研究と࿧ࡻ

㡿ᇦがあります。ここでの知見は㠀ᖖにたくさんあ

るので、全てをご紹介することは㞴しいのですが、

一ゝでゝうと、ある子どもが授業外で一ே学習をす

るという場面で、༢⣧཯᚟・୸ᬯ記に㢗っているだ

けでは、ᚲずしも効果が上がらないことが♧されて

います。一方、より」雑な学習内容になる࡯ど、意

࿡を理解しながらぬえるᚲせがあることも分かって

います。また、分かることと分からないことという

理解≧ែを自分ではっきり意識しながら問㢟を解き、

自分で補っていくことも᭷効とされています。さら

に、௚者やᅗ表など㢌の外の資※をうまく౑いなが

ら学習するのが᭷効であることも知られています

（スライド 3）。 

 �ࢻ࢖ࣛࢫ

⌧代の教育のື  ྥ

䖃䚷学習ᣦᑟせ㡿解ㄝ（⥲๎⦅）への㏣グ(H10ࠥ)： 
 
䚷䚷䚷 
 
 
 
䚷䚷䚷䚷学校教育に䛚䛔䛶学習方ἲに 
䚷䚷䚷䚷䛴䛔䛶䜒ᣦᑟ䛧䛶䛟ᚲせᛶを明グ 

ඣ❺（⏕ᚐ）䛜୺యⓗに学習を進䜑䜙䜜䜛䜘䛖にな䜛
た䜑に䛿䠈学習ෆᐜの䜏な䜙䛪䠈学習方ἲへのὀព
を促䛧䠈䛭䜜䛮䜜の⏕ᚐ䛜⮬ศに䜅䛥䜟䛧䛔学習方
ἲをᶍ⣴す䜛䜘䛖なែ度を育䛶䜛䛣と䜒ᚲせとな䜛䚹
䛆ᑠ・୰学校学習ᣦᑟせ㡿解ㄝ⥲๎⦅㻼㻚㻣2（ᑠ）・㻣㻟（୰）䛇 
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 こうした研究は㠀ᖖに多く行われていますが、見

ⴠとされてきたഃ面もあると思います（スライド 4）。 

 
 それは、授業外における協同的な学びの㔜せᛶで

す。ⓙさん、授業外での学習を思い出してください。

一ேで㯲々と行う場面もあると思いますが、友ே同

ኈで学習する場面もあるのではないでしࡻうか。౛

えࡤ、授業中に分からないことがあり、「なࡐ㹼な

の㸽」「だって㹼から」「そもそも㹼でしࡻう」「なる

授業で、ࡤど。㹼ってこと㸽 分かった」となれ࡯

はうまく⋓得できなかったことも⋓得できるので、

知識⋓得を᥎進することになります。また、こうい

うことができるのは、私たちが認知カウンセリング

を㛗年やってきたときから大஦にしていた「自立し

た学習者」の㔜せなഃ面と⪃えられます。実は認知

心理学の文⬦では、こういう学習方略はあまり取り

上げられていないので、今日はこのヰをしたいと思

っています。 

 認知心理学や認知カウンセリングをཧ⪃にすると、

友ே同ኈの学習を深めるためにはどのように学ぶこ

とが᭷効でしࡻうか（スライド 5）。 

 
 一つは、関連࡙いた知識ᵓ㐀を目指すという観点

から、二つのことが㔜せだと⪃えられます。まず子

ども同ኈのやりとりを見ると、「⟅えは」「やり方は」

と⪺く場面が多いですが、そうではなく、「なࡐ」「そ

もそも」など、理⏤、ᐃ義、ල体౛➼に↔点を当て

ることが大஦です。そうしないと、せっかく質問し

て分かっても、ḟにつながりません。 

 もう一つは、分からないときに「分からない」と

₍↛と⪺くだけでは、教えᡭはඛ生と同じㄝ明を全

㒊しなけれࡤいけないことになり、効⋡がよくあり

ません。ᚑって、⪺きたいところを自分でල体的に

♧すことが㠀ᖖに㔜せです。つまり、知識のどこを

補いたいかを明☜にすることです。これは、私たち

が認知カウンセリングの時代から自己デ᩿というこ

とで大஦にしてきたことです。 

 さらに、一連のやりとりで分かったようなẼにな

った後、ㄝ明にᑐする自分の理解がṇしいのか☜認

することも大஦だと思います（スライド 6）。すなわ

ち「分かった。ありがとう」で終わるのではなく、

「試しにㄝ明してみるࡡ。これってこういうこと㸽 

あってる㸽」と自らの理解≧ែをゝㄒ໬することも

㠀ᖖに㔜せなのです。学習者本ேが理解を☜認する

ような質問ができるときには問㢟ありません。しか

し、もし⪺きᡭが自ら行わない場合には、教えᡭが

ㄝ明をồめることも大஦です。私たちはこれを௬᝿

スライド 3 

 �ࢻ࢖ࣛࢫ

 �ࢻ࢖ࣛࢫ
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的教♧と࿧んでいます。こういう一連の活ືを通じ

て、協同を通じて深い理解に⮳ると⪃えられます。 

 
  

ᐇ㊶を㏻ࡋてศࡇࡓࡗ࠿と 

 こうした問㢟意識を㋃まえ、⥲合的な学習の時間

を౑い、ᇸ⋢┴の高校でඛ生方と一⥴に実践しまし

た（スライド 7）。 

 
 この実践の１つの目的は、生ᚐ同ኈが自発的に学

び合う㢼ᅵをつくることです。その前提として、学

び合いのスキルを㌟に௜けさせ、一ேで学ぶ方ἲの

ྥ上につなげたいというわけです。これは協同場面

における᭷効なやりとりが、本ேの学習方略として

内໬されることをᮇᚅしていることを意࿡します。

౛えࡤ、「なࡐ」に↔点を当ててヰし合う習័ができ

れࡤ、自分でຮᙉするときにもそこに↔点を当てる

ようになるといったල合です。また、ㄝ明を大஦に

することで、自分一ேの学習でも「自分でㄝ明でき

るかな」と思える子になって࡯しいということです。 

 以上の問㢟意識を㋃まえて、実際に教え合う場面

や学び合う場面も設ᐃしてみましたが、1 年目には

スライド 8 のような問㢟が生まれました。 

 

 子どもたちが学び合っているጼを࢜ࢹࣅで᧜影し

ながら観ᐹしていましたが、「インシࣗリンはどこか

ら出ている㸽」「⫢⮚㸽」「㐪うよ」「⭈⮚㸽」「カタ

カࢼで㸟」「ランࢤルࣁンス島」といったල合に、一

問一⟅ᆺの What に↔点を当てた質問が多くみられ

ました。すなわち、私たちが᝿ᐃした「なࡐ」の質

問になっていないことがよく見られたのです。さら

に、一方的なㄝ明や、理解☜認がないことが多く見

ཷけられ、┦ᡭの理解≧ែにあまり関心をᡶってい

ないことも見えてきました。౛えࡤ、ⱥㄒを教え合

っている場面で、一方がヂをఏえて、「ちࡻっとᚅっ

て。explain ってఱ㸽」という質問がたまにධり、「ㄝ

明すること」と⟅えてḟに進んでしまう。これでは

なかなか深い理解にいかないということが見えてき

ました。 

 以上の問㢟意識を㋃まえて、ここから二つの研究

を紹介します（スライド 9）。まず、協同的な学びに

おける学習方略に↔点を当てた研究を紹介します。

この研究を通じて、協同的な学びにおける学習方略

のどのような点が子どもたちには㞴しいのかを明ら

かにします。また、この実践を通じて、理解☜認は

子どもの中になかなかᐃ╔しないということがあき

らかになってきましたので、理解☜認を行うための

力は༑分なのか、生ᚐのస問課㢟から見える子ども
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達の課㢟を明らかにしたいと思っています。 

 
 

ᇸ⋢┴でのᐇ㊶ 

 研究１として、ඛ࡯どおヰしたᇸ⋢┴の高校で෌

度実践を行わせていただいた஦౛をおヰしします。

ここでは、⥲合的な学習の時間を利用させていただ

き、友ே同ኈでの学びあいにおける学習方ἲの改善

を行いました。全体で 6 時間行い、実際に友達同ኈ

で学び合う時間は 2時間ありました（スライド 10）。 

 
 ึ年度の཯┬を生かして、ᗄつかᕤኵをຍえてい

ます。まず１つ目のᕤኵとして、「理解した」とはど

ういう≧ែなのかをより┤᥋的に教♧しました（ス

ライド 11）。 

 
 子どもたちは、用ㄒの✰ᇙめができることを深く

理解した≧ែだと思ってしまいますので、「なࡐ」「そ

もそも」が分かること、自分自㌟でもそれをㄝ明で

きることが深く理解した≧ែだということをはっき

りとఏえています。これが᭕᫕になっていると、な

かなか活ືが改善しないと⪃えたからです。 

 それから、いい方ἲを知ったとしても、どう活ື

に⤖び௜けるかはなかなか㞴しいことです。そこで、

２つめのᕤኵとして、ල体的な౛とやりとりを与え

て、友達同ኈで改善⟇を⪃えることを講₇の中に┒

り㎸んでいます（スライド 12）。 

 
 ౛えࡤ、「この問㢟分からない。教えて」「これは

୙ᐃモの問㢟だ1。ࡡ ␒は୙ᐃモの名モ用ἲだࡡ。

ࠗḷうこと と࠘ヂすとⰋいよ」「そうなんだ。じࡷあ、

2 ␒は㸽」というやりとりです。これにᑐして、どん

な点が問㢟なのかを指᦬してもらったのです。「問㢟

のఱが分からないのか、≉ᐃしていない」「なࡐそう

⪃えたのか理⏤がない」「本当に分かっているか☜認

�ࢻ࢖ࣛࢫ 
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していない」といったことを出してもらって共᭷し

ました。つまり、行ືࣞ࣋ルでどうすれࡤいいのか

を理解してもらう活ືをධれています。 

 さらに友達同ኈで学び合う機会を 2 ᅇ与えました

（スライド 13）。 

 
 まず 1 ᅇ目では、こちらからテーマを与えて、ࣄ

ント௜きで㡹ᙇってもらっています。数学、ྂ文、

໬学などをᢅっています。さらに、数学の問㢟で学

び合うときに「なࡐ」「そもそも」を大ษにしようと

そも」「ࡐな」ントを与えるだけではなく、ここでࣄ

そも」が大ษなのはどういうことなのか、ල体的に

そのようなᘧࡐな」、ࡤントを与えています。౛えࣄ

にኚ᥮するのか、お஫いに⣡得いくようにするとⰋ

い」ということをࣄントとして与えているのです。 

 それでも 1 ᅇ目はいろいろな課㢟がṧりました。

そこで、私たちの方から改善のポイントを教♧して

います。ල体的な౛を♧したり、⟅えだけではなく

て「なࡐ」を問うたり、ල体౛も一⥴に౑ったり、

ᅗや表を౑ったり、最後にあらためて理解を☜認し

たりといった点をල体的な指ᅗ௜きで☜認しました。

そのうえで、2 ᅇ目には実際の中間・ᮇ末の課㢟を

౑い、自⏤なテーマでࣄントなしで行ってもらって

います。 

 こうした実践の⤖果、「学習した後、௚のேにㄝ明

できるかを⪃えるようになった」「習ったこと同ኈの

関連をつかむようにしている」などの学習ἲ・学習

観のኚ໬が☜認されています（スライド 14）。 

 
 つまり、やりとりの質が改善したことで自分の学

習ἲもᑡし改善したྍ⬟ᛶが見え、ಶேの学習方略

として内໬しているྍ⬟ᛶがあるわけです。ただ、

本当に改善しているのかは୙明です。そこで、実際

の学び合いのᵝ子を発ヰプロトࢥル分ᯒ方ἲで☜認

しています（スライド 15）。 

 
 

ศᯒ⤖ᯝ 

 実際にやりとりをスライド 16 のようなカテࢦリ

をసって分ᯒしています。 
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7 

 
 これは、友達同ኈで学び合うときの学習方ἲとし

て効果的だと私たちが⪃えているものです。౛えࡤ、

ㄝ明の୺㢟では「なࡐ」「そもそも」をㄝ明している

か、ල体౛をᣲげているか、⪺きᡭの分からないと

ころを⪺き出しているか、⪺きᡭにᑐして理解した

内容のㄝ明をồめているかなどを教えᡭഃの発ヰと

してࢥー࢕ࢹングしています。⪺きᡭഃには自己ㄝ

明として、教えᡭからㄝ明をཷける前に自分で分か

らないところを明♧しているか、⪺き終わった後に

自分でㄝ明を行っているかといったことをࢥー࢕ࢹ

ングしています。 

 ල体的な౛はスライド 17 を見ていただくと分か

ります。 

 
 こうした発ヰを、クラスタ分ᯒと࿧ࡤれる分ᯒᡭ

ἲで解ᯒしています。これは、ࡦとまとまりの発ヰ

グループを༢఩にして、同時に生じやすい発ヰの✀

㢮をグループ໬するような分ᯒです。スライド 18 が

分ᯒ⤖果です。いろいろな教え合いのパターンを分

㢮していると思っていただけれࡤⰋいと思います。

この分ᯒの⤖果、大きく４つのクラスタと࿧ࡤれる

まとまりがᢳ出されました。まず見ていただきたい

のが、クラスタ 4 です。௚とẚ࡭て、「ㄝ明の୺㢟」

が 0.52 で、⣙༙分ࡄらいしか「なࡐ」「そもそも」に

↔点を当てていません。かなりࣄントを与えたにも

かかわらずこの≧ែです。௚も⥲じてప調で、どち

らかとゝうと、あまり質が高くない教え合いが出た

といえます。 

 
 ௚のグループは⥲じて「なࡐ」に↔点を当てたヰ

し合いはしていますが、ල体౛、☜認的質問、ㄝ明

せㄳ、自己ㄝ明が全体的にとてもపいという≉ᚩが

あります。やはり最ึはࣄントをもらってもなかな

か㞴しいのです。 

 スライド 19 は࢕ࣇードバックをཷけて 2 ᅇ目の

⤖果です。 

 
 分ᯒの༢఩が㐪うので、ᚲずしもはっきりとはゝ

いษれない㒊分はありますが、クラスタで見てみる
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と、クラスタ 1 にⰋくないグループは出てきました

が、「なࡐ」ではなかったとしても、「自己デ᩿」が

かなりຍわりました。つまり、「ここが分からない」

ときちんとゝってからヰし合いが行われるようにな

ったなど、多ᑡの改善が見られています。ただ、ṧ

りの二つもなかなか᏶⎍とはいきません。子どもた

ちにとってఱが㞴しいかというと、「なࡐ」というの

を「分かった」という≧ែまでは持っていけるので

すが、分かった後に理解できているかを☜認するた

めにㄝ明する、あるいは☜認をồめるという活ືが

なかなか出てこないのです。 

 

᪂࡞ࡓㄢ㢟 

 この実践から見えてくることは、生ᚐの学び合い

の質はྥ上ྍ⬟で、上ᡭな学び合いはಶேの学習方

ἲを改善するけれども、理解☜認の活ືはなかなか

⋓得されにくいということです（スライド 20）。 

 
 理解☜認はなかなか行われないことが見えてきま

したが、ゝわれなくても理解☜認ができる生ᚐとは

一体どのような生ᚐなのでしࡻう。これについて⪃

えてみました（スライド 21）。 

 
 学習方略を自発的に౑う子にするためには、それ

が㠀ᖖに大஦だと実感してもらうこと、それから、

౑いたいと思ったときにさっと౑えるだけの力がഛ

わっていることがᚲせです。そう⪃えると、今ᅇの

実践では、うまくできる力（すなわちスキルのྥ上）

まではつなげられなかったということが⪃えられま

す。 

 では、そもそも子どもたちには、理解☜認のスキ

ルがどれࡄらいあるのでしࡻうか。┦ᡭの理解を☜

認するように明♧的にồめられたら、できるのでし

どんな課㢟があるのか、ࡤうか。できないとすれࡻ

を研究２の中で見てみたいと思います。 

 研究では、స問課㢟を行いました。⪺きᡭの理解

を☜認するように促された際、㐺ษに理解☜認が行

うことができるのかを検ウするためです（スライド

22）。 

 
 ཧຍ者は高校生です。国ㄒが中心で、⟬数・数学

のཧຍ者はᑡないです。ᡭ⥆きは以下の通りです。
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まず、課㢟文（⟬数・数学の場合には、小中学ࣞ࣋

ルの教科書）を学習してもらい、その内容をேに教

えることを᝿ᐃしてもらいます。ཧຍ者には、一通

り教え終わった後、┦ᡭが内容を༑分に理解したか

を☜認するためには、どんな質問をしたらいいかを

⪺くとఏえました。その上で、課㢟文を学習した後

に、高校生に┦ᡭの理解を☜認するような質問を実

際にసってもらいました。 

 多ᑡ細かくなりますが、国ㄒの課㢟文も⡆༢にご

紹介します。ここではさまࡊまな文❶、教科書の内

容をᢅっています（スライド 23）。 

 
 ౛えࡤ「ㄝ得のᢏἲ」という文❶では、３つのㄝ

得のᢏἲを紹介しています。１つ目はより⡆༢な౫

㢗から行う段階的ㄝ得、２つ目は↓理なせồをまず

行う譲Ṍ的ㄝ得、３つ目はⰋい᮲件に見せかけるᛂ

ㅙඛ取りἲです（スライド 24）。このようなᢏἲを

文❶で読んでから、┦ᡭの理解を☜認する質問を⪺

きます。 

 

 ⟬数・数学の「ẚ౛・཯ẚ౛」では、「y が x の関

数で、ḟのようなᘧで表せるとき、ࠗ y は x にẚ౛す

る࠘といいます」という教科書をもとにして、ᅗも

ຍえます。これを学習したとして、ⓙさんは┦ᡭが

༑分に理解したかを☜認するためにどんな質問をし

ますかと問うています（スライド 25）。 

 
 ᅇ⟅者には、内容を教える際のᕤኵ➼についても

⪺いています（スライド 26）。しかし今ᅇは、理解を

☜認するための質問のみをご紹介します。 

 
 スライド 27㹼28 がᅇ⟅数です。まず┦ᡭの理解を

☜認するために、「ࠗ 分かった㸽࠘と質問する」が⤖

ᵓたくさん出てきています。つまり、┦ᡭの理解を

☜認するには「分かった㸽」と⪺いて、┦ᡭが「分

かった」と⟅えると、分かったことになると思って

しまうということです。それから、「（₍↛と）ㄝ明

してみてとồめる」もかなり多く見られました。ḟ

に、実際に問㢟をసったேたちのᅇ⟅も᭦に詳しく

分㢮してみました。記᠈෌生問㢟とは、文❶の中の

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

-  15  -



10 

用ㄒを෌生させたり、ㄝ明させたり、౛をసらせる

問㢟です。ᛂ用発展問㢟は、本当に分かっているか

を深く理解するために知識ᵓ㐀を問うたり、文❶中

にはない౛を分㢮させたり、新しい౛をస成させた

り、ᗄつかの用ㄒを提♧しẚ㍑させたりする課㢟で

す。この二つのうち、どちらかというと、ᛂ用発展

問㢟よりも記᠈෌生問㢟課㢟の方が多いഴྥがみら

れました。この⤖果は数学でも࡯ぼ同ᵝで、「ࠗ 分か

った㸽࠘と質問する」「（₍↛と）ㄝ明してみてとồ

める」が多く、ᛂ用発展より記᠈෌生の方が多かっ

たです。 

 

 
 私たちは今ᅇ、┦ᡭの理解を☜認するように明♧

的に౫㢗しましたが、「分かった㸽」と⪺いて‶㊊す

るጼが見えます。「分かったとゝってくれれࡤ分かっ

ているはず」ということです。それから、స問でも

内容のὸい理解、✰ᇙめや一問一⟅が多くて、深い

理解を問うものがなかなか出てきませんでした。ㄝ

明をồめるということ自体は、私たちのᮇᚅにかな

り㏆いのですが、₍↛とㄝ明をồめるものが大༙を

しめました。これではఱをㄝ明させるのかは分かり

ません。この⤖果、本当に「なࡐ」に↔点が当たっ

たㄝ明をồめているのかุูがつかない≧ែでした

（スライド 29）。 

 
 では、なࡐこんな現㇟が生じているのでしࡻうか。

学校のඛ生と実践をさせていただく中で、子どもた

ちは授業中にᚲずしも理解☜認をồめられていない

ྍ⬟ᛶも❚われました（スライド 30）。 

 
 つまり、ඛ生方から教えてもらった後、理解☜認

がồめられていないので、よい理解☜認のイメージ

がなくて、それを持ちにくいということがあるかも

しれません。その⤖果として自分の学習においても、

表面的な理解で‶㊊しているྍ⬟ᛶがあり、それは

深้な問㢟だと思っています。 
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⥲ྜ⪃ᐹ 

 心理学への♧၀についてです（スライド 31）。こ

れまでの学習方略研究は一ேで学ぶプロセスに↔点

が当たっていることが多かったと思います。また、

友ேとの学習における学習スキルも、質問⣬研究で

はありましたが、ල体的に学習スキルを≉ᐃしたも

のはᑡなかったと思います。実際に子どもたちがど

んなスキルを⋓得す࡭きか、子どもにとってఱが㞴

しいかを明☜にした点で新しいと思っています。 

 
 学校現場への♧၀ですが、私自㌟も現場にお㑧㨱

して一⥴に授業をసっている中で、あらためて認知

心理学の発᝿の二つのഃ面が関ಀしていると思って

います（スライド 32）。 

 
 まず、ᡭ⥆きや⟅えが分かるだけではなく、関連

࡙いた知識へのᚿྥᛶがとてもᙉく、「なࡐ」「そも

そも」を㔜視しており、それはඛ生のㄝ明でồめる

だけではなく、子どもが一ேで学習するときもồめ

ています。それから、自己や௚者への認知≧ែへの

関心です。私たちは、教えて⪃えさせる授業の中で、

理解☜認や自己評౯を㔜視することを㛗年行ってき

ています。また、市川ඛ生がᅔ㞴度査ᐃというゝ葉

を提ၐされていますが、このゝ葉に㇟ᚩされるよう

に、子どもにとってఱが㞴しいかということに↔点

を当てて、授業設計をすることも㔜視しています。

関連࡙いた知識や知識≧ែへの関心をඛ生にも生ᚐ

にもồめる点に≉ᚩがありますが、今ᅇの研究会を

᣺り㏉ってみると、なかなかඛ生と生ᚐ୧方に共᭷

されていない㒊分があると思います。 

 

⤖ㄒと௒ᚋの展ᮃ 

 スライド 33 が今ᅇの実践・調査から見える実ែで

す。 

 
 学校のඛ生は、内容を教える際に、「なࡐ」や意࿡

理解をかなり㔜視してㄝ明されていると思いますが、

実際の子どもはᚲずしもそれを㔜視していません。

それはඛ生が「なࡐ」をㄝ明した後に、それをㄝ明

させる活ືがᚲずしも含まれていないからかもしれ

ません。それから、理解☜認に関しては生ᚐ自㌟で

はなかなか行いません。行うように促しても、効果

的に行えないという実ែが見えてきました。もしか

すると、そういうことが授業の中にᚲずしも含まれ

ておらず、授業の中に取りධれることで、子ども自

㌟もそういうことを行うようになるという新たな実

践のྍ⬟ᛶもあると思います。 

 最後に、今後ᮇᚅしたい実践についておヰししま

す（スライド 34）。 

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ
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 意࿡理解を㔜視する、自己や௚者の認知≧ែを㔜

視することを教師と生ᚐ୧方のࣞ࣋ルで行っている

実践をᮇᚅしたいと思います。⪃えられるാきかけ

としては、౛えࡤ、意࿡について理解したことをゝ

ㄒ໬させることを日ᖖ的に行い、それをテストとし

てもồめていくといったことがᣲげられます。こう

した中で、最終的に子どもたちがᑗ᮶にわたって౑

っていけるような学習スキルのྥ上につながれࡤい

いと思っています。内容を教えることを通じて、ᑗ

᮶、その子たちが┤面していくであろう♫会におい

て౑える学習スキルのྥ上につながっていくことは、

᫖今ヰ㢟になっている２１ୡ紀ᆺスキルといった点

からも㠀ᖖに大஦なことだと思っています。後多く

の実践が生まれてくることをᮇᚅしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表� 'LaJUamV Ln /eaUnLnJ anG &ommunLFaWLon 

Emmanuel Manalo �.\oWo 8nLYeUVLW\� 

<uUL 8eVaNa  �7oN\o 8nLYeUVLW\� 

&KULV 6KeSSaUG �:aVeGa 8nLYeUVLW\� 

 

 My name is Emmanuel Manalo.  I am from the 

Graduate School of  Education of  Kyoto University.  The 

research that I will describe this morning is on ‘Diagrams in 

Learning and Communication’.  This research I have 

conducted with Yuri Uesaka and also Chris Sheppard at 

Waseda University. 

 This is an outline of  the presentation (Slide 2). 

 
 Firstly, the main question that I am going to address is: 

Can interactive communication be used for improving 

students’ spontaneity in using diagrams when they are 

explaining what they have learned?  In this presentation, I 

am going to provide some key findings from previous 

research that includes our own research, and the rationale for 

the present study.  Then, I want to briefly describe the 

 ��ࢻ࢖ࣛࢫ

 Slide 2 
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method that we used in this study and describe the results 

that we got.  Then, I would like to discuss our findings, the 

possible explanations for our findings, and the implications 

for instruction. 

 

Previous Research 

 There is quite a lot of  research that has been done on 

combining diagrams with verbal information in multimedia 

communication (Slide 3). 

 
 When you have posters, pages of  magazines, 

information on TV, videos, or any other things that combine 

diagrams and text, the message becomes more efficaciously 

delivered to the audience.  However, one of  the problems 

is that students lack spontaneity in using diagrams when they 

are explaining what they have learned.  We found this in our 

own research: that even though they know about diagrams, 

they do not spontaneously use them.  It seems that there 

are some factors that can affect their spontaneity in using 

diagrams.  These include individual factors like language 

proficiency.  For example, if  they have to explain something 

in a second language, they are less likely to use diagram.  

Likewise, for task-related factors, if  the thing that they have 

to describe is more difficult to imagine, then they are 

probably not going to use diagrams.  We also found that 

there are variations in audience-related perceptions about the 

relative usefulness of  text and diagrams.  We found that, 

when students are taking notes or writing to explain 

something to their own selves, they seem to think that 

diagrams are more useful.  However, when they are writing 

to explain to other people, they do not seem to consider 

diagrams particularly useful. 

 In our previous research we found that, in math 

problem solving, when students interactively communicate 

with each other, it is effective in promoting spontaneity in 

diagram use (Slide 4). 

 
 With interaction they are more likely to use diagrams 

when solving problems.  When students interact with peers 

to explain how to solve a problem, they use more diagrams 

while they are interacting with each other and also afterwards.  

This is an important point.  There is a transfer to problem 

solving that occurs later on.  They seem to still continue 

using more diagrams when they are problem solving on their 

own.  Through the experience of  trying to explain to 

another person and receiving feedback, the students realize 

that there are limitations to just using words when they are 

explaining and that they actually have to use some 

visualization in order for the other person to understand 

more clearly.  Doing so enhances their appreciation of  the 

value of  using diagrams. 

 

Research Question & Methods 

 The question in our research is: Can interactive 

communication likewise promote spontaneity in diagram use 

when students explain what they have learned (Slide 5)? 

 Slide 3 

Slide 4 
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 The participants in this study were 84 Japanese 

undergraduate university students (Slide 6).  These were 

students studying science and engineering subjects.  We 

gave them booklets containing one of  two passages.  They 

got either a passage about how a CD plays music or about 

the human blood circulation system.  These passages had 

equivalent numbers of  idea units in them and were the same 

as those we used in previous research.  The students were 

randomly paired.  They were then assigned to either an 

interactive or a non-interactive condition.  I will explain 

these conditions afterwards.  The members of  each pair 

differed in the passage that they received.  If  one received 

the CD passage, the other received the human blood 

circulation system passage.  The participants were asked to 

read the passage.  They could take notes during that time.  

They were told that they would later be asked to explain the 

contents of  their passages. 

 
 This is an illustration of  what we did (Slide 7). 

 
 There were three parts to the procedure.  First, the 

students read and took notes. Then they were asked to 

verbally explain it to the person they were paired with.  

Then they had to write a written explanation of  what they 

had learned.  There were two conditions.  There was an 

interactive condition and a non-interactive condition.  In 

the interactive condition, they read, and then afterwards they 

took turns explaining what they had learned to the other 

person for five minutes.  During that time they could speak 

and they could also use a piece of  paper they were provided 

to write or draw anything they want.  Then they reversed 

roles.  In the non-interactive condition, what they had to do 

was explain to a tape recorder.  They could also provide 

some notes.  Afterwards they listened to the recording.  

That is the main difference in that they did not directly 

interact with each other. 

 This is what we did for the analysis (Slide 8). 

 
 We counted the number of  idea units that the students 

Slide 5 

Slide 6 

Slide 7 

Slide 8 
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represented in text and/or in diagrams.  We looked at what 

and how they were represented in text or diagrams.  The 

between-participant variables were the condition and the 

passage: so they were either in the interactive or the non-

interactive condition, and they either received the CD or the 

circulation passage. 

 There were three types of  writing the students produced 

that comprised the within-participant variable.  First, there 

was the note taking at the beginning.  Then, there was the 

writing they produced during the verbal explanations – 

during which time they could write notes. Then there was the 

written explanation that they had to provide for an imaginary 

person who did not know anything about the passage.  We 

looked at each of  these written works to count the number 

of  idea units that were represented. 

 This is an illustration of  the idea units (Slide 9).  An 

example is that music is stored in CD as numbers.  That is 

one idea unit: that numbers are stored in a binary form as 

ones and zeroes. 

 
 For the human blood circulation system, you can see 

examples here (Slide 10).  The circulation system enables 

the distribution of  oxygen, hormones, and nutrients to cells.  

It also enables the removal of  carbon dioxide, waste, and so 

on. 

 
 

Results 

 These are the results (Slide 11). 

 
 The first graph shows that the students represented 

more idea units in text as compared to diagrams.  These are 

ideas that the students represented on average in diagrams 

(left bar), and then the ideas they represented in text (right 

bar).  This is significantly different.  They represented 

more in text.  However, that was to be expected. 

 This was also an expected result: that more diagrams 

were used in the circulation passage (Slide 12). 

Slide 9 

Slide 10 

Slide 11 
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 This graph compares the circulation passage and the 

CD passage.  You can see (left pair of  bars) that more 

diagrams were used in the circulation passage (dark bars) as 

compared to the CD passage (light bars).  However, in 

terms of  text (right pair of  bars), there was more text used  

in the CD passage as compared to the circulation passage. 

 The reason for this is because the circulation passage is 

easier to imagine.  Therefore, the students were able to 

more easily make diagrams for it as compared to the CD 

passage, which is harder for them. 

 This is the total number of  idea units that the students 

represented (Slide 13). 

 
 On average, there was no difference between the 

number of  idea units represented during note taking (left bar) 

and the written explanation later on (right bar).  However, 

there was much less representation of  the idea units in the 

verbal explanation phase (middle bar).  This is to be 

expected.  The reason is that, at the same time they were 

writing, the students were also verbally explaining.  

Therefore, a lot of  information was already represented 

verbally apart from in written form. 

 This is a more interesting result (Slide 14). 

 
 The light bars represent diagrams and the dark bars 

represent text during note taking (left pair), verbal 

explanation (middle pair), and written explanation (right pair).  

We can see that in the note taking part and in the written 

explanation part, the representation of  idea units in texts was 

higher.  However, during the verbal explanation part, the 

number of  information units that were represented in 

diagrams was higher than in text. 

 In the interactive groups, they represented more idea 

units in diagrams (Slide 15). 

 
 You can see here that the interactive groups (light bars) 

represented more idea units in diagrams (left pair of  bars) 

compared to the non-interactive groups (dark bars).  They 

did not significantly differ in the amounts that they 

Slide 12 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 
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represented in text (right pair of  bars). 

 Finally, this graph shows task versus condition (Slide 16). 

 
 The interactive groups (light bars) represented more 

idea units during verbal explanation.  We can see here the 

three phases of  note taking (left pair of  bars), verbal 

explanation (middle pair of  bars), and written explanation 

(right pair of  bars).  Interactive is shown in the light bars 

and non-interactive by the dark bars.  You can see that there 

was no difference in note taking and there was no difference 

in written explanation.  However, there was a difference in 

verbal explanation where the interactive group represented 

more idea units in total. 

 

What the Findings Indicate 

 The first important thing that the findings indicate is 

that interactive communication seems to be able to promote 

spontaneity in the use of  diagrams to represent information 

learned (Slide 17).  We have evidence to show that, when 

the students are interacting, they use more diagrams to 

explain.  However, the problem is that the increase in 

diagrammatic representation did not transfer to the later 

phase of  written explanation, which was non-interactive.  

When they were writing the explanations they were not 

interacting with anyone.  Therefore, diagram use went back 

to non-interactive levels and there was no transfer to that 

situation. 

 
 Even if  students realized the value of  using diagrams 

during verbal explanation, they could have viewed written 

explanation differently.  They may have still considered that 

text representation was more appropriate.  We discussed 

this in our previous paper: that students are probably afraid 

that, if  they just use diagrams, the person reading it may not 

understand.  Therefore, they have to be more explicit in 

what they write.  Students may have also lacked skills in 

deciding what diagrams they should use in supplementing 

the written explanation.  They lacked feedback from the 

intended audience during written explanation because they 

were not interacting.  This could have made it difficult to 

decide whether they needed to include diagrams to make the 

written explanation clearer. 

 

Implications for Instruction 

 Regarding the implications for instruction, interactive 

communication can be used to promote spontaneity in 

diagram use (Slide 18). 

Slide 16 

Slide 17 
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 However, students may additionally need instruction 

and training.  First of  all, what diagrams should be used to 

represent different kinds of  information?  What diagrams 

should they use when representing processes, steps, 

comparisons, change, and others?  A lot of  students may 

not be sure what diagrams they should use in a particular 

situation.  That hesitance could prevent them from utilizing 

diagrams.  Therefore, they need practice in drawing 

different kinds of  diagrams.  Related to that is deciding 

when a text explanation may not be enough and they need to 

include diagrammatic supplements to help others understand.  

They then need to consider the intended audience.  What 

would the person that is looking at this need and what 

knowledge do they have? 

 Another important consideration is cognitive cost (Slide 

19).  

 
 In one of  our recent research, in both behavioral results 

and neurological evidence, we found that when students have 

to deal with abstract diagrams like graphs, it actually has a 

higher processing cost.  In educational situations we need 

to consider the processing cost of  what we are expecting of  

students.  For example, in this particular study, when 

students had to process information represented in graphs, 

we found higher cognitive processing resources in the brain 

as compared to when the information was represented in 

pictures or text.  This finding suggests that students need to 

be provided more instruction and practice in constructing 

abstract diagrammatic representations so we can reduce the 

cost of  using them. 

 

  

Slide 18 

Slide 19 
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発表�「ຠᯝ的࡞お࠼ࡰ方をᤵᴗで学ࡪ」 

℩ᑿ ⨾⣖子（᪥ᮏዪ子኱学） 

 

 「ࠗ 記᠈の⢭⦓໬方略 に࠘関する学習ἲ講ᗙの開発

と中学校における実践」というヰ㢟を提供させてい

ただきます。これは中学生にᑐして、学校の授業の

中で、学習ἲについて学ぶ講ᗙを開発・実践した研

究になります。 

 

୰学⏕の学習ᐇែ 

 まず学習ἲ講ᗙを実践研究として行おうと思った

理⏤からおヰしさせていただきます。中学生の学習

実ែですが、࣋ ッセの調査では、「効果的な学習ἲࢿ

が分からない」と⟅えた中学生は⣙ 6 ๭でした（ᅗ

1）。 

 
 また、最㏆の学術的な研究でも、学習者は方略に

ついてᚲずしも的☜にその᭷効ᛶを認識していない

ということが明らかにされています。ඛ生方は学習

方略について、授業の中などでఏえていると思いま

す。しかし、こうした知見や実ែ調査から⪃えます

と、より明♧的かつㄝ得的に教えていくᚲせがある

のではないかということで学習ἲ講ᗙを開発して実

践研究として取り組んでいます。 

 ところで，ᑓ㛛ᐙが᭷効と⪃える方略を、中学生

たちがᚲずしも的☜に認識していない理⏤を⪃える

と、「学習方略についてᑓ㛛ᐙが⪃えるようなことを、

中学生たちは⪃えていないからだ」と思われます。 

ᑓ㛛ᐙが学習方略を᭷効であるとุ᩿する᰿ᣐと

しては、一つは記᠈や問㢟解Ỵに関する心理学的理

論があります。もう一つは、それを実㦂的に☜かめ

た研究知見によって、᭷効だとุ᩿していると思い

ます。そこで、子どもたちにも自分で体㦂して実感

したり、理論を理解したりすることがᚲせなのでは

ないかと⪃えます（ᅗ２）。 

 
  

 学習ἲㅮᗙの基ᮏ࢖ࢨࢹン 

学習ἲ講ᗙには二つのࣇェーズがあります（ᅗ 3）。 

 
 今おヰしした᭷効ᛶの実感と᭷効ᛶの௙組みの理

解を前༙㒊分に、「౑える」「すごい」と思ったもの

を自分の学習の中で日々౑えるようにする練習を後

༙㒊分のࣇェーズとして設けています。ᚑ᮶の学習

方略の研究では、後༙㒊分の方を中心にしたトࣞー

ニングプログラムが㠀ᖖに多いですが、今ᅇ開発し

た学習ἲ講ᗙは、前༙㒊分を୎ᑀに行うことが、１

つの࢜リジࢼリテ࢕になっています。 

ᅗ�

ᅗ� 

ᅗ� 
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 では、ල体的に中学生にどのような方略を指ᑟし

ていくかについて、学習場面で分けて⪃えてみまし

た（ᅗ 4）。 

 
 一つは知識を⋓得する場面、もう一つはそれを౑

って問㢟を解Ỵしていく場面です。ᅗ４のᕥഃにあ

るリࣁーࢧル方略は、౛えࡤ、知識を྾収するとき

に୸ᬯ記したり、⧞り㏉しぬえたりといったẚ㍑的

ὸいฎ理による方略です。小学校時代はそういう方

略でఱとかなりますが、中学になると学習す࡭き㔞

もቑえて内容も㞴しくなっていくので、立ちࡺかな

くなります。したがって、ྑ ഃにある「⢭⦓໬方略」

「体ไ໬方略」がᚲせになってきます。大まかにゝ

うと、意࿡理解を㔜視する方略です。問㢟解Ỵの場

面でも、ۑ�を☜認するだけの段階から、�だった

ときに失敗のཎᅉについて分ᯒする教訓ᖐ⣡方略を

行うᚲせがあります。 

 こうした方略を指ᑟするᚲせがあることは、はࢹ

ータからも明らかにされています（ᅗ 5）。 

 
ッセが᫖年、学習観に関する調査を実施したࢿ࣋ 

ところ、「意࿡理解ᚿྥ」については，学力上఩ᒙと

下఩ᒙに 10 ポイント以上の開きがありました。ま

た、問㢟解Ỵ場面での学習方略について行われた調

査では、教訓ᖐ⣡をしている生ᚐは全体の 3 ๭ᮍ‶

でした。こうした⤖果から意࿡理解の方略や教訓ᖐ

⣡といった深いฎ理をకう方略について、生ᚐたち

はあまり指ᑟをཷけたことがないのではないかと⪃

えられます。 

 

学習ἲㅮᗙの開発とᐇ㊶ 

 そこで、⢭⦓໬方略と教訓ᖐ⣡方略の⋓得をめࡊ

した学習ἲ講ᗙを開発し、中学校のඛ生と共同して

実践研究に取り組みました。（ᅗ 6）。 

 
 教訓ᖐ⣡方略と⢭⦓໬方略の୧方を 5 クラスにᑐ

して 1 年間、授業の内外で指ᑟしていくプログラム

です。教訓ᖐ⣡はこれまでにこのシンポジウムでも

紹介していますので、今日は記᠈の⢭⦓໬方略講ᗙ

について詳しく紹介します。 

 ⢭⦓໬とは「ᑐ㇟となる情報にᑐしてఱらかの情

報が௜けຍえられ、そのことによって認知機⬟が促

進されること」です（ᅗ 7）。 

 
 ⡆༢にゝうと、ㄒ࿅合わせ、イメージ、᰿ᣐや理

⏤など、いろいろな情報を௜けることによって記᠈

が促進されるということです。ึᮇの研究では、た

とえࡤ 794 年という↓意࿡な数Ꮠのิにᑐして「Ἵ

ᅗ� 

ᅗ� 

ᅗ� 

ᅗ� 
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くよウグイスᖹᏳ京」のように意࿡を௜与する情報

をຍえると記᠈成績がྥ上するといったことが検証

されています。だんだん研究が進み、1980 年代に▷

文の理解における⢭⦓໬の研究が多く行われ、౛え

୙㐺ษな意࿡を௜けるのではなく、意࿡のある、ࡤ

情報を௜ける方がいいという実㦂⤖果が♧されてい

ます。また、こちらが提♧するものと自己生成した

もの、ゝㄒとイメージはどちらが記᠈成績に影響を

与えるかなどが明らかにされました。 

その一方で、子どもたちは、なかなかそうした意

࿡理解方略を取りධれていないということで、今ᅇ

の学習ἲ講ᗙで指ᑟすることとしました（ᅗ 8㹼9）。

ඛ࡯ど紹介した学習方略講ᗙのࢨࢹインは基本ࢨࢹ

インで、記᠈方略の場合にはそれにᑐᛂした実㦂や

理論を‽ഛし、また教訓ᖐ⣡方略の場合には教訓ᖐ

⣡にᑐᛂした実㦂や理論ということで、それぞれの

学習方略にᑐᛂさせて実施します。 

 

 
 記᠈の⢭⦓໬方略講ᗙでは、ࣈランス࢛ࣇードの

実㦂を援用してࣔࢹ実㦂を実施しました。そして、

⢭⦓໬方略に関する理論のㄝ明を行っています。方

略の練習については、♫会科を今ᅇ取り上げて、日

ᖖの授業や学習でも౑えることを☜認しています。 

ラࣈ、実㦂について詳しくㄝ明します。まずࣔࢹ 

ンス࢛ࣇードの実㦂で提♧される▷文を、カードに

提♧して生ᚐたちにぬえてもらいます。最ึはあま

りできなくて、全問ṇ解の子はクラスに 2㹼3 ே、多

くの子が 1㹼2 問間㐪えます。そこで，「これから全

員がパーࣇェクトにぬえるࢶࢥを紹介する」とヰし、

⢭⦓໬方略についてㄝ明していきます。౛えࡤ、「太

った⏨は㘄を㈙った」という文を⢭⦓໬する場合に

ついて⪃えてみたいと思います。⢭⦓໬は「意࿡の

ある情報を௜けຍえる」ということですので生ᚐた

ちに「どうして㘄を㈙ったと思う㸽」と理⏤を⪺い

てみます。すると、たとえࡤ「太った⏨は෭ⶶᗜに

㘽をかけるために㘄を㈙った」といった意見が出て

きます。さらにその理⏤を⪺くと、⏨子は「㣗࡭≀

を取られたくないから」と⟅え、女子は「ダイエッ

トのため」と⟅えます。また、「╀い⏨が、Ỉᕪしを

持っている」理⏤をみんなで⪃えると、「ࢥーࣄーを

いれるため」という意見が出てきます。このように

して，クラス全員でぬえる࡭き▷文にᑐして理⏤を

௜ける⢭⦓໬స業を行いました。 

 その後、その▷文の஦㡯をどれだけぬえているか

テストすると、࡯ぼ全員が全問ṇ解になりました。

生ᚐたちは、⢭⦓໬の効果に，かなり㦫くようです。

その後、情報がቑえた方がかえって記᠈がᐃ╔する

ことや、ぬえ方の深さと記᠈の成績ということで、

⢭⦓໬するとᐃ╔する、㛗持ちする記᠈になるとい

うヰをしました。 

 ḟに、⢭⦓໬方略を実際の学習場面で౑えるよう

になるために♫会科の学習内容で練習を行いました。

1 年生の時のᆅ理の学習内容ですが、2 年生の生ᚐた

ちにぬえているかと⪺くと、࡯とんどがᛀれている

と⟅えます。学習内容としては、バンࢥクのఏ⤫的

なఫᒃ、࢔ンࢹスのఏ⤫的なఫᒃ、シ࣋リ࢔のఏ⤫

的なఫᒃなど、సられている⣲ᮦとᆅᇦを⤖び௜け

て理解していることが大஦ですが、それがなかなか

できていません。これについても一⥴に、౛えࡤ、

バンࢥクのఏ⤫的なఫᒃは高ᗋᘧですが、それは 

ᬮでὥỈが多いからという理⏤を௜けます。これも
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同じように஦後テストをして、஦前テストとのẚ㍑

をし、自分が⢭⦓໬することによってどれだけ記᠈

をྥ上できたかを☜認しました。 

 

ㅮᗙཷㅮのຠᯝ 

 では、どのような効果が得られたのかをお♧しし

ます。ඛ࡯どおヰしさせていただきましたように、

5 クラスで二つの方略講ᗙを 5 月と⩣年 2 月に実施

しました。ඛに教訓ᖐ⣡をཷ講するクラスが 3 クラ

ス、ඛに記᠈⢭⦓໬方略をཷ講するクラスが 2 クラ

スです。⩣年 2 月には、もう∦方の方略について学

習ἲ講ᗙを実施しました（ᅗ 10）。 

 
  

 ᅗ 11 が効果を る指ᶆの ᐃኚ数です。 

 
 一つは方略を自発的にどれࡄらい利用できるよう

になったかです。与えた課㢟にᑐして、どのような

方略を౑用して学習するか、生ᚐの書き㎸みを分ᯒ

しました。もう一つは、᭷効ᛶの認知や利用のື機

࡙け、方略に関する理論の理解について、質問⣬で

 ᐃしています。 

 まず方略の利用行ືですが、 ᐃ課㢟は中国のᆅ

ᇦとఫᒃについて書かれた文です。これを読み学習

するつまりぬえる場面で、⢭⦓໬方略が౑われるか

どうかを、生ᚐたちの記㏙をもとに分ᯒします。中

国༡㒊は高 多‵なので高ᗋᘧఫᒃ、㯤ᅵ高ཎはᅵ

が多いのでࣖ࢜トンのᶓ✰ᘧఫᒃという文をᕥഃに

出し、それをぬえるよう指♧しました。ぬえる際に

は、✵ⓑのスペースを活用するようにఏえました。

そのスペースに生ᚐが自⏤に書いた記㏙を分ᯒして

いきました。 

 実際に、生ᚐたちが書いた記㏙を見ながら方略利

用についてみていきましࡻう。ᅗ 12 は情報関連࡙け

タイプです。この生ᚐは、文に含まれていた情報を

ᢤき出し、▮༳で⤖びつつ、理⏤࡙けしています。 

 
 ḟは、もっとも⢭⦓໬されたタイプといえます（ᅗ

13）。この生ᚐは、中国の⡆༢な略ᅗをᥥき、そのᆅ

ᅗにᑐᛂして౛えࡤ東໭のఫᒃの≉ᚩを書いていま

す（ᅗ 13）。 

 
 このような「４㸬㏣ຍ情報の௜ຍ」というカテࢦ

リや「３㸬情報関連࡙け」などのカテࢦリを設けて、

生ᚐの記㏙を分㢮していきます（ᅗ 14）。 
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 今ᅇの研究では、課㢟文の中で大஦なものに୸を

௜ける、線をᘬくという情報ᢳ出をしている生ᚐを

「2㸬情報ᢳ出」、文をࡦたすら୸ごと書いている生

ᚐは「1㸬཯᚟リࣁーࢧル」に分㢮し、3 ␒と 4 ␒の

⢭⦓໬方略をどれだけ౑えるようになったかを中心

に分ᯒしていきました。 

 分ᯒ⤖果を୕つ紹介します。一つ目は、記᠈講ᗙ

をཷけた群とཷけなかった群のẚ㍑です。᭷意ᕪが

見られたということで、ཷ講の効果が♧၀されまし

た（ᅗ 15）。ただし、஦前の➼質ᛶをಖ証するࢹータ

が取れていないので、今後、よりཝᐦな検ウがᚲせ

です。 

 
 2 月にཷけた生ᚐたちは、஦前のࢹータが取れて

いるので、講ᗙをཷける前とཷけた後のࢹータを分

ᯒしました。その⤖果、ཷ講の効果が♧၀されまし

た。ただし、よりཝᐦに効果を♧すためには、⤫ไ

群を設ᐃするᚲせがあります（ᅗ 16）。 

 
 学習ἲ講ᗙで学んだ方略の利用が、どれࡄらい⥔

持されているかを分ᯒしてみました。方略を利用し

た生ᚐの๭合は࡯とんどῶらなかったため、方略の

利用が⥔持されたことが分かります（ᅗ 17）。 

 
 学校での実践研究ということで、実㦂ࢨࢹインと

してはཝᐦな設ᐃで実施できたわけではありません

が、学習ἲ講ᗙの効果について、一ᐃ程度☜認され

たと⪃えます。 

 

方略利用ࣔࣝࢹ໬のヨみ 

᭷効ᛶの認知を質問⣬で ᐃしたところ、ཷ講者の

95㸣を㉸える生ᚐが「⢭⦓໬方略は効果がある」と

ᅇ⟅しています（ᅗ 18）。 

 
 それから、௙組みの理解について、質問⣬に今日
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新たに分かったことを書いてもらい、その記㏙を分

ᯒしました。༙数の生ᚐが「理⏤・᰿ᣐを理解する

㔜せᛶが分かりました」「今まで୸ᬯ記ࡤかりしてい

たけれど、これから関連࡙けていきたい」という記

㏙をしていました。また、9 ๭を㉸える生ᚐが「取り

ධれたいと思う」とᅇ⟅しています。 

 以上の⤖果をཷけて、方略利用のࣔࢹル໬を⪃え

たいと思います（ᅗ 19）。 

 
 学習ἲ講ᗙを実践すると、実践した┤後は「すご

い」「分かりやすい」「やりたい」と思ってくれます

が、その後調査に行くと、࡯とんど౑われていない

≧ἣが⧞り㏉されています。今ᅇ、私が行った実践

は、そこにఱが㊊りなかったかを⪃えながらసりま

した。ポイントは、方略が᭷効な理⏤をきちんとㄝ

明することです。「すごい」と「なる࡯ど」の୧方が

組み合わさったとき、すなわち「方略の᭷効ᛶ」を

実感して「᭷効ᛶのしくみ」について理解したとき

に、「実際に౑ってみよう」というື機࡙けにつなが

るというプロセスが᝿ᐃされます。方略の「⋓得」

や「ᐃ╔」には、このような方略にᑐする認知や理

解がᚲせと⪃えます。 

 

௒ᚋの研究の展ᮃ 

 今後の研究の展望についておヰします（ᅗ 20）。 

 
 方略の利用については、多くの研究者がどのよう

なせᅉがᚲせかを検ウしています。౛えࡤ、方略に

関するスキル、知識、どんなときに౑われるかとい

った᮲件知識も関連してきます。それらをඛ࡯どの

ルに組み㎸み、どのような᮲件が整ったときにࢹࣔ

方略を౑えるようになるのか、どこの段階でつまず

いて౑えていないかを⪃えていけれࡤと思っていま

す。 

 ⢭⦓໬方略に関して୙㊊している点は、日ᖖの学

習の㌿⛣に関する検ウです。学習ἲ講ᗙでは、⢭⦓

໬しやすい㢟ᮦを㑅んで行っているഃ面があります。

それを㉸えて、子どもたちが日ᖖの学習場面で౑っ

ていくためには、どのようなことがᚲせかを⪃える

ことが㔜せです。 

 今ᅇおヰしした内容は、全国の中学校に㓄௜され

る࣋ࢿッセの雑誌ࠗ VIEW の࠘最新ྕで紹介していま

す。ごཧ↷いただけれࡤᖾいです。 
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発表 �「教ဨ㣴ᡂㄢ⛬における࢚ࢭࢵンシ࣭ࣕࣝࢡ

ຠᯝࡓ࠸ン⏕ᡂカ⦎̿㉁ၥಙᛕᑻᗘを用ࣙࢳࢫ࢚

の᳨ド̿」 

小ᒣ ⩏ᚨ（༓ⴥ኱学） 

 

 私は千葉大学の教育学㒊で教員の養成をしており，

ᑗ᮶，小中高校のඛ生になる学生を教えています㸬

ᚑって，今日のトࣆックもᑗ᮶教ቭに立ったときに

効果的な質問ができる教師を養成することが目的で

す㸬 

ただ，ここでいう質問研究は，学習者ഃの質問で

はなく，教師ഃの質問です㸬ඛ行研究によると，教

員の発問の 84㸬5㸣は質のపい問いに分㢮され（ᅗ

1），名称のᐃ義を問うような質問が࡯とんどである

といわれています㸬 

 
 教員になる学生の「発問スキル」を育てる目的で

行われた研究の数は，㠀ᖖにᑡないです㸬また，「ど

のような信念を持つ学習者に訓練が᭷効か」，「訓練

後に学習者の信念がどのようにኚ໬したか」を検ウ

した研究も，それ࡯ど多くありません㸬そこで今ᅇ

は教員になる学生に発問スキルを教え，その⤖果，

信念がどうኚ໬したかを検ウしました㸬 

 本発表は，研究 1 と研究２の２つの研究によって

ᵓ成されています㸬研究 1 では質問信念尺度をస成

し，研究 2 では質問信念尺度を用いた訓練効果の検

証を行いました㸬 

 

 ンࣙࢳࢫ࢚ࢡンシ࣭ࣕࣝࢭࢵ࢚

 エッセンシャル・クエスチョン（EQ）は，「思⪃

を่⃭し，さらなる␲問を⏘み，㆟論をᘬき㉳こし，

その科目の内外で⧞り㏉し問われる問い」とᐃ義࡙

けられています（ᅗ 2）㸬 

 
 ここにỤᡞᖥᗓ（日本史）とローマᖇ国（ୡ⏺史）

の౛を出しましたが，ⓙさんがཷけてきた授業では，

Ụᡞᖥᗓの౛では，成立した年，ㄡがつくったのか

などの問い᥃けがなされていたと思いますし，ロー

マᖇ国の౛でも同ᵝの質問がなされてきたと思いま

す㸬 

 では，エッセンシャル・クエスチョンの質問と，

これまでの質問はどう㐪うのでしࡻう㸬⡆₩にいう

と，「学習しているトࣆックの背景にある大きなᴫ念

を問う」のがエッセンシャル・クエスチョンです㸬

౛えࡤ，「その時代に支㓄的であった体ไはどのよう

なプロセスを⤒て⾶㏥するか」という問い᥃けであ

れࡤ，Ụᡞᖥᗓであろうがローマᖇ国であろうが問

うことができます㸬つまり，エッセンシャル・クエ

スチョンとは，ᢅう㢟ᮦの背景にある本質的な㒊分
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を✺いている質問になります㸬こういう問い᥃けが

できるようになれࡤ，ඛ生がඣ❺・生ᚐにᑐして深

い思⪃を促す発問ができるようになると⪃えていま

す㸬 

 今の౛は二つともṔ史でしたが，♫会科と理科と

いう␗なる教科におけるエッセンシャル・クエスチ

ョンもྍ⬟です（ᅗ 3）㸬 

 
 ᕥが♫会科の౛で，୕ᶒ分立をᢅっている༢ඖで

す㸬この༢ඖでඛ生がする඾ᆺ的な発問は，「୕ᶒ分

立の୕つの機関の名前を⟅えなさい」です㸬一方，

ྑഃが理科の౛で，᪻⹸の㌟体の༢ඖになり，౛え

⹸の㌟体のつくりにはどのような✀㢮がある᪻」，ࡤ

か」という問い᥃けが⪃えられます㸬二つの教科は

♫会科と理科と全く␗なる教科ですが，その背景に

ある本質は同じです㸬そこを教師は問い᥃けて࡯し

いというのが൅の≺っているところです㸬 

 ౛えࡤ，教科を㉸えたエッセンシャル・クエスチ

ョンとしては，どういう問い᥃けが⪃えられるでし

ࠗ」，うか㸬一つはࡻ ᵓ㐀࠘とࠗ機⬟࠘はどのように

関連しているか」という問い᥃けがあると思います㸬

♫会科の୕ᶒ分立は，୕ つ機関があるというᵓ㐀が，

お஫いを≌ไし合うことでパワーバランスが取ると

いう機⬟と関ಀしています㸬 

一方，理科では カࣈトムシは◳い⭡を持っている

からᩛからᨷᧁされても㌾らかい内⮚をᏲることが

でき，チョウは⩚があるので㣕んで㏨げていくこと

ができるという，㌟体の「ᵓ㐀」が，生きṧるとい

う「機⬟」に関連しています㸬そのため，♫会科と

理科で教科は㐪いますが，その背後にある本質は同

じです㸬こういった質問ができる学生を育てるのが，

今ᅇの訓練の≺いです㸬 

 エッセンシャル・クエスチョンを⋓得するᚲせᛶ

は，大きく分けて୕つあります（ᅗ 4）㸬 

 
 一つは，教員になる学生の「発問の質ྥ上」です㸬

二つ目は，教員になる学生の「᥈究的な学習」の促

進です㸬自分で問いがసれると，そのことに関して

調࡭たいẼ持ちが‪き出てくるので，そのḟの᥈究

的な学習につながると⪃えます㸬 

୕つ目は，ඣ❺・生ᚐの「質問のࣔࢹル」となる

教員の育成です㸬今までエッセンシャル・クエスチ

ョンは，教育現場ではあまり取り上げられていませ

ん㸬ᚑって，ඣ❺・生ᚐがこうした発問するඛ生に

出会っているྍ⬟ᛶはそんなに高くありません㸬つ

まり，ඣ❺・生ᚐも本質を✺いた質問のࣔࢹルに出

会っていないのです㸬しかし，エッセンシャル・ク

エスチョンを発することのできるඛ生がቑえれࡤ，

ඛ生の発問をࣔࢹルにすることで，生ᚐが自分で質

の高い問いをసることができます㸬そして，ඣ❺・

生ᚐの質問力が上がるྍ⬟ᛶがあります㸬 

 本研究では，研究 1 で「質問信念尺度」をస成し

ます㸬質問の信念を る尺度自体がసられていない

ので，ࢶール࡙くりからጞめました㸬それから，研

究２でエッセンシャル・クエスチョン生成訓練の効

果の検証を行いました㸬 
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研究�㸸㉁ၥಙᛕᑻᗘのసᡂ 

 予ഛ調査として，質問に関する㡯目の収集を行い

ました（ᅗ 5）㸬 

 
 大学生 115 名に「質問や␲問に関して，あなたの

⪃えを自⏤に記㏙してください」と指♧し，用⣬に

書き出してもらいました㸬それをまとめた⤖果，18

の㡯目がᢳ出されました㸬それを基に本調査として，

予ഛ調査で得られた 18 㡯目にᑐして，大学生 246 名

に「とてもそう思う」から「全くそう思わない」で

ᅇ⟅してもらい，ᅉ子分ᯒしました㸬 

 その⤖果，18 全ての㡯目が஬つのᅉ子にまとまり

ました（ᅗ 6）㸬 

 
 ➨Ϩᅉ子（質問⫯ᐃ）は，「問いを立てていろいろ

なことを調࡭るのがዲきである」，「問いを見つける

のはᴦしい」，「分かったときにすっきりするので，

問いを立てるのはዲきだ」，という㡯目によって成り

立っています 

 ➨ϩᅉ子（質問ᅇ㑊）は，「⤖ᒁ，⟅えが出ないこ

とが多いので，問いを立てることはしない」，「⪃え

すࡂてしまうから，問いは立てない」，「⪃えるのが

ዲきではないので，あまり問いを立てない」，といっ

た㡯目でᵓ成されています㸬 

 ➨Ϫᅉ子（␲問解Ỵ）は，「自分の␲問が解Ỵする

とうれしい」，「自分が知らないことを知るのはẼ持

ちがいい」，「自分でẼ௜いた␲問を解Ỵするのはᴦ

しい」，という㡯目で成り立っています㸬 

 ➨ϫᅉ子（理解深໬）は，「問いを立てることで理

解が深まると思う」，㏫㌿㡯目として「問いを立てて

も自分の⪃えが深まるとは思わない」で成り立って

います㸬 

 ➨Ϭᅉ子（質問ᅔ㞴）は，「問いの立て方がよく分

からない」，「自分でもఱが分からないかが分からな

い」，「自分の␲問をゝ葉で表すことにᅔ㞴を感じる」

という㡯目でできています㸬  

 

研究�（ศᯒ�）㸸࢚ࢭࢵンシ࣭ࣕࣝࣙࢳࢫ࢚ࢡンの

 ຠᯝࢢニン࣮ࣞࢺ

 大学での授業の，前༙㒊分のཷ講生を通ᖖクラス

群，後༙㒊分のཷ講生をエッセンシャル・クエスチ

ョン群としてẚ㍑を行いました 

（ᅗ 7）㸬 

 
 今ᅇはࣔࢹルを提♧することでトࣞーニングを行

いました㸬学生にΏす⣬のᕥഃに，エッセンシャル・

クエスチョンのࣔࢹル౛を♧しました㸬౛え260」，ࡤ

年間⥆いたỤᡞᖥᗓは，ペリーの᮶航をきっかけに

どのようにしてಽれたのか」というのが༢ඖにおけ
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るඛ生の発問である場合，その背景のᴫ念としてఱ

があるかを⪃え，そのことについてᑜࡡる問いを学

生に書いてもらう訓練をしました㸬つまり，「ࣔࢹル

をཧ⪃にしつつ，エッセンシャル・クエスチョンを

⪃える」というのがトࣞーニングの内容です㸬これ

を 1 ᅇの授業で 3 問ずつ，4 ᅇ行いましたので，学

生は計 12 問に取り組みました㸬  

 その効果を見るために஦前・஦後テストを行いま

した（ᅗ 8）㸬 

 
 一つはඛ࡯どㄝ明した「質問信念尺度」をトࣞー

ニングを行う前に 1 ᅇ，そして，トࣞーニングを 12

問行った後にもう 1 ᅇ行いました㸬もう一つは「質

問生成課㢟」です㸬このクラスは全員がᑗ᮶，小学

校のඛ生になるということで，小学校のඛ生として

現場に立ったときにエッセンシャル・クエスチョン

をసって࡯しいという≺いがあるので，小学校の教

科書を見開き 2 ページ༳ๅし，その༢ඖを教える際

に，ඣ❺の思⪃を深める質問をできるだけ多く書き

出すように指♧しました㸬その生成されたエッセン

シャル・クエスチョンの数を 2 名でカウントしまし

た㸬質問はたくさん出てきますが，エッセンシャル・

クエスチョンとᬑ通の質問に分㢮しました㸬 

 ྑの෗┿の上༙分が大名行ิの⤮です㸬大名行ิ

の༢ඖを教えるときに，「あなたはどういう発問を⪃

えますか」というのがこの場合の問い᥃けになりま

す㸬一⯡的な問いとしては，「ཧ໅஺代のメリットと

大名の㓄，ࡐメリットはఱだろうか」，「ᖥᗓはなࢹ

⨨をᕤኵしたのか」，「ཧ໅஺代やỤᡞでの生活のた

めに多くの出費があったㅖ⸬はどのように㈈ᨻをや

りくりしたか」➼がありました（ᅗ 9）㸬発問として

は一⯡的な授業に出てくるようなもので，そんなに

ᝏくないと思います㸬エッセンシャル・クエスチョ

ンとしては，「ᶒ力者が，その力を⥔持するためには

どのような方ἲがあるか」，「Ṕ史上の支㓄者たちは

どのように௚のໃ力をᢚえていたか」，「国を支㓄す

るには，どのようなシステムがᚲせか」というもの

がありました㸬 

 
 これを分ᯒした⤖果，ὀ目して࡯しいところだけ

㉥い༳を௜けました（ᅗ 10）㸬 

 
 質問をసる訓練を行った群が「EQ クラス」，行っ

ていないのが「通ᖖクラス」ですが，୧クラスでᑡ

しᕪがありました㸬一つは「質問⫯ᐃ」で，質問を

ポジテࣈ࢕にᤊえるという信念です㸬通ᖖクラスで

はᑐ㇟2㸬81から 2㸬78 とኚ໬はありません㸬EQ ク

ラスは 2㸬72 から 2㸬82 にኚ໬しています㸬これは

⤫計的にも᭷意でした㸬あとは，質問をసること自
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体を㑊けてしまうഴྥの「質問ᅇ㑊」ですが，通ᖖ

クラスは 1㸬89 から 2㸬06 にᑡし上がり，EQ クラス

は 1㸬90 から 1㸬92 でኚわりませんでした㸬「理解深

໬」はなࡐかኚ໬が出ませんでしたが，その下の「質

問ᅔ㞴」は，通ᖖクラスは 2㸬66 から 2㸬69 にやや

上がり，EQ クラスは 2㸬62 から 2㸬49 に下がりまし

た㸬 

この表をまとめると，EQ クラスでは，信念に関

しては「⫯ᐃ」のス࢔ࢥが訓練後に高くなり，質問

をポジテࣈ࢕にᤊえるようになります㸬通ᖖクラス

は「ᅇ㑊」ス࢔ࢥが高くなり，質問の生成自体を㑊

けるようになります㸬EQ クラスは「ᅔ㞴」ス࢔ࢥが

下がり，質問生成時に㞴しさを感じにくくなったと

いえます㸬 

 

研究�（ศᯒ�）㸸E4⩌のみᑐ㇟ 

 EQ のトࣞーニングをཷけたグループの中で，ト

ࣞーニングの後で EQ ができるようになったேと

EQ を生成できなかったேがいます㸬その二つのグ

ループの信念はどう␗なるのかを分ᯒしたのがᅗ

11 です㸬 

 
がڧ  EQ 㠀生成群，ەが EQ 生成群の 42 名です㸬

ᚑって，99 ே中，༙分のேがトࣞーニングで EQ を

సれるようになりましたが，57 名のேはトࣞーニン

グをཷけたけれど，஦後テストで一つも EQ をసれ

ませんでした㸬 

 質問を⫯ᐃする信念に関しては，EQ の㠀生成群

と生成群は࡯ぼ同じです㸬ኚわったのは「質問ᅔ㞴」

度です㸬EQ 㠀生成群の「質問ᅔ㞴」は࡯ぼᶓࡤいで

す㸬一方，EQ をసったேは，஦前と஦後で信念がኚ

わりました㸬 EQ 㠀生成群と生成群ともに「質問⫯

ᐃ」は訓練後に高くなりましたが，訓練後に「質問

ᅔ㞴」がపくなったのは，EQ を生成できたேだけ

です㸬 

 

 と௒ᚋのㄢ㢟ࡵとࡲ

 まとめますと，EQ は，「ࣔࢹル提♧ᆺトࣞーニン

グ」で⋓得ྍ⬟だといえます（ᅗ 12）㸬 

 
 また，訓練後に学習者が「問いを見つけるのがᴦ

しい（質問⫯ᐃ）」と思っても，それが EQ の生成ス

キル⋓得に┤᥋つながるわけではありません㸬ᚑっ

て，学習者への方略教♧の際に，「信念」と「スキル

の⋓得」を分けて⪃えるᚲせがあります㸬౛えࡤ，

信念はኚ໬したが，方略を౑用するのにᚲせなスキ

ル⋓得には失敗しているため，その方略をまだ౑え

ていないேもいる㸬もしくは，そもそも信念がኚ໬

していないから，その方略を౑うようにならないと

いう場合も⪃えられると思います㸬この㎶は植阪さ

んの発表とも関ಀしてくるかもしれません㸬 

 また，「信念のኚ໬とスキルの教♧」の二つがᚲせ

な方略と，「信念のኚ໬」のみで教♧ྍ⬟な質問方略

があると，ఱとなくぼんやりと思っています㸬EQ に

関しては，信念をኚえる介ධを体㦂課㢟で行った上

で，ࣔࢹル提♧ᆺトࣞーニングを行うと EQ のసり

方を⋓得できると思います㸬一方，「なࡐ質問」の場

合は，信念をኚえただけでసれるようになったとい

ᅗ��
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う感ぬがありました㸬質問にもいろいろ✀㢮がある

ので，信念をኚえた上でスキルの教育を行わなけれ

いけないし，信念をኚえただけで質問をするようࡤ

になるタイプの質問もあるかというのを⪃えて，ḟ

の検ウ課㢟にしようと思っているところです㸬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��シࣙンࢵࢭ学習者と教師の失敗活用 

発表�「学習者のࡎࡲࡘきをᤵᴗタィに活ࡍ࠿ 

̿ᤵᴗタィຊのヨみ̿」 

῝㇂ 㐩ྐ（⩌㤿኱学） 

᳜㜰 ཭⌮（ᮾி኱学） 

 

研究の⫼ᬒ 

 私の発表では≉に、予ᮇされる学習者の失敗をど

う㋃まえて授業を設計するかということに↔点を当

てています。༗前中のシンポジウムにもあったよう

に、教育目ᶆの一つとして、学習者の理解を促し、

学習方略を㌟に௜けさせることがᣲげられます。し

かし、多くの学習者は、内容を༑分理解していなか

ったり、୸ᬯ記をᚿྥした学習方略を取ってしまっ

ていたりして、課㢟が見られます（ᅗ 1）。 

 
 そうしたことを㋃まえると、実際の授業場面で、

教師が学習者のこれらのつまずきを予 して、それ

をඞ᭹するようなᡭだてを設ᐃすることがᚲせにな

ります。ල体的な学習者のつまずきとして、大きく
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二つᣲげられます（ᅗ 2）。 

 
 一つは知識面のつまずきです。内容が᩿∦的にし

かぬえられていないということももちろんあるので

すが、それ以外の問㢟点として、ㄗった知識を持っ

てしまっていることもᣲげられます。౛えࡤ、ྎᙧ

の面✚のබᘧが「（上ᗏ㸩下ᗏ）�高さ¹2」になる

ことは分かっていても、そもそも上ᗏがఱを指すの

か、ㄗ解してしまっているという学習者はᑡなくあ

りません。つまり、上ᗏというからには上の㎶のこ

とをいうのだろう、下ᗏは下の㎶のことだというㄗ

解が多く見られます。心理学ではㄗったᴫ念のこと

をㄗᴫ念と࿧び、多くの研究⵳✚があります。 

 学習者がこうしたㄗᴫ念を持ってしまう背景には、

方略面のつまずきもᏑ在します。というのも、この

༢ඖの教科書を見ると、「ᖹ行な二つの㎶を上ᗏ、下

ᗏという」と、はっきりとᐃ義が記されています。

このᐃ義をཧ↷すれࡤ、上の㎶にあるから上ᗏとい

うわけではないというࡩうに、そのㄗᴫ念をṇ☜な

知識にኚえることができるはずです。したがって、

ㄗᴫ念がそのままㄗった知識としてṧってしまうの

は、学習者において、ල体౛とᐃ義を関連࡙けて学

習するという学習方略が༑分取られていないためだ

とも⪃えられます。 

 こうした二つのつまずきを⪃៖すると、この༢ඖ

を授業設計する際にも、学習者がそうしたつまずき

を㉳こしてしまうだろうというつまずきを予 して

おくᚲせがあると思われます（ᅗ 3）。 

 
 こうしたつまずきの予 を市川ඛ生は「ᅔ㞴度査

ᐃ」と࿧んでいます。つまり授業設計をする際に、

子どもにとってこの内容のどこが㞴しいのか、どう

いうつまずきが㉳きてしまうのかをしっかりと予 

し、ඛ生が授業設計するᚲせがあるということです。 

 さらに、つまずきを予 した上で、そのつまずき

をクリ࢔するためのᡭだてを講じることが㔜せです。

つまずきを㋃まえたㄝ明のᕤኵや課㢟のᕤኵ、活ື

のᕤኵなどがồめられます。ただ、今までの心理学

研究においては、こうしたつまずき予 やᡭだての

設ᐃを、学校現場のඛ生がどのࡄらい行っているの

かは、༑分に明らかにされてきませんでした。この

発表においては、そうした点を調査することを目的

としてᥖげています。 

 

ㄪᰝのᴫせ 

 私は群馬大学で実施している教員චチ᭦新講習の

一授業を担当しており、その授業にཧຍし調査協力

に同意していただいたඛ生 98 名が調査ᑐ㇟者とな

っています（ᅗ 4）。校✀がさまࡊまですので、ཧ⪃

情報として校✀ごとのே数を記しています。これを

見ると、「ᗂ⛶ᅬ➼」のே数がやたら多いと感じるか

もしれませんが、これはᗂ⛶ᅬのඛ生以外に、養ㆤ

のඛ生や≉ู支援学校のඛ生などさまࡊまな校✀が

含まれていますので、ே数がቑえています。 
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 講習の授業では୺に୕つの点についてᢅいました

（ᅗ 5）。一つ目は認知心理学の理論的なヰです。そ

の中で、୸ᬯ記と理解の㐪いをㄝ明しています。こ

れは༗前中のシンポジウムでも取り上げられていた

かと思います。あとは、同じ理解の≧ែでも、ࣞ࣋

ルの㐪いがあるということも合わせてㄝ明していま

す。つまり、理解には「ேから⪺いて理解できる」

というࣞ࣋ル、「自分でもㄝ明できる」というࣞ࣋ル、

もう一つ上には、「学んだことを௚のことにもᛂ用で

きる」というࣞ࣋ルがある、ということを心理学実

㦂のࣔࢹンストࣞーションも通して解ㄝしています。 

 
 二つ目に、理解の深まりを実現するための授業ᯟ

組みとして「教えて⪃えさせる授業」を紹介してい

ます。そのᴫせとして、授業が 4 段階からなること

をおヰしした後に、実際に࢜ࢹࣅを見てもらって、

「教えて⪃えさせる授業」がどういうものなのかを

理解していただきました。 

 ୕つ目として、さらにもう 1 本࢜ࢹࣅをご覧いた

だいて、その授業についてグループウ論していただ

くということを᭦新講習の中で実施しています。 

 「教えて⪃えさせる授業」のことをごᏑじでない

方もいらっしࡷると思われますので、解ㄝさせてい

ただきます（ᅗ 6）。 

 
 まず、大きく分けると教える段階と⪃えさせる段

階の二つに、さらにその中に、教師からのㄝ明、理

解☜認、理解深໬、自己評౯の 4 段階があります。

最ึに予習と書かれていますが、これは⤯ᑐ的なも

のではありません。᥎ዡされるという意࿡ですので、

ᣓᘼ書きになっています。ですので、一つ目の段階

は、教師からのㄝ明ということになります。その授

業の中で⋓得させたい内容を教師がㄝ明します。教

師からのㄝ明というと、教え㎸みのようなイメージ

を持たれるかもしれませんが、そうではなくて、教

ᮦをᕤኵしたりするなど、意࿡理解を大஦にして教

えることが一つの方㔪になっています。また、一方

的なㄝ明にならないように、ᑐヰ的にㄝ明すること

も㔜せです。 

 ḟに、⪃えさせる段階に進みます（ᅗ 7）。二つ目

の段階は理解☜認です。教師からのㄝ明をཷけて生

ᚐは一ᛂ「分かった」と思うわけですが、本当に理

解できたかを☜かめるためには、自分自㌟でもㄝ明

できるかを試すᚲせがあります。そこで理解☜認で

は、౛えࡤペ࢔で生ᚐ同ኈが学んだ内容をㄝ明する

ことで、本当に分かったかどうかを☜認するという

活ືが行われます。 
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 学んで࡯しい内容について基本的なことはしっか

りと理解した上で、さらに深めたりᛂ用したりする

のが୕つ目の理解深໬の段階です。ඛ生の⤒㦂上、

生ᚐのㄗ解が多い問㢟を用いたり、より一⯡的なἲ

๎にᣑᙇするためにᛂ用・発展的問㢟を設ᐃしたり

します。グループでのウ論など協同学習もධれて、

理解深໬をᅗっていきます。 

 ᅄつ目の段階が自己評౯です。授業を通して自分

は一体ఱを学んだのかなどをあらためてゝㄒ໬し、

理解≧ែを表現させます。 

 このように、「教えて⪃えさせる授業」の設計理念

を見ると、生ᚐがどういうところにつまずきそうか

を⪃えることが㝶所に取りධれられているとお分か

りいただけるかと思います。᭦新講習の中でも、生

ᚐのつまずきを⪃៖して設計するのが、教えて⪃え

させる授業の理念でもあることをᙉ調しています。 

 さらに講習では、最後に「教えて⪃えさせる授業」

にἢって指ᑟ案をసってもらいました（ᅗ 8）。 

 

 ྎᙧの面✚のබᘧを㢟ᮦとしており、ある教科書

会♫のヱ当ページを㓄ᕸし、指ᑟの略案をస成して

いただきました。その後に、指ᑟ案をసる際にᕤኵ

した点はどこか、そのᕤኵを設けた理⏤はఱかとい

うことも合わせて自⏤に記㏙していただきました。

さらに、指ᑟ案స成時に、ඣ❺のつまずきを⪃៖し

たか、そのときに⪃えたつまずきとして今まで書い

ていないことがあれࡤ、㏣ຍで書いてもらっていま

す。この自⏤記㏙から、ཧຍ者のඛ生の見とりとし

てどのようなつまずきを予 したか、さらに見とり

にᑐするᡭだてとして、どのようなᕤኵを設けたか

を分ᯒしました。 

 分かりにくかったかもしれないので、どのような

ᙧで実施しているか、教科書の内容を見ながらあら

ためてὶれをㄝ明いたします。まず、ཧຍ者のඛ生

にやっていただいたことは、A41 ᯛで指ᑟ案を書く

ことです。教科書のࣆࢥーを見ながら、指ᑟ案を書

いてもらいます。その後に、指ᑟ案をసる際にどう

いう点をᕤኵしたか、そのᕤኵを設けた理⏤はఱか

ということを自⏤記㏙で書いてもらいます。ḟに、

指ᑟ案をసったりᕤኵを⪃えたりする中で、子ども

がఱにつまずきそうかを⪃えたかྰかを、「⪃えなか

った」「⪃えた」のいずれかに୸をつけてもらうこと

で┤᥋たずࡡています。最後に、子どものつまずき

について今まで書いていないことがもしあれࡤ㏣ຍ

で書いていただきました。この自⏤記㏙の内容を私

が分㢮、カウントして、⤖果として♧しています。 

 

⤖ᯝ 

 まず、ඛ生方がどのような指ᑟ案をస成したかを

⡆༢に紹介します（ᅗ 9）。教師からのㄝ明では、ඛ

生から解ἲと用ㄒをㄝ明し、最後にྎᙧの面✚のබ

ᘧをᑟ出するというὶれが多かったです。その後、

理解☜認として、ඣ❺自㌟が同じように解ἲをㄝ明

できるかをペ࢔でやらせてみる。理解深໬としては、

教科書に㍕っている練習問㢟を課㢟とするというパ

ターンが多かったです。最後に自己評౯をồめると

いうのが、඾ᆺ的な指ᑟ案のὶれになります。 
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 教科書にᚑって、ල体的な内容を☜認したいと思

います。資料の最後に教科書のࣆࢥーを㍕せている

ので、こちらもཧ⪃にしながら⪺いてくだされࡤᖾ

いです。こちらはおᖐりの際にᅇ収࣎ックスにධれ

てください。 

 ྎᙧの面✚をồめる基本的な解ἲは、一つのྎᙧ

にᑐして、同じᙧのྎᙧをもう一つ持ってきて、ࡦ

っくり㏉してくっ௜けると、ᖹ行ᅄ㎶ᙧになるとい

うものです。この教科書では、この解ἲ自体は前時

にᢅった内容となっており、本時ではこの⪃えをබ

ᘧ໬するという点が習得目ᶆとなっています。 

ᖹ行ᅄ㎶ᙧにしてしまえ5、ࡤ 年生の子どもたち

にとっては᪤習஦㡯で、「ᗏ㎶�高さ」でồめられる

ことを知っています。ᅗᙧをよく見てみると、下ᗏ

㸩上ᗏがᗏ㎶となっており、高さを᥃けてやれࡤ面

✚が出る、ということになります。ただ、ᖹ行ᅄ㎶

ᙧとして計⟬した面✚はྎᙧ二つ分の面✚をồめて

いることになるので、¹2 をしてྎᙧ一つ分の面✚

をồめます。స成していただいた多くの指ᑟ案では、

この解ἲを教師から解ㄝするという記㏙が見られま

した。さらに、上ᗏと下ᗏというゝ葉は、ここでึ

めて出てくるので、この意࿡を解ㄝして、（上ᗏ㸩下

ᗏ）�高さ¹2 というබᘧをᑟ出する。ここまでが

教師からのㄝ明のὶれです。 

理解☜認では、同じㄝ明をඣ❺もできるか、ල体

≀などを与えて☜認させるという活ືが඾ᆺ的な記

㏙でした。ḟに理解深໬ですが、課㢟として用いら

れることが多かった練習問㢟をこちらに♧しており

ます（教科書のࣆࢥーとなるためᅗは๭ឡ）。1㹼2 ␒

は඾ᆺ的なྎᙧで、⡆༢にồめられますが、3 ␒は

ඣ❺がᘬっかかりそうな問㢟になっています。඾ᆺ

的なྎᙧを 90 度ᅇ㌿させたᙧになっていることに

ຍえ、ᩳ㎶の㒊分にも㛗さが与えられているので、

ついついこの㛗さを᥃けたくなってしまいます。 

それでは、ḟにメインとなるᐃ㔞的な分ᯒ⤖果に

ついておヰします。こうした指ᑟ案をస成する中で、

ཧຍ者のඛ生方がどういうことを指ᑟのᕤኵとして

取り上げたかを分ᯒしました。いろいろなカテࢦリ

ーが立てられていますが、私の発表資料の最後のペ

ージにこのカテࢦリーがそれぞれどういうことか詳

しく書いております。 

⡆༢にㄝ明すると、上఩୕つはཎ๎的なᡭだてと

もゝえる、一⯡的なᡭだてでした（ᅗ 10）。౛えࡤ

「教ල」というカテࢦリーは、「教師からのㄝ明」を

行う際に、ICT を౑ったり、ල体≀を提♧し目の前

でྎᙧを二つ୪࡭てᖹ行ᅄ㎶ᙧにしたりというᕤኵ

です。「学習ᮦ」はඛ生のㄝ明の㐨ලではなく、ඣ❺

に౑わせる㐨ලについての記㏙です。౛えࡤ、ඣ❺

にもྎᙧを二つ与えて、これを᧯సさせながらබᘧ

をᑟ出させるなどです。「協同」というのは、子ども

をグループにさせ、協同でヰしあわせるといったも

のです。 

 
 もちろんこれらのཎ๎的なᡭだては㔜せですが、

一方で、子どものつまずきに↔点໬したようなᕤኵ

はどの程度出てきたでしࡻうか。この「ㄗᴫ念ᑐฎ」

というカテࢦリーが、ㄗᴫ念にᑐするᡭだてです。
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数を見ていただけれࡤ分かるように、件数は多くあ

りませんでした。ᅗの⦪㍈が件数です。100 名㏆くඛ

生がいる中で、ㄗᴫ念ᑐฎについての記㏙は 13 件し

かありませんでした。 

 さらに、⤖果をご覧いただいて分かるように、学

習方略に関するᡭ立ては１件も出てきませんでした。

どうも教ᮦはあくまで教科内容を教えるためのもの

で、教ᮦを通じて学習方略を指ᑟするという発᝿は、

学校現場ではあまり一⯡的でないようです。 

 ḟに、こうしたᕤኵを設ᐃした理⏤や、ඣ❺のつ

まずきとしてᣲげた内容についての分ᯒです（ᅗ

11）。「බᘧ理解」と「表現活ື」という二つのカテ

リーがᕤኵ設ᐃの理⏤として多く記されていたもࢦ

のです。౛えࡤ、「බᘧ理解」は、ඛ࡯どごㄝ明した

ような教ලのᕤኵに関する理⏤をㄝ明したもので、

教ලによってඣ❺にබᘧを深く理解させられるとい

った内容です。௚方、「表現活ື」というのは、ペ࢔

でㄝ明してみることで、ඣ❺の୺体的な表現活ືを

ᘬき出せられるといったような記㏙です。 

 
 グラࣇのྑ二つが、どちらかというと、ඣ❺がど

こにつまずきそうかといった見とりの内容です（ᅗ

11）。「同ᐃ」は、上ᗏなどは子どもが同ᐃしにくい

だろうというもので、౛えࡤ、ඛ࡯どの練習問㢟 3

は上ᗏが分からなくなってつまずくのでは、といっ

た記㏙です。したがって、これがㄗᴫ念をᢕᥱでき

ていた記㏙ということになります。ただ件数として

はこちらもそんなに多くはなくて、小学校のඛ生の

中でも༙分以下のඛ生しかこういう記㏙はしません

でした。さらに、小学校以外のඛ生では、さらにそ

の記㏙数はᑡない、という⤖果になりました。 

 では、ඛ生方の自己認識はどうだったかというと、

「つまずきを⪃៖しましたか」という問いにᑐし、

全体としては大༙のඛ生が「つまずきを⪃៖した」

とᅇ⟅しています（ᅗ 12）。ただ、実際の内容を見る

と、ᚲずしも心理学の知見から予 されるつまずき

には合⮴しておらず、ὸいࣞ࣋ルの見とりに␃まっ

ていたことが♧されたように思われます。 

 
 分ᯒの最後に、指ᑟのᕤኵとして数はᑡないなが

ら「ㄗᴫ念ᑐฎ」も見られたという⤖果を紹介しま

したが、補㊊的に、どのようなᡭだてが書かれてい

たかを⡆༢に紹介します（ᅗ 13）。 

 
 大きく分けて୕つのᡭだてが記されていました。

一つは、上ᗏと下ᗏのᐃ義を明♧的に教授するとい

うこと。もう一つは、౛えࡤඣ❺同ኈに理解☜認を

させるときに、どこが上ᗏになっているかなどを☜

認させながらㄝ明活ືを行わせるという記㏙です。
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そして、୕つ目がࣄントを与える。これは理解☜認

や理解深໬をやっているときに、ඛ生方がᮘ間ᕠ視

をして、つまずいていそうなඣ❺にᑐしてಶูにࣄ

ントを与えていくという記㏙です。 

 一つ目は教えるᕤኵ、二つ目、୕つ目は⪃えさせ

るᕤኵといえます。ただし、これらのᕤኵはどうも

指ᑟとしては後ᡭ後ᡭにᅇっており、ㄗᴫ念をᡶᣔ

したり、学習方略を㌟に௜けさせる上で᭷効なᡭだ

てになっているかは㆟論のవᆅがṧされているよう

にも思えます。では、どういうᡭだてが᭷効だと⪃

えられるか。この点については⪃ᐹの中でゐれさせ

ていただきたいと思います。 

 

⪃ᐹ 

 ⤖果をまとめますと、授業設計においては教師の

つまずきの見とりとᡭだての設ᐃが୙ྍḞです。ඛ

生方の஦後報告としては、つまずきを⪃៖している

とᅇ⟅した方がかなり多かったのですが、その中㌟

として、ㄗᴫ念が㐺ษに見とれていたか、それにᑐ

して᭷効なᡭだてがᡴっていたかというと、その数

は㝈ᐃされてしまうということが⤖果として見いだ

されました（ᅗ 14）。 

 
 見とりやᡭだての設ᐃにおける⤖果のẚ⋡を見る

と、小学校のඛ生ですら高い್ではありませんでし

た。ですので、知識面、方略面での見とりとᡭだて

の設ᐃは、ᚲずしも༑分意識されていないとゝえる

かと思います。 

 それでは、ㄗᴫ念のᑐฎ、あるいは学習方略の習

得に↔点໬したᡭだてとしてどういうものが⪃えら

れるでしࡻうか。一つはㄗᴫ念をᡶᣔするためには、

教師からのㄝ明において、ㄗᴫ念自体を明♧的に取

り上げることが᭷効だと⪃えています（ᅗ 15）。「ㄗ

り明♧」と࿧んでおりますが、ㄗᴫ念はㄗりである

こと、それがなࡐㄗりであるのかを教師がはっきり

とㄝ明するということです。 

 
 ౛えࡤ、通ᖖのὶれでしたら、඾ᆺ的なྎᙧを♧

して「ྎᙧのこの㎶とこの㎶を上ᗏと下ᗏと࿧びま

す」とㄝ明するわけですが（ᅗ 15 のᕥ下のྎᙧ）、

これにຍえて、඾ᆺ的なྎᙧを 90 度ᅇ㌿させて（ᅗ

15 のྑ下のྎᙧ）、「こうしても、同じようにこの㒊

分とこの㒊分は上ᗏ、下ᗏとゝいます。ࠗ 上ᗏ と࠘ゝ

っても、ᚲずしも上にある㎶になるわけではないん

だよ。大ษポイント（ᐃ義）にも、ࠗ ᖹ行な二つの㎶

のうちの一方を上ᗏ、∦方を下ᗏという と࠘あるࡡ。

だから、上にある㎶を上ᗏというわけじࡷないんだ

よ」とㄝ明する。なࡐㄗりなのかまで含めてㄝ明す

ることで、「自分の⪃えがㄗ解だった」とඣ❺自㌟が

⣡得する一つのᡭだてになりうると⪃えています。 

 二つ目のᡭだてとして、学習方略をࢶࢥとして教

♧することも、方略を習得させる上では㔜せです（ᅗ

16）。౛えࡤ理解☜認として、学習方略としても活用

できるような、問㢟を解くࢶࢥを提♧する（ᅗ 16）。

そうすれࡤ、ඣ❺がㄝ明活ືの中で、「なࡐこの場合

（5㸩8）とするのか」と␲問を持ったときも、「さっ

きのࠗ大ษ࠘と書かれていたところにᡠれࡤ、この

場合、ᖹ行な㎶というのはྑの㎶とᕥの㎶になるよ

ᅗ��

ᅗ�� 

-  42  -



37 

だからこの場合、ྑの㎶とᕥの㎶が上ᗏ、下ᗏ。ࡡ

になるんだよ」とᐃ義をཧ↷しながらㄝ明できます。 

 
このように、ල体౛とᐃ義を関連させることでඣ

❺の⣡得感も促せると⪃えます。また、ุ᩿にᅔっ

たときはᐃ義にᡠれࡤよいということ自体、ྎᙧ以

外の௚の㡿ᇦや教科においても活用できる、㔜せな

学習方ἲです。授業中にこうしたࢶࢥを♧すことで、

方略の習得もᅗっていくことが㔜せではないかと⪃

えています。 

 最後に、深໬課㢟において༢に練習問㢟だけでは

なくて、さらにそのඛを目指すような課㢟を与える

ことも大஦な指㔪となります（ᅗ 17）。「教えて⪃え

させる授業」は、教科書に記されている内容は教師

からㄝ明してしまいますから、వ⿱ができた時間で

基本的な஦㡯のもう一Ṍඛまで目指せる、という点

がメリットになっているのです。 

 
 教科書に書かれていなくても、ඣ❺がつまずいて

しまいそうなことは多くあります。౛えྎࡤᙧの面

✚のබᘧの⠊ᅖでは、ྎᙧしか出てこないから、㞴

しいุ᩿などせずとも、とにかくྎᙧのබᘧを㐺用

すれࡤよいということになってしまいます。ただ、

とたびูの内容も合わせて問㢟を解く際には、そࡦ

もそもこのᅗᙧはどんなᅗᙧかをุ᩿するᚲせᛶが

出てきます。 

 そうすると、ྎᙧのᐃ義に立ちかえるといったุ

᩿も実は㔜せな学習஦㡯なのではないかと⪃えられ

ます。౛えࡤ、ྎᙧのように見えるけど、実はྎᙧ

でないものなども一⥴に出して（ᅗ 17 のᕥ下、中ኸ

下のᅗᙧ）、これはそもそもྎᙧかどうか、あるいは

ྎᙧであれࡤබᘧが౑えそうか、こうしたุ᩿も一

⥴にồめていく。こういったことも理解深໬課㢟と

してはあり得るのではないかと⪃えたりします。 

 あるいは、ᑡ々目ඛが␗なるのですが、面✚のよ

うな㡿ᇦでは」合ᅗᙧもよく出てきます。≉に、面

✚をồめる際のཎ๎的な方㔪として、分からないᅗ

ᙧでも、ᙧをኚえたり、補助線をᘬいたりすること

で、自分が知っているᅗᙧに持ち㎸めるということ

がごࡊいます。さらに、」合ᅗᙧも༢に解くだけで

なく、ここでもᐃ義を活用し、「ᖹ行な線に╔目し、

補助線をᘬくとྎᙧになる」というࣄントを与えて

⪃えさせると、より面ⓑくなるのではないかと思い

ます。౛えࡤ、このᅗᙧですと（ᅗ 17 ྑ下）、まず

ここ（上の㎶）とここ（下の㎶）がᖹ行だから、一

つྎᙧができそうだと分かります。௚にᖹ行なとこ

ろはないので、試しに補助線としてྑの㎶とᖹ行な

線をᘬいてみると、これでྎᙧが二つできます。 

これらの課㢟自体がよいかは㈶ྰがあると思うの

ですが、ここでおఏえしたいのは、教科書の基本஦

㡯としては書かれていないけれども、ඣ❺がつまず

きそうなところを予 して、それをᡶᣔするような

理解深໬課㢟を与えることの㔜せᛶです。この点は

「教えて⪃えさせる授業」というᯟ組みならではの

㔜せな㒊分だと⪃えています。 

 最後に、今後の研究の展望ですが、今ゝったよう

に、教師におけるつまずき予 や、それにᛂじたᡭ

だての設ᐃが、教師の授業設計力として大஦になっ
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てくると思われます（ᅗ 18）。今後はこうした教師

の指ᑟ力ᙧ成を高めるため、どのようなことがᚲせ

なのかを調࡭ていきたいと⪃えております。 

 
 私は教⫋大学㝔の所属ですので、そこで現⫋のඛ

生もཧຍされる࣑ࢮを担当しています。そうしたࢮ

࣑を通じて、こうした指ᑟ力をどのࡄらい育成でき

るか、あるいは研究グループの中で「教えて⪃えさ

せる授業」を᪤にᑟධしている小学校にධることも

あります。そうした学校現場において、こうしたつ

まずきを予 やᡭだての設ᐃの力をどれだけ育める

か、今後検ウしていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表�「教師ࡣᤵᴗの失敗をど࠺ᨵၿࡍる࠿」 

⠛ࣨ㇂ ᆂኴ（᪥ᮏ኱学） 

῝㇂ 㐩ྐ（⩌㤿኱学） 

ᕷᕝ ఙ୍�ᮾி኱学� 

 

 失敗活用に関する研究は、自己調整学習や教訓ᖐ

⣡の㡿ᇦなどでされています（ᅗ 1）。 

 
 ౛えࡤ、あるᐃᮇテストで失敗した、問㢟が解け

なかった⤒㦂などを生かして、ḟに行ったテストで

改善されたり、同じような問㢟が出たときに解ける

ようになったりしたことなどの検ウが進められてい

ます。 

 ただし、こういった研究は生ᚐの学習改善に関す

るものが࡯とんどで、教師の失敗や活用に関する研

究は行われていないと思います。そこで、われわれ

は教師の失敗に╔目して研究を行いました（ᅗ 2）。 
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 教師も日々の授業の中でఱらかの失敗をし、それ

を生かして授業の改善を行っていると⪃えられます。

౛えࡤ、中学校や高校のඛ生は、同じ学年で、」数

のクラスに、同じ内容の授業を実施しています。あ

るクラスで授業をしてうまくいかなくても、その失

敗を㋃まえて同じ内容の授業をูのクラスですると

うまくいったということは、ᜍらく多くのඛ生方が

⤒㦂されていると思います。 

 このプロセスでఱが㉳こっているのか、どんなこ

とが大஦なのかをᢕᥱしておけࡤ、失敗を生かしな

がら授業の質を高め、効果的な学習指ᑟの実現につ

なげることができるのではないかと⪃えて、このテ

ーマに╔ᡭしました。 

 

ᮏ研究の┠的 

 今ᅇの研究の目的です（ᅗ 3）。 

 
 そもそも授業における失敗とはどんなものがある

のか、教師は授業の中でどんな失敗をしがちなのか

をᢳ出して整理していくのが 1 点目です。 

 失敗は、授業の中のいろいろなഃ面で㉳こるもの

と⪃えられます。౛えࡤ「こうㄝ明すれࡤⰋかった」

というㄝ明面での失敗や、ኚな発問をᢞげかけてし

まったり、タイ࣑ングがⰋくなかったこともあると

思います。それから、指♧での失敗として、「あのよ

うに指♧すれࡤⰋかった」「こんな指♧をしたから、

生ᚐがᅔᝨしてしまったのか」と思うこともあると

思います。ᑐᛂの失敗とは、生ᚐの発ゝにᑐして㐺

ษにᑐᛂできなかったり、うまくくみ取ってあげら

れなかったという失敗です。今ᅇの研究はそのよう

なᯟ組みに基࡙いて、授業での失敗の整理を行って

いきたいと思います。 

 2 点目に、その失敗に基࡙いてどう授業が改善さ

れていくのか、また失敗から改善に⮳るまでのプロ

セスでどこが大஦になるかを検ウしていきたいと思

います。 

 この 2 点を検ウする中で、効果的な学習指ᑟを展

開していくための㔜せな♧၀が得られれࡤと⪃えて

います。 

 

ศᯒのᑐ㇟ 

 今ᅇの分ᯒのᑐ㇟は、この研究の➨ 3 ⴭ者である

市川ඛ生が行った小学校での授業です（ᅗ 4）。 

 
 この授業は、小学校 6 年生の分数の๭り⟬です。

分数の๭り⟬はᘬっ⧞り㏉して᥃けますが、なࡐそ

うするのか、理ᒅをしっかり理解することが今ᅇの

授業の目的・目ᶆです。さらに、➼分㝖でもໟ含㝖
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でも、なࡐᘬっ⧞り㏉して᥃けるのかをㄝ明できる

ようにします。 

 まず 2 時㝈目に 6 年 3 組で授業をし、同じ日の 4

時㝈目に 6 年 2 組で授業をしました。1 ᅇ目に明ら

かにうまくいっていない㒊分がありましたが、2 ᅇ

目はだいぶ改善されて、Ⰻくなっています。授業者

も、࿘りで見ている方々も、ᜍらくⰋくなったと感

じています。そして教わっている生ᚐのᵝ子を見て

も、改善の度合いが感じられます。 

 今ᅇの研究はこの 2 ᅇの授業に↔点を当てて、1

ᅇ目にどんな失敗があったのか、それがどのように

改善されたのか、失敗が改善に⮳るまでにఱが大஦

なのかを検ウしていきます。 

 

ᤵᴗのᵓᡂ 

 今ᅇᑐ㇟にした授業のᵓ成をᢲさえておきます

（ᅗ 5）。 

 
 ඛ࡯どの深谷さんの発表にもあった「教えて⪃え

させる授業」のᯟ組みでసられています。前段階と

して、予習プリントを㓄ᕸします。このプリントに

は๭り⟬と༢఩分数の知識や、༢఩分数を౑いなが

らなࡐᘬっ⧞り㏉して᥃けるのかというḟの授業で

ᢅう内容も書いてあります。 

 授業の中では、教師が༢఩分数を౑いながら、な

ᘬっ⧞り㏉して᥃けるのかをㄝ明します。さらにࡐ

㢮㢟を౑って、生ᚐ自㌟にㄝ明を⪃えさせます。 

 それだけにとどまらず、理解深໬で、➼分㝖⣔の

๭り⟬の問㢟から、㐪うタイプであるໟ含㝖の問㢟

を与え、これに関してもなࡐᘬっ⧞り㏉して᥃ける

のか、༢఩分数を基にしながらㄝ明を⪃えさせます。

最終的に自己評౯で、分かったことと分からなかっ

たことを᣺り㏉って記ධしてもらいます。このよう

なὶれになっています。 

 教師からどんなㄝ明がなされたのかだけおఏえし

ます。ᅗ 6 が問㢟 1 です。 

 
 「あるペット࣎トル 4 分の 3 本分に、ジࣗースが

5 分の 2 リットルධっています。このペット࣎トル

は、1 本当たりఱリットルධるでしࡻう」という問

㢟です。1 本当たりの㔞がよく分からないけれど、4

分の 3 本分が 5 分の 2 なので、「㸽」の㒊分を出すた

めに๭り⟬をします。๭る 4 分の 3 をするので、༢

఩分数である4分の1本を基‽に⪃えていくことが、

この授業の一␒のポイントになります。授業の中で

も、ポイントとして㈞り出すことになっています。 

 ㄝ明としては、こんなල合です。4 分の 1 本を基

‽に⪃えれࡤ、ᅄつ集めれࡤ 1 本になります。今は、

4 分の 1 本で数えると 3 ಶ分ධっています。これが

5 分の 2 リットルだから、4 分の 1 本の 1 ಶ分は 5 分

の 2 を 3 で๭ります。ペット࣎トル 1 本分を出すに

は、それをᅄつ集めれࡤいいので、᥃ける 4 をしま

す。5 分の 2 リットルを 3 で๭って᥃ける 4 をする

ので、最終的には 3 分の 4 を᥃けていることになり

ます。このような理ᒅをㄝ明していきます。 

 その後、理解☜認にධっていきます（ᅗ 7）。 
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 理解☜認では、㢮㢟を౑いながら、ඛ࡯どの教師

と同じようなㄝ明をグループの中でしていきます。

さらに理解深໬では、➼分㝖⣔の問㢟ではなくໟ含

㝖タイプの問㢟 3 を与えて、これも༢఩分数を基に

しながら、なࡐᘬっ⧞り㏉して᥃けるのかをㄝ明で

きるようにします（ᅗ 8）。 

 
 理解深໬課㢟はものすごく㞴しいので、どうㄝ明

すれࡤいいのかすࡄに思い௜かないかもしれません。

今ᅇは授業の内容や指ᑟ案を検ウする場ではないの

で、このあたりは⨨いておいて、ඛに進みたいと思

います。ただ、授業のᵝ子のイメージは௜いた方が

いいと思いますので、ᑡし࢜ࢹࣅをお見せします。 

 

㸺࢜ࢹࣅ上ᫎ㸼 

 

 授業の中では、༢఩分数を「༢఩」と࿧んでいま

す。㞺ᅖẼだけつかんでいただけれࡤと思います。

༢఩分数を౑いながら、なࡐᘬっ⧞り㏉して᥃ける

のかをㄝ明し、生ᚐにもㄝ明してもらいます。さら

に、理解深໬課㢟をします。 

 

1 ᅇ┠のᤵᴗのศᯒ 

 1 ᅇ目の授業は、いろいろな点でうまくいかなか

った㒊分が見られました。2 ᅇ目の授業では、それ

が改善されました。そこで、なࡐこのような改善が

見られたのかを⪃えなけれࡤなりません。 

 ᝿ᐃされる改善までのプロセスとして、授業者の

中で 2 段階あると⪃えられます（ᅗ 9）。 

 
 まず、「᣺り㏉り」の段階です。これは授業を終え

た後に、「ۑۑをしてしまった」「ۑۑすれࡤⰋかっ

た」という、どんな失敗をしたかに関する᣺り㏉り

評౯です（ᅗ 10）。 

 
 さらに、そのඛに「問㢟のデ᩿」というࣇェーズ

があると⪃えています。今思いᾋかんだいろいろな

失敗が、生ᚐの理解にどんな影響を与えたのか、ど

の失敗がどのくらい㔜大だったのか、分ᯒを行うで
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しࡻう（ᅗ 11）。 

 
 さらに、自分がやってしまった失敗がḟの授業ま

でにಟṇྍ⬟なのか、それとも㞴しいのかといった

分ᯒもしていると⪃えました（ᅗ 12）。その上でᑐ

⟇プランを練って、ḟの授業に཯ᫎさせていくので

はないでしࡻうか。 

 
 このプロセスにἢって、1 ᅇ目の授業でどんな失

敗をしたのか、その失敗が生ᚐの理解にどのくらい

の影響度を持っているのか、⡆༢にಟṇできるのか

を、2 ᅇの授業が終わっただいぶ後に授業者の市川

ඛ生が᣺り㏉って、ࢥメントや評ᐃをしてࢥー࢕ࢹ

ングします。 

 㡰に見ていきます。まず、失敗のᢳ出の㒊分です

（ᅗ 13）。 

 
 授業の࢜ࢹࣅを見ながら、市川ඛ生に「ۑۑして

しまった」「ۑۑすれࡤⰋかった」など、思い௜いた

ことやẼ௜いたことをどんどんࢥメントしてもらい

ます。このࢥメントから 1 ᅇ目の授業の中でどんな

失敗が㉳こっていたのかをᢳ出して、内容面を基に

整理しました（ᅗ 14）。 

 
 内容面のᯟ組みはඛ࡯どおఏえしたように、ㄝ明、

発問、指♧、ᑐᛂのカテࢦリになります。ㄝ明の㒊

分は、ཱྀ 㢌のㄝ明、ᯈ書・ᥖ♧≀、教ᮦ・教ලなど、

細かく分けています。1 ᅇ目の授業の中で、どんな

✀㢮の失敗が見られたのかを分㢮して書き出してい

ます。౛えࡤ、ᯈ書やᥖ♧≀に関しては、ᯈ書がᶓ

に㛗くなっていたり、授業の大஦なポイントをᥖ♧

しᛀれてしまったり、いろいろな失敗があります。 

 授業者の市川ඛ生に、それぞれの失敗が生ᚐの理

解にどのくらい影響を与えていたのか、㏫にゝえࡤ、

この失敗のせいでどれだけ理解が㜼ᐖされてしまっ

たと思うかを、大中小の 3 段階で評ᐃしてもらいま
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した（ᅗ 15）。それから、それぞれの失敗はಟṇが大

ኚなのか、それとも⡆༢にできるのかに関しても、

市川ඛ生に 3段階で評ᐃしてもらいました（ᅗ 16）。 

 

 今ᅇのヰで≉に大஦になってくるのが、影響度の

評ᐃです（ᅗ 17）。 

 
 ౛えࡤ、ᯈ書がᶓに㛗くなってしまったという失

敗は、授業者の市川ඛ生は、理解を㜼ᐖする影響が

それ࡯どなかったと評ᐃしています。 

 ḟに、教師のㄝ明㒊分で、వ計な発問をしてしま

ったという失敗ですが、教師が教える㒊分でኚに質

問して、インタラクテࣈ࢕にやろうとした⤖果、ㄝ

明がうまくὶれずに生ᚐの理解を㜼ᐖしていたであ

ろうことから、影響度を中くらいに評ᐃしていまし

た。 

 ༢఩分数で⪃えるというとても大஦なポイントを、

授業の最ึに出すのをᛀれてしまいました。それか

ら、ࣄントがఏわっていませんでした。理解深໬課

㢟がとても㞴しいので、授業の中でࣄントを与えて

いますが、そのࣄントをཱྀ㢌でゝうだけでఏわって

いない感じがするのが、理解深໬課㢟で見られた失

敗です。 

 それから、大஦な情報をᾘしてしまいました。こ

れも理解深໬課㢟に関わってきます。とても㞴しい

課㢟を解Ỵしていく中で、ඛ࡯どの問㢟をཧ↷する

ときに、㯮ᯈをᾘしてしまって㔜せな情報がなくな

っていました。これらの失敗は、理解を㜼ᐖする影

響力がかなり大きかったと評ᐃしていました。これ

が影響度の評ᐃの⤖果です。 

 

2 ᅇ┠のᤵᴗのศᯒ 

 2 ᅇ目の授業に関しても、授業者に࢜ࢹࣅを見せ

ながらࢥメントをồめました（ᅗ 18）。 

 
しないようにὀ意しۑۑ」「するようにしたۑۑ」 

た」など、いろいろなࢥメントが出ています。それ

らを基に、1 ᅇ目からどこが改善されたのか、され

なかったのかをᢳ出しています。ఱが改善されたの
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かが、表にຍわります。どんな失敗をして、それに

ᑐして授業者が影響の度合いやᅔ㞴度をどうุ᩿し

たのか、そしてどう改善したのかが、一つの表にな

るイメージです。 

 では、それぞれの失敗がどう改善されたのかを見

ていきます（ᅗ 19）。 

 
 ᯈ書がᶓに㛗くなった失敗は、2 ᅇ目の授業では、

計⏬的に➃をそろえて書くようになっていました。

また、教師のㄝ明の㒊分でవ計な発問をしてしまっ

たという失敗に関しては、2 ᅇ目の授業ではあまり

発問に㢗らずに、教師の方から教えるといったᑐᛂ

が行われていました。 

 さらに、影響の度合いが大きいと評ᐃされた失敗

です（ᅗ 20）。 

 
 ౛えࡤ、授業の大஦なポイントをᥖ♧しᛀれてし

まった失敗に関しては、2 ᅇ目の授業ではᛀれずに

ᥖ♧しました。しかも、最後のまとめのときに、そ

のポイントを利用しながら授業が行われました。ま

た、理解深໬課㢟のときにࣄントがఏわっていなか

ったという失敗に関しては、活ືの前に୎ᑀにࣄン

トをゝって、しかも、ࣄントになる情報をཱྀ㢌でゝ

うだけではなくて㯮ᯈに書くというᑐᛂも取られて

いました。それから、ᯈ書をᾘしてしまっていた失

敗は、ᾘさずに情報をṧして、しかもཧ↷・ẚ㍑し

ながら授業を行うようにしていました。 

 このように、1 ᅇ目の失敗を基に 2 ᅇ目の授業で

ᑐᛂや改善が見られました。こうして見ると、授業

者が影響の度合いが大きいとุ᩿しているもの࡯ど、

୎ᑀにいろいろなᑐฎをしていることがうかがえま

す。 

 

 ࡵとࡲ

 ここまで、どんな失敗があって、どのような改善

がなされていたのかを見てきました。今ᅇこのよう

な試みを行いましたが、この研究の意義を⪃えると、

まず失敗をᢳ出して整理したこと自体にも意࿡があ

ると⪃えています（ᅗ 21）。 

 
 教えて⪃えさせる授業（OKJ）に取り組みጞめた

ඛ生がᢪえるᝎみとして、大きく 2 点あるといわれ

ています。1 点目は、教師のㄝ明がどうしても㛗く

なり、後ろがつかえてくるというᝎみです。2 点目

は、理解深໬課㢟の㞴᫆度の設ᐃが㞴しくてᅔると

いうヰです。 

 ౛に₃れず、今ᅇの授業でもこれに関連する失敗

が見られます。教師のㄝ明が㛗くなることに関して

は、ኚにインタラクテࣈ࢕にやろうとしてవ計な発
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問をした⤖果、ずるずると㛗くなってしまったとい

う失敗が見られます。また、理解深໬課㢟に関して

は、㞴し㐣ࡂたのでࣄントを与えたのですが、ఏわ

っていなかったり、解ㄝのときにᚲせになる㔜せな

情報をᾘしてしまっていたという失敗がありました。 

 これにᑐして 2 ᅇ目の授業では、発問に㢗らずに

クとㄝ明するᑐᛂが取られたり、理解深໬課ࢧクࢧ

㢟が㞴しいときは୎ᑀにࣄントを出し、書いてあげ

るようにしていました。また、㔜せな情報をᾘさず

にṧして、ཧ↷しながらやっていました。 

 このようにどんな失敗が㉳こり得るのか、それに

ᑐしてどんな改善の方ἲがあるかを整理して提♧し

ておくと、౛えࡤ新௵のඛ生の研ಟや、これからඛ

生になりたいと⪃えている学生の指ᑟを行っていく

上で㔜せな資料になると⪃えています。 

 それからデ᩿ࣇェーズの㔜せᛶも、今ᅇの分ᯒか

らᑡし見えてきたと思います（ᅗ 22）。 

 
 授業から改善に⮳るまでには、授業の失敗がどこ

にあったのかを᣺り㏉り、さらにその失敗が生ᚐに

どのくらいの影響を与えてしまったのか、理解をど

のくらい㜼ᐖしたのかを⪃えるというデ᩿のࣇェー

ズがあると⪃えました。 

 実際に影響が大きかったと授業者がุ᩿している

失敗に関しては、2 ᅇ目の授業でᑐฎしていました。

それにᑐして、改善が見られなかったものも、数は

ᑡないですがありました。これに関しては、授業者

は生ᚐの理解をあまり㜼ᐖしていない（影響が小さ

い）と評ᐃしていたので、改善につなげるかどうか

は、やはり、生ᚐの理解への影響度がかなり関わっ

ていることがうかがえます。 

 それから、ᑐᛂや改善のࣞ࣋ルにもさまࡊまあり

ます（ᅗ 23）。 

 
 今ᅇの失敗を基にした改善は、「ࣄントを多く与え

る」「㔜せなポイントを提♧する」「指♧を明☜に与

える」など、指ᑟ案の᰿ᖿからኚえるものではなく、

小つᶍな改善だったといえます。しかし、指ᑟ・授

業をኚえるときには、授業全体の展開やㄝ明のᯟ組

みそのものをኚえたり、༢఩分数を౑わないでㄝ明

するといったものもあると思います。また、ᢅう課

㢟自体をኚえてしまうこともあるでしࡻう。これら

は、かなり大つᶍな改善といえます。 

 小つᶍな改善をするのか、大つᶍな改善をするか

に関しては、授業と授業の間㝸ḟ➨といえると思い

ます。今ᅇのように、同じ日で間が 1 時間しかない

ときは、大きな改善は㞴しいので、ࣄントを多く与

えるようになると思いますが、౛えࡤ、᮶年また同

じ内容を教えるときは、かなり大きな改善がྍ⬟に

なります。そのあたりは間㝸ḟ➨です。 

 最後に、失敗を㍈に学習指ᑟを⪃えていく、失敗

を学習指ᑟに生かす࢔プローチにどういうものがあ

るかについておヰしします（ᅗ 24）。 
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 一つ目に、失敗を基に改善につなげていくことで

す。これが今ᅇのヰです。このときに大஦になって

くるのが、授業後の理解のデ᩿といえると思います。

1 ᅇ目の授業を㋃まえて、生ᚐにどんなㄗ解をさせ

てしまったのか、生ᚐがどういう理解≧ែになった

のかを⪃え、デ᩿的に見て、ḟの授業につなげてい

くことがᚲせだと思います。 

 二つ目に、そもそも失敗が㉳こらないように、ᮍ

↛に㜵࢔ࡄプローチも⪃えられます。このときに大

஦なのは、授業前のデ᩿的な視点です。౛えࡤ、こ

の内容をこう教えたら生ᚐがどう理解するのか、ど

のようにㄗ解しそうかを᥎ し、できるᑐᛂは授業

前にしてしまうのがこちらの࢔プローチになります。

これがඛ࡯どの深谷さんの発表にもあったᅔ㞴度査

ᐃのస業になると思います。 

 このように、授業の前後で生ᚐの理解≧ែ、どん

なㄗ解をしているかを᥈るというデ᩿的な視点を持

つことで、失敗を㍈にし、生かしながら、学習指ᑟ

の質をྥ上していけるのではないかと⪃えています。 

 

ཧ⪃㈨ᩱ  （ࢺシ࣮ࢡ࣮࣡）1
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表１ 1 ᅇ目の失敗と 2 ᅇ目での改善・ኚ໬（教師のㄝ明㒊分） 

カテࢦリ 1 ᅇ目の授業での失敗 理解への影響 ಟṇᅔ㞴度 2 ᅇ目の授業での改善・ኚ໬ 

ㄝ明 

ゝㄒ的ㄝ明    

ᯈ書・ 
ᥖ♧≀ 

ᯈ書がᶓに㛗くなってしまった 小 小 ۑᯈ書を計⏬的に書いた 

書き間㐪えた（すࡄにಟṇはした） 中 小 ۑ間㐪えずに書いた 

ポイントをᥖ♧しᛀれた 大 小 ۑᛀれずにᥖ♧・最後のまとめに利用した 

教ᮦ・教ල 

教ලが後ろのᖍの子まで見えない 大 小 ۑペット࣎トルにỈをධれてྍ視໬ 

教ලを㓄る数やタイ࣑ングがᝏかった 
（㐪う数なのに 4 ಶ㓄った。しかも，指

ᑟ案とは㐪うタイ࣑ングで㓄った。） 
中 小 ۑ指ᑟ案通りに㓄った 

発問 
వ計な発問をしてしまった 
（ኚにᑐヰ的にやろうとした） 

中 中 ۑ発問に㢗らずに教師ഃからㄝ明した 

指♧ 

いきなりᘧを書くよう指♧してしまっ

た 
小 小 改善なし 

書き㎸みの指♧をしなかった 大 小 ۑ明☜に指♧ 

ᑐᛂ    

 

 
表２ 1 ᅇ目の失敗と 2 ᅇ目での改善・ኚ໬（理解☜認㒊分） 

カテࢦリ 1 ᅇ目の授業での失敗 理解への影響 ಟṇᅔ㞴度 2 ᅇ目の授業での改善・ኚ໬ 

ㄝ明 

ゝㄒ的ㄝ明    

ᯈ書・ 
ᥖ♧≀ 

書き間㐪えた（¹5 と書くところを

¹8 と書いてしまった。すࡄにಟṇ）
中 小 ۑ間㐪えずにᘧを書いた 

書ききれなくなった 小 小 ۑ計⏬的にᯈ書をした 

教ᮦ・教ල    

発問 

まちがった発問 
んとは教ලが࡯） 8 ಶᚲせだったが

4 ಶもいらないよࡡ㸽と発問。すࡄ

にಟṇ） 

大 小 
 発問をしなかったڹ
（教ලがいくつᚲせになるか⪺いても

よかった） 

指♧ 
指♧がᚭᗏできていない 
（シートへの書き㎸みの指♧） 

大 小 ۑ書き㎸むよう指♧した 

ᑐᛂ    

 

 
表３ 1 ᅇ目の失敗と 2 ᅇ目での改善・ኚ໬（理解深໬㒊分） 

カテࢦリ 1 ᅇ目の授業での失敗 理解への影響 ಟṇᅔ㞴度 2 ᅇ目の授業での改善・ኚ໬ 

ㄝ明 

ゝㄒ的ㄝ明 

ཎ๎から㐓⬺してしまった 
（かけ⟬ᘧからわり⟬ᘧを⪃えてい

くはずなのにそれをとࡤした） 
小 小 ۑかけ⟬ᘧを書いてからわり⟬ᘧを書いた 

ントをゝったがఏわっていなかっࣄ

た 
大 中 ۑ୎ᑀにࣄントを与えた・ᯈ書もした 

ᯈ書・ 
ᥖ♧≀ 

ポイントをᥖ♧しᛀれた 大 小 ۑポイントを提♧ 

授業の大஦な情報をᾘしてしまった 大 小 ۑᾘさずに授業中にཧ↷できるようにした 

教ᮦ・教ල    

発問 
వ計な発問をしてしまった（3/4L と

2/5L はどちらが大きいか） 
小 小 改善なし（同ᵝの発問を行った） 

指♧    

ᑐᛂ 

発表者の間㐪いを表面的に┤した 
（「本」を「リットル」とゝい間㐪え

ている発表にᑐしてᙧᘧ的にಟṇし

ただけ） 

大 大 ڹ問㢟のある発表が㉳こらなかった 
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発表 �「失敗ሙ㠃におけるぶの㛵ࢃりࡀ学習方略と

ᩘ学学ຊに୚࠼るᙳ㡪」 

㕥ᮌ 㞞அ（ᅜ❧᝟ሗ学研究ᡤ） 

᳜㜰 ཭⌮（ᮾி኱学） 

ᮧᒣ ⯟（8nLYeUVLW\ oI 5eaGLnJ） 

3eNUun 5eLnKaUG（8nLYeUVLW\ oI MunLFK） 

 

 私の研究は、ᑡし視点がኚわって、子どもが失敗

したときに、親の関わり方によって、その後の学習

や学力がどうኚわってくるのかということで、親に

↔点を当てた研究です。 

 

ᮏ研究のᴫせ 

 本研究の目的は、子どもの失敗にᑐする親の関わ

りの影響の検ウです（ᅗ 1）。 

 
 学習で失敗してしまうと、どうしてもⴠち㎸んで

しまうし、自ᑛ心がప下します。᜝ずかしいという

思いが生じて、失敗から目を背けたくなるのがே間

だと思います。私は小学生のとき、問㢟を間㐪えて

しまうと、なかったことにしようと思ってᾘしࢦム

でᾘした⤒㦂があります。失敗から目を背けたい、

なかったことにしたいと思ってしまうのがே間の本

㡢だと思います。 

 しかし、きちんと失敗とྥき合い、なࡐ失敗した

のかを⪃え、ḟに同じ失敗をしないように学習を改

善し、学力ྥ上につなげていくのが望ましいと⪃え

られます。学習者が失敗したときに、᣺り㏉ってཎ

ᅉや改善⟇を⪃えていくためには、親のࢧポートも

大஦になると思います。౛えࡤ親が៘めて、「ḟは失

敗しないように㡹ᙇろうࡡ」とບますことによって、

子どもが失敗とྥき合い、ཎᅉを⪃えるようになる

ことが⪃えられます。ときには親が一⥴になって、

どうして失敗したのか、改善するためにはどうすれ

いいのかを⪃えることによって、学習改善が促せࡤ

ると⪃えます。 

 

学習にᑐࡍるぶ࣭ᐙᗞのᙳ㡪 

 最ึに、学習にᑐして親やᐙᗞの影響があるのか

について、ᑡしおヰししたいと思います（ᅗ 2）。⤖

論からゝうと、子どもの学習にᑐして親やᐙᗞは、

ᙉい影響力を持つことが⧞り㏉し♧されてきました。 

 
 ᐙᗞ問㢟の研究でṔ史的に最も体⣔的なものは、

学力の階ᒙᕪに関する教育♫会学的な研究ではない

かと思います。౛えࡤ、᭷名なࢥールマンࣞポート

では、学力への影響は学校せᅉよりもᐙᗞせᅉの方

が大きいと報告されています。同ᵝに国内の研究に

おいても、親の学Ṕや⫋業、ᐙᗞの文໬資本などが、
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子どもの学力や学習方略に影響を与えることが♧さ

れています。 

 また、親のື機࡙けによっても子どもが影響をཷ

けることが♧されています。౛えࡤ、最も᭷名な研

究では、親の教育࢔スࣞࣆーションが高い࡯ど子ど

もの学力が高まる現㇟が、⧞り㏉し♧されてきまし

た。これは、子どもに㌟に௜けて࡯しいと思う学力

や、行って࡯しい学校のࣞ࣋ルが高い࡯ど、子ども

の学力が高まるという現㇟です。 

 それから㏆年においては、親の達成目ᶆが子ども

の達成目ᶆと関連することも♧されています。౛え

親が子どもにᑐして、学校の中の生ᚐたちに຾、ࡤ

って࡯しい、クラスの生ᚐたちに㈇けないようにຮ

ᙉして࡯しいと思うと、子どもも学習内容を理解す

るのではなく、࿘りの子どもに㈇けないように㡹ᙇ

ります。このように、親の目ᶆが子どもの目ᶆに影

響を与えることが♧されています。これらは親のẼ

持ちやバックグラウンド、≉ᛶに╔目したもので、

親のල体的な関わり・行ືに╔目した研究ではあり

ません。 

 親の関わりの影響について見てみると、౛えࡤ子

どもとの࣑ࣗࢥニࢣーションの㔞やᐟ㢟に関わる程

度、学校行஦のཧຍの程度によって子どもの学力が

ኚわってくるという現㇟が♧されています（ᅗ 3）。 

 
 ㏆年、親の関わりが㔜せであるといわれています

が、これらの研究は親が子どもとどのくらい関わる

のかといった、関わりの㔞に╔目した研究が中心で、

親がどのように関わるのかという関わりの質に╔目

した研究はまだᑡ数です。子どもが失敗してしまっ

たときに、親の関わる㔞も㔜せですが、親の関わり

方によっても影響が␗なってくると⪃えられます。

こうしたことを㋃まえて、本研究の目的は、失敗場

面における親の関わり方を分㢮し、それにἢって失

敗場面における親の関わり方が、子どもの学習方略

と学力に与える影響を検ウします。 

 

ᮏ研究の௬ㄝ 

 最ึに、失敗場面における親の関わりには、どの

ようなഃ面が⪃えられるかを整理したいと思います

（ᅗ 4）。 

 
 それには、୕つのഃ面があると⪃えられます。一

つ目は「⨩」で、失敗にᑐする㈇の情⥴的な関与と

ᐃ義できます。౛えࡤ子どもをྏったり、「なんでこ

んなᝏい成績を取ったの」と㈐め立てる行ືです。 

 「情⥴的なࢧポート」は、ṇの情⥴的関与とᐃ義

することができます。子どもをບましたり、៘めた

りする行ືです。 

 この「⨩」と「情⥴的ࢧポート」は子どもの情⥴

面への関わり方になりますが、情⥴面だけではなく、

子どもの知的ഃ面・認知ഃ面への関わりも⪃えられ

ます。それが「認知的ࢧポート」と࿧んでいるもの

です。౛えࡤ失敗のཎᅉや、学習の改善の方ἲを一

⥴に⪃える関わり方が、認知的ࢧポートとしてᐃ義

できると思います。 

 このように、まず子どもの心理面への関わりとし

て「⨩」と「情⥴的ࢧポート」が、子どもの知的面
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への関わりとして「認知的ࢧポート」が⪃えられま

す。こうした୕つの関わり方が、子どもにᑐしてど

ういう影響を与えるのかを検ウします。 

 本研究で⪃えた、௬ㄝのࣔࢹルです（ᅗ 5）。 

 
 情⥴的なࢧポートと認知的なࢧポートが、子ども

のメタ認知方略を促進します。メタ認知方略の౑用

を促進することで学力がྥ上するという௬ㄝを立て、

この௬ㄝが支持されるかどうかを検ウしました。 

 メタ認知方略は、自分の認知≧ែをࣔニタリング

して、行ືを調整する方略とᐃ義します。౛えࡤテ

キストを読んで、自分がどれくらい理解できたのか

といった理解≧ែを自分自㌟でุ᩿し、もし୙༑分

とุ᩿すれࡤもう一度読み┤したり、理解度の高い

ேに質問するなど、自分の理解≧ែにᛂじて行ືを

調整する方略です。 

 きちんと失敗とྥき合わないと、メタ認知方略は

促進されないと⪃えられます。「ఱをどう間㐪えたの

か」「どこまで分かったのか」をᬑ段から⪃える習័

を㌟に௜けていないと、自分が分かったのかどうか

のุ᩿が㐺ษに行えないと⪃えられます。また、௬

に分からないことがṇ☜にุ᩿できても、ᬑ段の学

習において失敗したときに改善⟇を⪃える習័を௜

けていないと、㐺ษな調整ができないと⪃えられま

す。親が៘めやບましを与えることによって失敗と

ྥき合わせたり、一⥴に失敗のཎᅉを⪃えたりする

ことによって、メタ認知方略が促進されると⪃えま

した。 

 一方、「⨩」については、ఱも関連がないと௬ᐃし

ました。なࡐなら、子どもは失敗とྥき合って学習

改善することを、自発的には行わないと⪃えられる

からです。瀬尾さんの発表からも、自発的に教訓ᖐ

⣡する子どもはあまりいないというヰがありました。

そもそもᬑ段から失敗とはあまりྥき合わないので、

⨩の㔞によって失敗とྥき合う程度はኚわらないと

⪃えました。 

 

ㄪᰝෆᐜ 

 以下からテクニカルなヰになります。まず、本研

究の方ἲです（ᅗ 6）。 

 
 本研究でࢧンプルになったのは、PALMAと࿧ࡤれ

ている調査にཧຍしたドイࢶேの学生です。調査の

目的を⡆༢にいうと、数学学力の成㛗の検ウです。

学生を㏣㊧調査した大つᶍなもので、5 年生から 10

年生になるまでの間、1 年に 1 ᅇ、計 6 ᅇの調査を

実施しました。つまり、日本の小学 5 年生から高校

1 年生にヱ当するまでのᮇ間、学生をずっと㏣㊧し

て⧞り㏉し調査を実施したということです。この調

査で、ᑡなくとも 1 ᅇ以上調査に協力した学生は

3530 名で、全員が分ᯒᑐ㇟となっています。 

 ドイࢶでは 5 年生になる際に学校㑅ᢥを行います。

日本の小学 5 年生に当たる学年で、自分がどういう

学校に進むのかを㑅ᢥしなけれࡤならないのです。

大きく基ᖿ学校、実科学校、ࢠムࢼジウムの୕つに

分かれます。基ᖿ学校と実科学校は、⫋業訓練校に

ヱ当します。基ᖿ学校と実科学校を༞業した学生の

ࢠ、とんどは、そのまま⫋業ேになります。一方࡯
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ムࢼジウムは、基本的には大学への進学を目的とし

た学校課程です。ࢠムࢼジウムに行った学生の多く

は、そのまま大学へ進学します。 

 本研究のࢧンプルは全ての学校の生ᚐをᑐ㇟にし

ているので、さまࡊまな学力ࣞ࣋ルの学生をᑐ㇟と

した、㠀ᖖに大つᶍな研究ࢨࢹインになっています。 

 調査内容ですが、数学の学力の指ᶆとして、テス

トのス࢔ࢥを用いています（ᅗ 7）。 

 
 このテストは㠀ᖖにᕤኵされていて、㡯目཯ᛂ理

論と࿧ࡤれる⤫計ᡭἲによって、テストのᅔ㞴度が

➼໬されています。これによって、学力の成㛗をᤊ

えることがྍ⬟になります。 

 ౛え5、ࡤ 年生と 6 年生で 2 ᅇ㐪うテストをཷけ

て、5 年生で 80 点、6 年生で 80 点だったとします。

この場合、同じ点数が同じ意࿡だとは解㔘できませ

ん。なࡐなら、テスト問㢟がまるで㐪うからです。

もしかすると 6 年生の問㢟はすごく㞴しかったかも

しれませんし、5 年生の内容は⡆༢だったかもしれ

ません。同じ 80 点でも持つ意࿡が␗なってしまうの

で、༢⣧なẚ㍑ができないという問㢟があります。

一方で、テストのᅔ㞴度が全く一⥴であれ80、ࡤ 点

の持つ意࿡は全く一⥴になるので、同じように解㔘

することができるという利点があります。本調査の

ᑐ㇟となった学生は 6 ᅇテストをཷけていますが、

全てのテストが同じ 80 点であれࡤ、全く学力が成㛗

していないとุ᩿することができます。 

 失敗場面における親の関わりとしては、ඛ࡯ど申

しました「⨩」「情⥴的ࢧポート」「認知的ࢧポート」

の୕つで ᐃしました。親がどのように関わるのか

を、ఱかしらのࢹータとして評ᐃする場合は、親に

「あなたは子どもとどう関わりますか」と質問する

方ἲと、子どもに「あなたの親は、あなたにᑐして

どのように関わりますか」と⪺くという、二通りの

方ἲが⪃えられると思います。本研究では、後者の

生ᚐにᑐして評ᐃをồめたࢹータを用いています。

親よりも生ᚐが報告したࢹータの方が、➨୕者によ

る観ᐹとの一⮴度が高く、よりጇ当な指ᶆと⪃えら

れているためです。 

 そして、メタ認知方略についても、 ᐃを行いま

した。実際に調査に用いられた㡯目の౛は、ᅗ 8 の

ようになっています。全て 5 段階で評ᐃをồめてお

り、得点が高い࡯ど「情⥴的ࢧポート」「認知的ࢧポ

ート」「メタ認知方略」の行ືをするഴྥが高いこと

になります。 

 
 では、質問㡯目にᑐしてどのようなᅇ⟅ഴྥが得

られたのかを♧したいと思います（ᅗ 9）。 
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 まず、「⨩」です。ᣓᘼのない㒊分が、得点のᖹᆒ

್になります。5 段階評ᐃなので、5 点が‶点です。

5 点に㏆い࡯ど、よくྏることになります。そもそ

もྏりの㔞は、程度としてはあまり多くありません

が、5 年生から 6 年生にかけてᚤቑし、その後はᶓ

 。いという≉ᚩがありますࡤ

 一方、情⥴的なࢧポートは、小学生段階において

はప下ഴྥにあり、その後、ᶓࡤいになります。「⨩」

とẚ㍑して、៘める行ືがῶっていくということで

す。 

 ≉にኚ໬が㢧ⴭなのが、認知的ࢧポートです。こ

ちらは 5 年生段階では、㠀ᖖに高い㢖度で行われて

いますが、学年を㏣うごとに㢧ⴭにప下し、10 年生

になると࡯とんど行われなくなるという≉ᚩがあり

ます。 

 それから数学学力については、テストのᅔ㞴度が

全く同じになるように➼໬しているので、学年を㏣

うごとに学力が伸びていることがࢹータ上からも明

らかになっています。 

 

ศᯒ方ἲ 

 では、本研究の୺目的である、親の関わりの効果

についての検ウ方ἲです（ᅗ 10）。細かいヰですが、

の࢔トウェࣇࢯ Mplus を౑って分ᯒしています。 

 
 ⧞り㏉し調査を行っているので、ࢹータが得られ

ないࢣースがあります。౛えࡤ子どもが㌿校してし

まったり、たまたま学校をఇんでしまったりして、

㏵中でࢹータが取れなくなることがあります。です

が、本研究ではこれらのࢹータを全て౑用していま

す。こうしたฎ理の㐺ษさについては、今ᅇはㄝ明

を┬きます。中㌟は文⊩をཧ↷していただけれࡤと

思います。 

 ஺ᕪ㐜ᘏࣔࢹル（Cross-lagged model）と࿧ࡤれるも

のを利用して、分ᯒしています。こうしたࣔࢹルを

利用することによって、ᅉ果関ಀに㋃み㎸んだ㆟論

がྍ⬟となります。かなり細かいヰですが、実際に

分ᯒで౑ったࣔࢹルで、5㹼10 年生のࢹータを、全て

一つのᅗにまとめることができます（ᅗ 11）。 

 
 一つのኚ数から、ḟの学年の全てのኚ数にᑐして

影響を௬ᐃしています。つまり、5 年生のときに親

にྏられた⤒㦂が、6 年生のときの、親がྏる㔞や

៘める㔞、認知的に関わる㔞、子どもの学習方略、

子どもの学力の全てに影響を与えると௬ᐃしてࣔࢹ

ルを組み㎸んでいます。 

 ౛え5、ࡤ 年生の「⨩」から 6 年生の「数学学力」

に伸びているパスは、5 年生のときによくྏられた

子どもの成績が 6 年生のときにどうなっているのか

を意࿡します。6 年生の「⨩」から 7 年生の「数学学

力」への影響は、6 年生のときにどれくらいྏられ

たかによって、7 年生のときの学力がどの程度にな

っているかを意࿡します。ですので、ཝᐦには 5 年

生の「⨩」から 6 年生の学力、6 年生の「⨩」から 7

年生の学力、7 年生の「⨩」から 8 年生の学力など

の意࿡はやや␗なりますが、本研究では、どの学年

の時点でも影響力は➼しいです。つまり、親がྏっ

たときに子どもがཷける影響は、子どもの学年に関
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ಀなく一⥴であると௬ᐃして分ᯒしています。 

 このヰをすると、ᜍらく子どもの学年によって親

の関わりの効果が␗なるのではないかと思われるで

しࡻう。今ᅇのࢹータで☜認したところでは、子ど

もの学年に関ಀなく影響力はࣇラットであることが

支持されているので、以下では子どもの学年に関ಀ

なく親の関わりの効果は一ᐃであると⪃えて行った

分ᯒの⤖果を報告します。全体の分ᯒの際には、ᛶ

ูと学校タイプ、ᐙᗞの♫会⤒῭的ᆅ఩を⤫ไして

います。 

 

୺せ࡞⤖ᯝ 

 まず、メタ認知方略の౑用にᑐする親の関わりの

影響です（ᅗ 12）。 

 
 情⥴的なࢧポートと認知的なࢧポートが、方略౑

用を促進するという⤖果が得られました。つまり、

親が៘めたりບましたり、一⥴に問㢟点や改善点を

⪃える࡯ど、子どもはメタ認知方略をよく౑用する

ようになります。 

 また、数学学力にᑐする親の関わりの影響につい

ては、⨩が学業達成をጉᐖするという⤖果が得られ

ました。つまり、親がよくྏる࡯ど、子どもの学力

があまり伸びていかないことを意࿡しています。 

 学力にᑐするメタ認知方略の影響については、メ

タ認知方略の౑用が学業達成を促進するという⤖果

が得られました。つまり、メタ認知方略をよく౑っ

てຮᙉする子どもは、学力の伸びが㠀ᖖに高いこと

になります。 

 今㏙࡭た⤖果は、子どものᛶูや学校タイプを↓

視して、全体をᑐ㇟にした分ᯒです。ᛶูや学校タ

イプによって親の関わりの効果が␗なるྍ⬟ᛶもあ

ると思うので、㏣ຍで分ᯒを行いました（ᅗ 13）。 

 
 まず、⏨ᛶと女ᛶに分けて分ᯒしてみたところ、

⤖果のパターンは⏨女で全く同じでした。ᫍ༳が௜

いているものが⤫計的に᭷意で、意࿡がある⤖果と

いうことです。ඛ࡯ど㏙࡭た全体の⤖果は、⏨女に

関ಀなく見られることが分かりました。学校タイプ

については⫋業学校と進学校に分けて分ᯒしました

が、⤖果のパターンはやはり同一で、子どもがどの

ような学校にいたとしても、親の関わりの効果は一

ᐃであることが分かりました。 

 以上のことから、情⥴的なࢧポートと認知的なࢧ

ポートがメタ認知方略の౑用を促進することが分か

りました（ᅗ 14）。それから、メタ認知方略を౑うこ

とによって学業達成が促進され、学力の伸びが高く

なるという⤖果が得られました。一方で、これは஦

前には᝿ᐃしていなかったことですが、親がྏるこ

とによって学業達成がጉᐖされる、つまり学力の伸

びがやや㕌くなるという⤖果が得られました。こう

した⤖果を㋃まえての⪃ᐹになります。 
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 まず、もともと予ᮇしていなかった数学学力にᑐ

する⨩の影響についてです（ᅗ 15）。┤感的に⪃え

ても、親がྏるから㢌がᝏくなるとは⪃えにくいよ

うに、ྏることによって達成がጉᐖされるわけでは

ありません。親がྏることによって子どもがやるẼ

を失ってしまう、あるいは失敗にᑐしてより࢞ࢿテ

な⪃えを持ってしまうことによって、学業達成ࣈ࢕

がጉᐖされたのではないかと⪃えています。それか

ら、認知的ࢧポートの㔞は、学年を㏣うごとに㠀ᖖ

にప下しています。5 年生と 10 年生をẚ࡭ると、大

きく㔞が㐪うといえます。 

 
 こうした⤖果が得られた理⏤としては、子どもと

の関ಀᛶや学習内容のᅔ㞴度が関わっているのでは

ないかと⪃えられます。つまり、中学生くらいにな

ると、子どもも思᫓ᮇなので、親からຮᙉを教えて

もらったり、一⥴にຮᙉしたりというのはなかなか

し࡙らいと思います。一方、親も子どもが大きくな

るにつれて、わࡊわࡊ教えなくても一ேでやれると

いうẼ持ちがⱆ生え、子どもに学習を௵せきりにな

ると思います。それから、親が関わろうと⪃えても、

中学生や高校 1 年生（10 年生）は学習内容がかなり

㞴しくなっているので、なかなか関われないことも

あるでしࡻう。 

 こうしたことから、親に関わりを促しても、子ど

もとの関ಀや学習内容が分からないと㞴しいので、

認知的ࢧポートは現実的ではないと⪃えられます。

なので、⨩を与えずに、情⥴的なࢧポートをしてい

くことが㔜せではないかと⪃えられます。 

 

ᮏ研究の㝈⏺と௒ᚋの展ᮃ 

 最後に、本研究の㝈⏺についてです（ᅗ 16）。 

 
 本研究では、子どもの失敗観を⪃៖できていませ

ん。すなわち、いくら親が認知的なࢧポートや情⥴

的なࢧポートをしても、子どもが失敗を学習に生か

すものと⪃えていない場合は、効果がないかもしれ

ません。 

 それから、失敗のཎᅉを⪃៖できていないのも一

つの㝈⏺と⪃えています。౛えࡤ、子どもがᛰけて

いて、ᑡしもຮᙉしなくて成績がᝏかった場合、「ḟ

はいい点が取れるように㡹ᙇろうࡡ」とບましても、

子どもは༢にຮᙉしていないだけだと思ってしまう

ので、あまり効果が見られないかもしれません。ま

た、失敗のཎᅉᖐ属をㄗってしまった場合は、認知

的ࢧポートでは効果が得られないかもしれません。

౛えࡤຮᙉの௙方がᝏかった場合、親が「あなたは

ຮᙉ㔞がᑡなかったから失敗したんだ。もっとຮᙉ
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しなさい」とゝっても、そもそも学習方ἲが㐺ษで

はないので学習改善が㉳こるとは⪃えにくいです。

どうして失敗してしまったのかを㋃まえたࢧポート

をしていかなけれࡤ、高い効果は見㎸めないと⪃え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表�「学習ሙ㠃における失敗ほᑻᗘの開発」 

すᮧ ከஂ☻（ᮾி኱学 学⾡研究ဨ） 

 

 まず見ていただきたいのが、ᅗ 1 です。 

 
 ⓙさんはAྩをすごくやるẼのない子だと思うか

もしれませんが、実は A ྩは⟬数が得意なのです。

私が 10 年前、ࢧタࢹースクールの講師をしていたと

きのヰです。ᅵ᭙日は学校がఇみなので、༗前中だ

け大学の学㒊生が小学生に⟬数を教えます。その指

ᑟ員になって、A ྩに出会いました。⟬数がとても

できるのに、ᛂ用問㢟になるとやりたくないとゝう

のです。 

 こういう子がいた場合、ඛ生方は「この子は多分

やるẼがない」とỴめ௜けないと思いますが、൅は

「㞴しい問㢟はどうせやってもできない」「ᛂ用問㢟

をやると多分間㐪うから、やりたくない」というお

子さんではないかと思いました。このようなお子さ

んがいるのではないかということです（ᅗ 2）。 

 もう一つは、テストが㏉༷されたけれど、間㐪え
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たところを見┤すのが面ಽくさいから間㐪えたまま

で終わって、ḟのテストでまたᝏい点数を取ってし

まう子がいます。この子は多分、自分の失敗を見る

のが᎘なのです。たくさん間㐪っているところがあ

って、「൅は㥏目だった」と思うのではないかと思い

ます。 

 
 今日のテーマは、失敗を㐣度にẼにしてしまう子

どもはいないかということです（ᅗ 3）。失敗を⤒㦂

してしまうと、「൅は㥏目だ」でストップしてしまい

ます。また、失敗を予 すると、「どうせやっても㥏

目だ」とḟの学習に進めないお子さんがいると思い

ます。 

 
 

失敗とࡣⰋ࠸もの㸽 ᝏ࠸もの㸽 

 そもそも、失敗はⰋいものなのか、ᝏいものなの

かについておヰしします。ᅗ 4 は、㠀ᖖに༢⣧なࣔ

ルです。失敗すると、自分は㥏目なのではないかࢹ

と思うことがあります。自己観は、自ᑛ感情だと思

ってください。ある分㔝で失敗してしまうと、「私は

㥏目なのではないか」と全体に影響をཬぼすという、

Harter の༢⣧なࣔࢹルです。「൅はຮᙉが得意だけど、

友達関ಀはいまいちだな」「൅はルックス最高」など

いろいろあると思いますが、一つ㥏目なことがある

と、全体に影響をཬぼすというࣔࢹルです。 

 
 細かく見ると、学習も国ㄒ、ⱥㄒ、⟬数など、い

ろいろなカテࢦリがあります。⟬数でも計⟬は得意

だけどᅗはⱞᡭなど、いろいろあると思います。こ

のように、㒊分、㒊分でできるものとできないもの

が、全体に影響をཬぼすという⪃え方があります。

これは、失敗の࢞ࢿテࣈ࢕なഃ面です。 

 一方、ポジテࣈ࢕なഃ面ですが、᫇の研究は「失

敗したらᑗ᮶に⥆く」「失敗した知識は間㐪ったまま

ぬえる」という⪃え方がඃໃでした。しかし、最㏆

の研究では、失敗することで、ḟの学習での知識の

ᐃ╔がⰋくなるのではないかという⤖果がᑡし出て

きました（ᅗ 5）。 
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 心理学における失敗について、市川ඛ生が「心理

学において失敗はどのようにᢅわれてきたのか」と

いう発表をされていたのを見つけたので、私はせ点

だけまとめます（ᅗ 6）。 

 
 最ึは行ື理論です。Ⰻい行ືには報㓘を与える

と、その行ືを持⥆します。Ỉ᪘㤋のイルカショー

で、ⱁが成ຌすると指ᑟ員が㣵をあげるཎ理です。

間㐪ってしまうと᎘なẼ持ちが生じて、行ື自体が

行われなくなるという⪃え方がඃໃで、「失敗を㑊け

ましࡻう」という時代がありました。 

 ḟに、認知発達理論は、行ື理論で出てきますが、

市川ඛ生と私の解㔘は㐪います。新しい知識を習う

とき、自分の持っている知識では理解できないとき

があります。認知発達理論は、そういうことをとて

も大஦にします。新しい知識がධってきたときに自

分の知識をᣑ大させて、会得していきます。このと

きの理論は「失敗はẼにしなくてもいいです」とい

う解㔘でした。 

 そして、認知カウンセリングは、ⓙさんごᏑじだ

と思いますが、失敗を✚ᴟ的に౑いましࡻうという

メッセージを出しています。 

 私からは、二つ詳しくㄝ明します。一つは、ᖐ属

理論です（ᅗ 7）。 

 
 ⡆༢にいうと、失敗のཎᅉをఱにồめるかによっ

て、その後の感情や行ືがኚわるという理論です。

౛えࡤテストでᝏい点を取ったとき、「自分の⬟力が

పかったから成績がᝏかった」というと、ダメージ

が大きいです。この理論では、そのときはᙉい᜝の

感情が‪くとㄝ明しています。失敗してしまったと

きは、ດ力にཎᅉをồめ、自分の㡹ᙇりが㊊りなく

て成績がᝏかったから、ດ力すれࡤいいということ

でḟの行ືに⛣ると⪃えられていました。しかし、

今はດ力を持⥆するのがいいのかという㆟論があり、

ດ力ではなく、自分のやり方にᖐ属するのがいいの

ではないかといわれています。 

 ᖐ属理論のメッセージは、「失敗にᑐしてうまく都

合Ⰻく意࿡࡙けしましࡻう。失敗してしまったら、

自分の⬟力にᖐ属させないようにしましࡻう」とい

うことです。自分が成ຌしたときは、「自分はすごい」

ともっとやるẼが出るので、都合Ⰻくうまく意࿡࡙

けをするのが一つのメッセージかと思います。 

 ⥆いて、認知カウンセリングです（ᅗ 8）。 
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 ➃的にゝうと、学習や理解における認知的な問㢟

をᢪえるேへの援助です。ᬑ通の学習指ᑟでは、子

どもが計⟬を間㐪えた場合、「ここが㐪うよ」「ここ

はṇ解」ということをします。認知カウンセリング

では、失敗したときに、「この子はなࡐ間㐪えてしま

ったのか」「ᐃ義が間㐪っていたのかもしれない」「そ

の子の知識が間㐪っていたのかもしれない」「計⟬の

ここの㒊分が㐪ったのかもしれない」などと分ᯒし

ていきます。そして最後に、失敗をඞ᭹した⤒㦂か

ら学んだことをᢳ出していきます。 

 ౛えࡤ、ある子が文❶問㢟で、ᅗを౑わずに計⟬

していました。ᅗを౑うと文❶を理解するのにすご

くᙺ立つと教えると、子ども自㌟が「ᅗを౑えࡤ、

文❶問㢟を⡆༢に解けるかもしれない」「ᅗを౑うの

はいいことだ」と思います。これを「教訓ᖐ⣡」と

いいます。そういったものをᢳ出していくことを㔜

視しています。メッセージは「失敗をḟの学習につ

なげましࡻう」ということだと思います。 

 ここまでのヰをまとめます（ᅗ 9）。失敗には、Ⰻ

い面とᝏい面があります。ᴟめて当たり前です。た

だ、⤖果が㔜せなのではありません。失敗にᑐして、

Ⰻいかᝏいか分からないけれどうまく意࿡࡙けしま

しࡻうというᖐ属理論のメッセージがあります。そ

の失敗をḟの学習につなげることこそが大஦なので

す。 

 
 

失敗をḟの学習にࡆ࡞ࡘる⪃࠼方 

 ୡの中には失敗をḟにつなげられるேと、つなげ

られないேがいますが、どこでᕪが出るのかを私た

ちは研究をしました。実証㒊㛛に⛣りたいと思いま

す。失敗観尺度の開発です。 

 ඛ行資料を調࡭ると、大きく二つの研究がありま

した（ᅗ 10）。 

 
 一つは、FT 尺度です。これは失敗に関連した研究

で、失敗にᑐするᰂ㌾ᛶなどを ᐃします。失敗を

⧞り㏉しながら、だんだん᏶全なものにしていけࡤ

いいという⪃え方がありました。それから、⟅えが

合っているかどうかではなく、⪃え方が合っている

かが大ษだという内容が FT 尺度に含まれていまし

た。 

 最㏆はもう一つ研究されていて、ຮᙉ場面に㝈ᐃ

しているわけではないですが、失敗観尺度というも

のがあります。「失敗の࢞ࢿテࣈ࢕感情౯」といって、
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失敗とは大ኚ᜝ずかしいものだという⪃え方や、失

敗から多くのことを学࡭るという「失敗の学習ྍ⬟

ᛶ」、失敗はできるだけ㑊けたいものだという「失敗

ᅇ㑊ḧồ」、失敗はㄡにでも㉳こり得るものだという

「失敗の発生ྍ⬟ᛶ」といった⪃え方が╔目されて

いました。 

 9 月ごろに、新しい尺度をどうするかでたくさん

の意見が出ました。どのようにまとめるかで、私は

この二つを大஦にしたいとゝいました（ᅗ 11）。 

 
 まず一つが、「失敗にᑐする活用ྍ⬟ᛶの認知」で

す。「失敗からఱかを学ぶⰋい機会だ」「自分が成㛗

できるチャンスだ」などの㡯目があります。「失敗に

ᑐする⬣ጾᛶの認知」は、「᜝ずかしいことだ」「自

分が㥏目なே間なことを表している」などの㡯目を

用意しました。 

 これだけではなく、場面の設ᐃをしました。この

尺度はお子さんたちをᑐ㇟にసることを⪃えていた

ので、なる࡭くල体的な場面がいいのではないかと

思いました。一つは、解⟅を間㐪えたときです。授

業で問㢟を解いて間㐪えてしまうときの失敗のྍ⬟

ᛶの認知と⬣ጾᛶの認知を ります。それから、テ

ストの⤖果がᝏかったときと、発表場面で間㐪えて

しまったときです。授業中にᡭをᣲげてゝったこと

がㄗった発ゝだったことが⤖ᵓあると思います。以

上の୕つの場面をࣆック࢔ップしました。 

 予ഛ調査の⤖果を報告します（ᅗ 12）。東໭ᆅ方

にあるබ立中学校でࢹータを取りました。中学 1㹼3

年生をᑐ㇟にしています。調査内容は、失敗観尺度

15 㡯目と、ඛ࡯どゝった「問㢟の解⟅を間㐪えてし

まった」「テストの⤖果がᝏかった」「発表場面でㄗ

った解⟅をしてしまった」の 3 場面です。 

 
 その௚に、メタ認知的活ືを取りました。౛えࡤ、

ⱥㄒのテストで間㐪えた問㢟について、その理⏤を

分ᯒしている㡯目があります。メタ認知的活ືのイ

メージとしては、自分をᐈ観的に見て、活ືを分ᯒ

するイメージでᵓわないと思います。 

 それから、ຮᙉの失敗場面にᑐするཎᅉᖐ属です。

もし自分がຮᙉを失敗してしまったときに、ఱにཎ

ᅉをồめるかをᑜࡡています。౛えࡤດ力なら「ດ

力が㊊りなかった」、ຮᙉ方ἲなら「ຮᙉ方ἲがᝏか

ったから、自分は失敗してしまった」、⬟力なら「自

分の⬟力がపかったので、間㐪えてしまった」とい

うようなものです。 

 ⤖果はきれいに二つのᅉ子に分かれました。それ

を前提にᅗ 13 を見てください。⥳Ⰽが、その失敗か

らఱかを学ぶⰋい機会だという活用ྍ⬟ᛶの認知の

一つの㡯目になっています。㯤Ⰽが᜝ずかしいこと

だという⬣ጾᛶの認知を表しています。 
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 「問㢟失敗場面」「テスト失敗場面」「発表失敗場

面」のいずれも、⥳の㒊分の活用ྍ⬟ᛶの認知は得

点に開きがありません。ただ、㯤Ⰽの㒊分を見ると、

⬣ጾᛶの認知は場面ごとに得点が㐪います。問㢟失

敗場面では 1.964 でそんなに得点が高くありません

が、テストでᝏい点を取った場合は⬣ጾᛶの認知が

高まっています。発表場面でも得点が高いです。 

 ⥆いて、メタ認知的活ືとの関連を見ました（ᅗ

14）。 

 
 まず、「失敗にᑐする活用ྍ⬟ᛶの認知」は、メタ

認知的活ືとṇの関連を♧しています。つまり失敗

したときに、これは自分にとって生きるものと⪃え

るお子さんは、ᅉ果関ಀはゝえませんが、その後自

分自㌟をᐈ観的に分ᯒするഴྥがあることが分かり

ました。 

 一方で⬣ጾᛶの認知は、౛外はありますが、メタ

認知的活ືと㈇の関連が出ています。失敗は自分に

とって᎘なものだと思ってしまうと、分ᯒにつなが

っていないことがここで明らかになりました。 

 ཎᅉᖐ属との関連を見ていきたいと思います（ᅗ

15）。 

 
 まず、活用ྍ⬟ᛶの認知です。⬟力ᖐ属で、失敗

したときに自分の⬟力がపかったから失敗したとい

う⪃え方は、問㢟失敗場面ではされないようです。 

 ⬣ጾᛶの認知がポイントだと思います。まず⬟力

を見ていただくと、全㒊┦関がプラスに出ています。

ですから失敗はᛧい、⬣ጾと思っているே࡯ど、失

敗したときに自分の⬟力がపいから失敗したという

感ぬに⤖び௜けやすいഴྥが出ています。テスト場

面においてはດ力ᖐ属と方略ᖐ属にṇの関連が出て

います。ここが面ⓑいので、⪃ᐹで詳しく見ていき

たいと思います。 

 まとめとしては、まず二つの失敗観で、⬣ጾᛶの

認知と活用ྍ⬟ᛶの認知の尺度をసりました（ᅗ

16）。 

 
 しかも 3 場面です。活用ྍ⬟ᛶの認知は、メタ認

ᅗ��

ᅗ��

ᅗ�� 

ᅗ�� 
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知活ືを促進するのではないか、つまりḟの学習に

つながる失敗観です。そして、⬣ጾᛶの認知は、メ

タ認知方略的活ືをᢚไしてしまうことが分かって

います。 

 ḟに、教育実践への♧၀についてです（ᅗ 17）。 

 
 失敗にᑐする活用ྍ⬟ᛶの認知を育むことはいい

と思います。その上で、失敗にᑐする⬣ጾᛶが高い

お子さんをどうすれࡤいいかということだと思いま

す。この予ഛ調査からゝえることは、二つあります。

一つは、⬟力ᖐ属とṇの関連があるので、ᜍらく失

敗すると「自分には⬟力がない」と自ᑛ心を下げて

しまうお子さんが多いと思います。なので、「できな

かったࡡ」「今ᅇのテストᝏかったࡡ」と₍↛とした

ものを࢕ࣇードバックしてしまうと、ダメージが大

きいと思います。 

 だから、「このやり方がᝏかったࡡ」とか、計⏬ᛶ

がஈしいお子さんには「今ᅇはテストຮᙉのスࢣジ

ࣗールの立て方がᝏかったのではないかな」「もっと

᪩めにスࢣジࣗールを立てれࡤⰋかったのではない

かな」というᙧで、ල体的にಟṇྍ⬟な点をゝって

あげるのがいいと思います。 

 そして、ດ力ᖐ属と方略ᖐ属のṇの関連が意࿡す

るところはఱかです。私の⪃えは、ດ力の௙方や方

略が、その学習者の実ែに㐺しているか☜認するస

業がᚲせではないかと思います。 

 ດ力も方略もṇの関連が出ていますが、Ỵしてメ

タ認知的活ືとṇの関連が出ているわけではありま

せん。失敗してしまったときにཎᅉの分ᯒ・整理を

しないで、「ດ力が㊊りなかったから、もっとやる」

「方ἲがᝏかったから、新しいຮᙉ方ἲを試す」と

いうところに⤖び௜けてしまうのではないでしࡻう

か。⬣ጾᛶの認知が高いお子さんには、ດ力や方略

が学習者の実ែに合っているかどうかの☜認స業を

ධれてあげることが大ษなのではないかと⪃えてい

ます。 

 

失敗ほᑻᗘを用ࡓ࠸研究の展ᮃとㄢ㢟 

 最後に、この研究の今後について⡆༢におヰしし

たいと思います。日本ேは、失敗を᜝とཷけṆめる

心理ᵓ㐀を持っていると一⯡的にゝわれています

（ᅗ 18）。今は、日本ேでも失敗を᜝とᤊえるேと、

ᤊえないேでಶேᕪがあるといわれていますが、そ

れは本当なのか、൅自㌟はとても⯆࿡があります。

日本ேは、᜝ずかしいことだという⬣ጾᛶの認知が

高いのかどうか、知りたいと思っています。 

 
 そこで、௚の国のお子さんたちにᑐしてᑗ᮶的に

調査ができれࡤいいと思っています（ᅗ 19）。 

ᅗ��

ᅗ�� 
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 また、⬣ጾᛶの認知と活用ྍ⬟ᛶの認知をクロス

させると、ᅄつの子どもീが出てきます（ᅗ 20）。 

 
 失敗にᑐする活用ྍ⬟ᛶのみを認知する子ども、

୧方高い子、⬣ጾを感じるけれど失敗を活用しよう

とする子ども、そして、活用のᚿྥᛶがపくて⬣ጾ

のみというかわいそうな子もいると思います。この

子が学校場面でどうなっているのか、とても⯆࿡が

あります。行ື観ᐹで⤖果が出るかもしれませんが、

場面᝿ᐃἲを౑えࡤ分かるのではないかと思います。 

 ౛えࡤ、A さんは⧞り上がりの㊊し⟬を間㐪えて

しまいました（ᅗ 21）。もし、あなたが A さんだっ

たら、ḟはどうしますか。 

 
 「やった計⟬をᾘしࢦムでᾘして、最ึから計⟬

し┤す」「なࡐ間㐪えたのか、ཎᅉを᥈ってみる」「取

りあえずඛ生を࿧びに行く」「教科書を見て、やり方

を☜認する」など、いろいろあります。このような

場面᝿ᐃを౑って、ඛ࡯どᣲげたᅄつのお子さんの

実ែを見てみたいと思います。 

 われわれの研究ᐊに問われる㒊分は、活用ྍ⬟ᛶ

の認知を高める実践です（ᅗ 22）。ⓙさん関心があ

ると思います。 

 
 まず、メタ認知をാかせる⤒㦂を実際にやってい

くことが大ษだと思います。ᝏい点数を取ってしま

ったときに、ᮘのᘬき出しにその⤖果をしまうので

はなく、自分はどこがᝏかったのかを分ᯒする⤒㦂

を子どもたちにして࡯しいと思います。 

 その中で一␒いいのは、教訓ᖐ⣡です。失敗によ

って自分のᙅ点が分かったので、そのᙅ点を基に、

ḟはこのようにຮᙉしてみるということです。その

失敗を㋃まえて、どのように学習するかが大ษだと

ᅗ��

ᅗ��
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お子さんが実感してくれたら、活用ྍ⬟ᛶの認知が

高まるのではないかと思います。 

 ᑡしヰがኚわってしまいますが、௚ேの失敗を分

ᯒする஦౛があってもいいと思います。౛えࡤ、A さ

んは⧞り上がりの㊊し⟬を間㐪えてしまいました。

ྑの計⟬ᘧは、ఱが間㐪っているでしࡻうか。まず、

⟅えが㐪うという目に見える㒊分がありますが、౛

えࡤ「⧞り上がりの 10 の఩のところに 1 がධってい

ない」「計⟬するときのメࣔがない」などです。ேの

஦౛を見ながら、分ᯒの௙方をᶍᨃ体㦂する活ືが

いいのではないかと思います。 

 

 ࡵとࡲ

 ୕つのテーマにἢっておヰししました（ᅗ 23）。 

 
 「そもそも失敗とはⰋいもの㸽 ᝏいもの㸽」が

ポイントではありません。Ⰻいかᝏいかはูにして、

いかにḟの学習につなげていくのかが大ษだという

ことです。そして、失敗をḟの学習につなげる⪃え

方とは、失敗にᑐする活用ྍ⬟ᛶを高めていくこと

です。最後に、失敗観尺度を用いた研究の展望とい

うことで、いろいろとおヰししました。 

 

  

ᅗ��
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㛢఍ᣵᣜ 

Emmanuel Manalo（ி㒔኱学） 

 

 I am honored to have the opportunity to provide a 

summary and the closing remarks.  Today’s presentations 

provided us with a lot of  stimulation, a lot of  new ideas, and 

a lot of  interesting things to consider (Slide 2).  I have listed 

them here in English.  Probably some of  them may be 

different from the actual program, but in the morning we 

looked at collaboration and learning strategy. We looked at 

things like learning strategy use in collaborative learning 

situations, diagram use in learning and communication, 

programs for enhancing learning strategies use, especially 

elaboration, and “essential question” generation strategy in 

classroom settings.  In the afternoon, we looked at 

educational uses and benefits of  failure including using 

difficulties that students encounter for classroom design, 

using teacher failure for classroom design, parents’ 

involvement in dealing with failure to promote learning 

strategy use and the achievement of  students, and also the 

assessment of  beliefs about failure – about the development 

of  a questionnaire and the implementation of  that 

questionnaire to find out about those beliefs. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 This has given us plenty of  things to think about and 

may cause a kind of  overload where there is too much 

information to deal with.  There is a danger here of  getting 

 

overloaded, where instead of  learning, we might end up with 

another experience of  failure!  I think we should try to turn 

this into a positive experience of  success or benefit for 

ourselves. 

 I think it is really important at this point to actually 

consider the ‘take home’ messages.  I or someone else 

cannot tell you what those ‘take home’ messages are.  They 

should be the ‘take home’ messages specifically for you.  

You leave here today after a full day of  things that you 

listened to.  So, what are the one, two, or three important 

things that you take from this?  Those things should last 

beyond this evening and beyond the train ride home. 

 Very quickly, I would like you to you write those down: 

think what your one, two, or three ‘take home’ messages are 

that you got from today’s session.  I would like you to think 

about the significance of  those.  For example: are they 

things that I can use for my teaching, research, or in what I 

do on a day-to-day basis? 

 Share with the people around you.  It might give you 

some further insights or ideas about your ‘take home’ 

messages.  Of course, different people will have different 

‘take home’ messages.  However, it is useful and beneficial 

to hear from other people about their ‘take home’ messages. 

 To finish, I want to mention that this is the end of  the 

project called “Elucidating the mechanisms of  spontaneous 

learning strategies use and the applications to educational 

practices” (Slide 4).  It is a JSPS-supported project from 

2011–2014 that is finishing this month.  I have been in the 

position of  leading that project.  I come to this point in time 

with mixed feelings.  On the one hand I feel very happy 

with our achievements, especially in terms of  what we have 

managed to do in research.  At last count we have almost 

60 full text research publications for that project.  In 

addition, one thing that I feel quite proud about is that we 

received the best paper award in one recent conference for a 

paper we produced in that project as well.  That is the 

happier side of  things.  However, there is also the sad side: 

to see a project that you have been involved with for four full 
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years coming to an end.  Being on this project for four years, 

I feel like it is not finished yet.  You still want to continue 

working with the colleagues who have been involved in this 

project during those four years. 

 This is also the beginning of  another project (Slide 5).  

This project has sort of  smoothly transitioned into another 

project, which is “The development of  school education and 

the elucidation of  mechanisms to promote effective learning: 

taking advantage of  the opportunities that ‘educational 

failure’ presents”.  It is actually another four-year project 

that started in 2014 and will continue until 2017 with 

Professor Ichikawa as the head.  One really good thing 

about it is that the membership is almost shared.  There are 

a lot of  members in the new project from the previous 

project.  There are a lot of  other people who are also linked 

to it even if  they are not formally part of  the project. 

 On that note, I want to finish by thanking all of  the 

presenters today.  We have had very good, very high-quality 

presentations today.  Even though the presentations are 

only about 20 to 25 minutes each, and even though in many 

cases we failed in keeping time, the amount of  time that goes 

into preparing for these presentations is quite significant.  

Therefore, I would like to ask you to put your hands together 

to thank the presenters today. 

 I would also like to thank the members of  our team, 

especially the ones who were involved in the first earlier 

project that is finishing.  They have done a wonderful job in 

this project.  I am proud to have been a part of  such a great 

and productive team.  Could we put our hands together to 

express appreciation of  those members? 

 Finally I would like to say thank you to all of  you in the 

audience today (Slide 6).  The research that we are doing 

would not be meaningful if  it were not for you.  You are the 

ones who are going to be using it, which is partly why it is 

important to have those ‘take home’ messages.  You are the 

ones who are going to be working with the students or who 

are going to continue researching these things.  It is 

extremely important to have your participation in this.  

Every year we look forward to this opportunity to actually 

interface with you and share what we have found.  I do not 

think it worthwhile to keep what we are finding to ourselves.  

That interface with people who are really in education is 

extremely important.  Thank you very much. 
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シンポジウム 「自己学習のできる子どもを育てる」 

̿小学校における取り組みの最前線̿ 

���� ᖺ �� ᭶ � ᪥（᪥）�����㹼����� 

⚄ᡞᅜ㝿఍㆟ሙ ���（�㝵） 

 

 

᯽ᓥ小学校の教育 

̿᪥ࠎのᤵᴗを㏻ࡌてメࢱㄆ▱を育てる̿ 

⸨⃝ ಙ⩏（಴ᩜᕷ❧኱㧗小学校） 

 

 私は、今は大高小学校の校㛗をົめていますが、ᖹ

成 21㹼24 年は柏島小学校の校㛗でした。行ᨻでの⤒

㦂年数が㠀ᖖに㛗く、┴の⥲合教育センターを出て

からすࡄに校㛗になりました。柏島小学校は私がึ

めて校㛗をົめた学校です。それまでは行ᨻの立場

から学校へいろいろとお願いをしていたのですが、

実際に自分が学校を㐠Ⴀすることになり、これまで

自分が㌟に௜けたことを全て出すつもりで学校⤒Ⴀ

にあたりました。 

 この研究会はᖹ成 22㹼24 年の 3 年間、助成を頂い

てጞめました。研究会をやろうとゝったときは、大ኚ

なのは分かっていましたから、ㄡも㈶成してくれま

せんでした。しかし、これが終わって、市川ඛ生や植

阪ඛ生に「こんな学校をつくって࡯しかったんだ」と

ゝわれたときは、ᾦをὶすくらい本当にうれしくて、

全⫋員が「やったかいがあった」と感じたと思います。

柏島小学校のような学校をつくれて本当にᖾせだっ

たと思っています。 

 そして、今は大高小学校で一生ᠱ࿨取り組んでい

ます。大高小学校は、柏島小学校の 3 ಸ以上のඣ❺数

で、⫋員は 95 ேもいます。柏島小学校とはやり方を

ኚえるᚲせもあると⪃えています。ṧされた時間も

ᑡないので、㡹ᙇっているところです。 

 

᯽ᓥ小学校のᴫせ 

 現在の柏島小学校のඣ❺数は⣙ 320 名です。20 年

ど前は࡯ 1000 ே㏆くのඣ❺がいました。校⯋は 1 ⯋

から 3 ⯋まであります。≉ู支援学⣭は情⥴㞀ᐖと

知的㞀ᐖが 1 学⣭ずつでしたが、今は情⥴㞀ᐖがも

う 1 学⣭ቑえて、合計 3 学⣭になっています。 

 私は 1 学年につき 3 学⣭ࡄらいが一␒やりやすい

のではないかと思っていますが、柏島小学校は 1 学

年につき 2 学⣭࡯どで、中つᶍの学校だと思ってい

ただけれࡤと思います。 

 学༊には、ඣ❺㤋やබẸ㤋などは一ษありません。

こういう学校も⌋しいと思います。しかも、学校は倉

敷の西の➃に఩⨨しています。この㎶りは、⏫は㏆い

のですが、࿘りは田んぼと⏿で、࣋ ッドタウンとして

ఫᏯᆅが多く㐀成されました。しかし、現在、そこに

ఫんでおられる方は、お年ᐤりが㠀ᖖに多くなって

います。そのお年ᐤりたちがこの学校を助けてくだ

さいました。 

 小学校は中学校と㐪って、同じඛ生が国ㄒや⟬数

などの全ての教科を教えます。ですから、担௵の⫋員

はみんな同じようなことでᅔっているので、᫇から

一⥴に研究する文໬があります。これはいいことで

はないかと思います。ただ、担௵ไでの問㢟は、ඛ生

によって㝶分と力㔞が㐪うことです。ⱝい⫋員も࣋
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テランの⫋員もみんな担௵をしているので、その力

㔞のᕪをఱとかしないといけないと思いました。1 年

生から 6 年生まできちんと柏島小学校のやり方をつ

くろうという思いで、研究をጞめました。このことは、

⫋員にもཱྀを㓟っࡥくしてゝってきました。本当に

よく௜いてきてくれたと思います。 

 柏島小学校の学校教育目ᶆは、「心㌟ともにたくま

しく、実践力のある心㇏かな子どもを育成する」とい

うものです（ᅗ 1）。 

 

 校訓は「進んで ௰よく 最後まで」で、これが้

まれた▼☃も設⨨されています。100 年࡯どたつとこ

ういう▼☃をసったりすると思いますが、どこの学

校にもこういうものがあります。それを子どもたち

の合いゝ葉にして、子育てをしています。めࡊす教師

ീは、「ඣ❺・ಖㆤ者・ᆅᇦに信㢗される教師」です。 

 また、年度ごとに、校㛗から⫋員にᑐして㔜点目ᶆ

を出します（ᅗ 2）。 

 

 私が校㛗時代に出した目ᶆはභつあります。一つ

目は、「授業改善を行い、学力のྥ上をᅗる」ことで

す。二つ目は、「ᒃ場所があり、自己⫯ᐃ感を高める

学⣭・学校㐠Ⴀを行う」ことです。୕ つ目は「≉ู支

援教育の඘実をᅗる」ことです。これは現在、学校で

は大ኚな課㢟になっています。ᅄつ目は「基本的生活

習័の☜立をめࡊす」ことです。これができていない

と、学習が全く進みません。柏島小学校の場合はある

程度はできていたのですが、Ỵまり஦はࡤらࡤらで

した。஬つ目は、「ಖㆤ者・ᆅᇦのேに信㢗される学

校をめࡊす」ことです。ࡦࡐ学校にධってくださいと

いうことを進めました。භつ目は、「౑࿨感・連ᖏ感

にあࡩれた活力ある教⫋員集ᅋをつくる」ことです。

ᒸ山┴ではⱝいඛ生がᛴ⃭にቑえており、そういう

ேたちをఱとか一ே前にするために、資質のྥ上に

ྥけて一⥴に㡹ᙇっていくᚲせがあります。 

 柏島小学校にはいろいろな課㢟がありました。౛

えࡤ学力は、国ㄒは全国ᖹᆒに達している一方で、⟬

数は全国ᖹᆒにᒆかない≧ἣでした。基本的な学力

においてᕪが出てきてしまっており、ఱとかしない

といけないと感じました。また、ᆅᇦやಖㆤ者の教育

力がప下ഴྥにあります。かつて、ᆅᇦの子ども会へ

のຍධ⋡は 8 ๭程度だったのですが、今ではもう 2 ๭

どで、子ども会にධっている子ども自体もᑡなく࡯

なってしまっています。しかも共✌ࡂのᐙᗞが多い

ので、こうした会の㐠Ⴀはᆅᇦにいるお年ᐤりが担

っています。 

 

ᒸᒣ┴学ຊ࣭ே㛫ຊ育ᡂ᥎進఍㆟における,)ࣛࣉン 

 そういうときに出会ったのが、ᒸ山┴学力・ே間力

育成᥎進会㆟における IF プランです（ᅗ 3）。 

ᅗ� 

ᅗ� 
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 බ┈㈈ᅋἲே福Ṋ教育文໬᣺⯆㈈ᅋは、ᵝ々な研

究助成をしてくださっています。柏島小では、1 年に

100 ୓෇ずつ、3 年で合計 300 ୓෇の助成金を頂いて

研究を進めました。この IF プランは、もともとは市

川ඛ生が⪃えたものを、࣋ࢿッセの♫㛗がᒸ山で᫝

㠀やってみたいということでጞめられたそうです。

柏島小は、➨஬ᮇになります。「教えて⪃えさせる授

業」「学力・学習力の࢔セスメントテスト」「学習ἲ指

ᑟ」「授業外の学習支援機⬟」「学校とᆅᇦの連携した

教育プログラム」「授業外学習ポイントไ度」といっ

たことをキーワードにして、これらを 3 年間で取り

組むというものです。本校の⫋員には「校㛗ඛ生、こ

れを全㒊やるのですか」とゝわれてしまいました。 

 研究୺㢟は「ᐙᗞ・学校・ᆅᇦが協ാしてࠗ ே間力࠘

をはࡄくむ学校の๰㐀」です（ᅗ 4）。 

 

 これは学校の๰㐀の研究です。ᬑ通なら小学校の

場合は 1 教科の研究が多いのですが、学校࡙くりを

やろうということです。ᐙᗞのᙺ๭、学校のᙺ๭、ᆅ

ᇦのᙺ๭をそれぞれ果たしながらつくっていきまし

 。うというイメージですࡻ

 研究௬ㄝは、さまࡊまな国や┴の஦業を活用して、

ࠗ」テーマであるࣈࢧ 教えて⪃えさせる授業࠘の実践

と学校支援࣎ランテ࢔࢕の活用」によってே間力を

育むことができるというものです（ᅗ 5）。 

 

 ただ、ே間力の育成ල合は分かりにくいので、その

効果を学校力で ることにしました。学校力とは、ඖ

⟃Ἴ大学の小島ඛ生によれࡤ、指ᑟ力、⤒Ⴀ力、スク

ール࢔イࢹンテ࢕テ࢕、学力、Ᏻ全・༴機⟶理の⥲体

を指します。 

 研究にあたっては、いろいろな助成金や国の஦業

をたくさん活用しました（ᅗ 6）。 

 

 教育ጤ員会からは「柏島小学校にこんなにできる

のか」とゝわれたのですが、私には຾⟬がありました。

ただ、生ᾭ学習については、ṇ┤にゝって、ඛ生方は

あまり知らないのです。㢗りないくらい全く分かっ

ていないので、取りあえず、教えて⪃えさせる授業に
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ྥけた IF1 から IF4 までしてもらって、IF5 と IF6 に

ついては私と教㢌でやりました。࡯とんどの内容は、

私たち➨ 5 ᮇの前からずっとやってきていたことだ

ったので、そのいいとこ取りをすることからጞめま

した。そして、生ᾭ学習の IF5 と IF6 も含めて、柏島

小学校の場合は༙年࡯どでᙧにすることができまし

た。ኟఇみにある最ึの஺ὶ会では、一ᛂですが、全

てᙧになっていたので㦫かれました。ただ、そうはゝ

ってもᙧだけなので、これをもっと深めていきまし

 。うということで取り組んでいきましたࡻ

 IF5 では、学校支援ᆅᇦ本㒊の⪃え方をඖに組⧊࡙

くりを進めました。学校支援ᆅᇦ本㒊とは、ࢥー࢕ࢹ

࣑、ーターがいて、子どもたちに஑஑を教えるࢿ シン

の授業のᡭఏいをする㺂๧ᐃをするといった࣎ラン

テ࢔࢕をເるというものです。柏島小学校の場合は、

155 ே࡯どの࣎ランテ࢔࢕に協力していただきまし

た。IF6 の授業外学習ポイントไ度は体㦂学習のため

のもので、子どもたちは、ᨺ課後やᅵ日にᆅᇦに出て

いって、いろいろなプログラムをこなしてポイント

を集めます。 

 ここからは、ඛ࡯どの㔜点目ᶆに↷らしてྛ IF プ

ランを見ていきたいと思います。 

 

ᤵᴗᨵၿを⾜࠸㸪学ຊのྥୖをᅗる 

 
 IF プラン 1 の取り組みについてです（ᅗ 7）。 

 

 小学校の教員の場合、指ᑟ案を書いて授業を見て

もらう機会というのは年に 1㹼2 ᅇです。しかし、1㹼

2 ᅇ指ᑟ案を書いただけで実力がつくとは思えませ

ん。そこで、柏島小学校の場合は、1 ே当たり 2 ᅇは

授業をබ開するようにしました。研究のメーンであ

る⟬数は全体で見に行き、⟬数以外の教科も✵いて

いる時間に見に行くというᙧで行いました。 

 そして、自分が持っているே⬦を㝈りなく౑って、

ᒸ山┴でトップクラスのඛ生方に指ᑟしていただき

ました。私が以前に໅めていたᒸ山大学教育学㒊㝃

属小学校の同൉や後㍮、┴の教育ጤ員会にいたとき

に஺ὶがあったඛ生方に、ᡭᘚ当で協力していただ

きました。指ᑟ案をసるときもཧຍしていただきな

がら、やっていました。こんなに多くのඛ生方に教え

ていただける機会はなかなかないので、ຮᙉになっ

たと思います。 

 教えて⪃えさせる授業というのは、予習を含める

と 5 段階に分かれます（ᅗ 8）。 
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 市川ඛ生は予習をᚲ㡲とはしておられませんが、

柏島小では、「予習」「教師のㄝ明」「理解☜認」「理解

深໬」「自己評౯」の㸳段階で行いました。そして、

子どもたちにも分かるように、「めあて」「大ษ」「た

しかめ」「チャࣞンジ」「今日の学習で」とゝい᥮えて、

ラ࣑ࢿートでసった表♧をྛクラスに⨨きました。 

 また、共書きといって、私も柏島小学校でึめて実

施したのですが、ඛ生が㯮ᯈに書くのと同じスࣆー

ドで、子どもたちに文Ꮠを書かせました。1 年生は 9

月あたりからだんだん文Ꮠを書きはじめるのですが、

ᑡしずつ時間をおいてやっていきました。この取り

組みにより、子どもたちは書くスࣆードが㠀ᖖに㏿

くなりました。これは柏島小学校の≉ᚩですが、授業

は㠀ᖖにスࣆー࢕ࢹーです。教えて⪃えさせる授業

の 4 段階を 1 時間の授業に全てධれると、㠀ᖖに時

間がかかります。そのため、ඛ生も子どもも一つ一つ

の活ືが㏿いです。そういうスࣆード感を毎日の授

業のなかで養っていきます。 

 研究のᰕとして、「ࠗ 教えること と࠘ࠗ ⪃えさせるこ

と の࠘明☜໬」を大ษにしています。これはㄡでもや

っています。当たり前のことですが、ⱝいඛ生にとっ

ては⤖ᵓ大ኚなことです。これがきちんとしている

ことが大ษです。また、研究୺௵を 1 ே、ప学年、中

学年、高学年にጤ員を 1 ேずつ㓄⨨し、そのேたちに

は㔜い校ົ分ᤸをさせないことにしました。1 ே 1 ᙺ

ですから、ⱝᡭも大ኚです。みんなが㡹ᙇってやらな

いといけないという≧ែで、学校をつくっていきま

した。௻⏬会㆟でỴまったことは全てྛ学年に下ろ

して共通理解をᅗりました。そして、༞業時、つまり

中学校に上げるまでにどんな子にしたいのかという

ことを⪃えるようにしました（ᅗ 9）。 

 

 ౛えࡤ中学校にධって最ึにテストがありますが、

それにྥけてどんなຮᙉをしていいのか分からない

ような子にはするなというヰをしました。自分でき

ちんとテストຮᙉができる子にしようということで

す。そのためには、ప学年、中学年、高学年でそれぞ

れどういうことにẼを௜けたらいいのかということ

を㏫⟬して取り組みました。 

 教えて⪃えさせる授業の予習段階についてです

（ᅗ 10）。 

 

 ప学年の子どもに予習をさせるのがどんなに⮳㞴

の業かということは、小学校のඛ生はお分かりだろ

うと思います。ᨺっておいたら⤯ᑐにできません。ప

学年の子どもはಖㆤ者の力を೉りないとできないの

で、ಖㆤ者の方にもㄝ明し、学校でも一⥴にヰをして

進めていきました。最ึはᏐも書けない 1 年生がఱ

をするのかというと、教科書の本読みです。国ㄒは≉

にこれが㔜せですが、まず、今日やるところのページ

を読みます。読めるようになったら、大஦だと思うと
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ころや分かったところに࢔ンダーラインをᘬいてい

きます。そして、基本の問㢟を⪃えてみて、Ꮠが書け

るようになったら、分かったことや思ったことをࣀ

ートに書いていきます。こういう指ᑟを、ప学年、中

学年、高学年において同じように行います。中学年で

は分からなかったことや㞴しかったことをࣀートに

書くこと、高学年では自分のめあてを書くことが௜

ຍされます。めあてとは、本᮶は教えて⪃えさせる授

業には含まれません。こういう予習段階でのめあて

がධったのは柏島小学校からだと思います。こうい

うことをすると、「ここまでは分かったけれども、こ

こからはㄝ明ができない」「ここまでは分かったけれ

ども、ここからは分からない」という意識で授業にධ

ります。そうすると、担௵のඛ生がᑜࡡれࡤ、「ඛ生、

ここが分からなかった」とゝえるようになります。せ

するに、最後の自己評౯のところで、「ここのところ

は分かった。今日はそれがⰋかったと思う」、あるい

は「この㒊分のところをもうちࡻっとᐙでやってお

かないといけないかな」ということを子どもが自分

で思うことができたら、学習のࢧイクルがᅇってい

くと思います。 

 ㄝ明の段階では、基♏的・基本的な学習஦㡯をㄝ明

します（ᅗ 11）。 

 

 今までの問㢟解Ỵ学習では、ᬑ通は教科書を見せ

ないで問㢟を解いていました。しかし、教えて⪃えさ

せる授業ではඛに予習をしているので、教科書を౑

います。教科書の問㢟を解きながら、より㞴しいチャ

ࣞンジ問㢟に進んでいくというᙧになっているので、

実際に自分で問㢟を解きながら、一⥴に⪃えながら

進めていきます。1 年生だと、おはじきやࣈロックを

ືかしたり、ᅗをᥥいたりしながら、今日の時間での

大ษなことを教えていきます。大ษなことがඛに出

ているということです。ᬑ通ならまとめが一␒ඛに

出ていきますが、ここではㄝ明の時点で、今日の授業

で大ษなことをしっかり教えるわけです。 

 理解☜認の段階では、ㄝ明と同程度の問㢟を実際

に 1㹼2 問やってみます（ᅗ 12）。 

 

 その中でペ࢔学習を行い、ペ࢔でㄝ明し合い、理解

☜認をします。この理解☜認の段階でしっかりやっ

ていれࡤ、子どもたちはḟのステップへ「よし、やろ

う」と進むことができます。 

 理解深໬では、ᬑ通に解く問㢟よりかなり㞴しい

チャࣞンジ問㢟に取り組みます。私がおヰを⪺いた

ときは、市川ඛ生は、チャࣞンジ問㢟の㞴᫆度は 3 ๭

。っていましたࡷらいの子が解けるくらいとおっしࡄ

今は 5 ๭ࡄらいとおっしࡷっていますが、あくまで

最ึは 3 ๭の子ができるような問㢟にして、あとは

グループ学習で教え合っていきます。そして、どうし

ても分からなかったら、最終的には教師が教えてい

ます。 

 自己評౯の段階についてです。ᬑ通の問㢟解Ỵ学

習の授業であれࡤ、めあてがあって、その後にまとめ

があります。まとめでは、この授業でຮᙉすることだ

けをまとめていくのがᬑ通です。しかし、そうではな

くて、「この方ἲを౑ったらできた」「こう⪃えたら分

かった」「こう⪃えたらよかったんだ」「このḟはこう
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やったらできそうだ」といった、ḟにつながる自己評

౯がධってきました。これがすごく大きかったと思

います。今、ᒸ山┴でも、最後に᣺り㏉りをするよう

にしましࡻうとゝっています。自分の分からないこ

とが分かる子どもに育てることで、学習ࢧイクルを

ᅇせたらいいと思います。 

 理解深໬では、教え合いの課程があります（ᅗ 13）。 

 

 最ึは一ே学びの場、つまり自分でやってみて、ḟ

はグループでの学びの場で஫いの⪃えを共᭷し、教

え合います。私は最ึ、子どもは「分からない」「自

分はできなかった」といったことはゝえないのでは

ないかと思っていました。しかし、1 年たつと、「൅

はここまでは分かるけど、ここが分からないから教

えて」とゝえるようになりました。これはすごいこと

です。1㹼2 年生だと、ᬑ通なら、間㐪っていてもᖹ

Ẽでㄝ明して、⪺いている方も「よろしい」とゝいま

す。それをᑡしずつでも「分からない」とゝえる子に

していけるように取り組みました。1㹼2 年生はやは

り時間がかかり、グループ学びもまだできないので、

ேをኚえてㄝ明してみます。ㄝ明がⰋかったらニࢥ

ちࡷんマークをもらうといったᙧで授業を進めてい

きます。 

 自己評౯の段階では、分かったことや分からない

ことが自分で分かる≧ែに持っていきたい、分から

ないことが分かったときに自分で分かろうとする子

どもにしていきたいということです（ᅗ 14）。 

 

 内容としては、分かったことや分からないこと、思

ったことを書きます。最ึは▷冊を持たせて、「こん

な自己評౯でいいんだよ」ということを教えていま

した。それを見ながら、こういうことを書けࡤいいと

いうことが分かってくると、子どもたちは自分でき

ちんと書けるようになります。ⱝいඛ生は子どもの

力を㐣小評౯していますが、それは子どもを知らな

いからです。やれࡤやる࡯どこんなになるのだとい

うことを᪩く感じさせてやりたいと、私はいつも思

っています。 

 メタ認知の力がついていくと、学習ࢧイクルがど

んどんᅇっていくというのが一つの௬ㄝです（ᅗ 15）。 

 

 分からないことがあってもᨺっておくような子ど

もになってはいけないということです。 

 IF プラン 2 についてです（ᅗ 16）。 
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全国学力・学習≧ἣ調査は、小学校では 6 年生だけで

調査しています。6 年生だけの調査⤖果で一႐一៧し

ています。そういう中で改善⟇を⪃えるといっても

なかなか㞴しいので、私はあえて 3 年生からጞめま

した。࣋ࢿッセ⥲合学力調査を用いて、3 年生から 6

年生まで⤒年評౯が れると思ったからです。そこ

で分かってきたᝏいところをしっかりやっていこう

ということです。5 月にテストをしたらኟఇみ前に㏉

ってくるので、そこで⤖果を分ᯒして子どもたちに

ᐟ㢟を出したり、いろいろな教え方を⪃えていった

りしました。↓理もありませんが、1㹼2 年目はなか

なか成果が出ませんでした。しかし、3 年目には、4

年生も 5 年生も 6 年生もṇ⟅⋡がྑ⫪上がりに上が

っていきました（ᅗ 17）。 

 

 ≉に 3㹼4 年生は教えて⪃えさせる授業を 1㹼2 年

生からずっとやっているので、ス࢔ࢥにすごくᕪが

出てきました。ᖹ成 24 年には 7㹼8 ポイント上がって

いる学年もあります。下の学年からやってきたこと

が✚み㔜なって、成果として出てきていると思いま

す。 

 ྛ学年のṇ⟅⋡の᥎⛣を A㹼D ᒙに分けて見てみ

ました（ᅗ 18）。 

 

 4 年生の D ᒙは下がっていますが、高学年になる

ど問㢟が㞴しくなって、3㹼4࡯ 年生でつまずいた子

どもたちはなかなか上がれないという現実が見て取

れます。ただ、4 年生はA㹼C ᒙで学力のྥ上が見ら

れるということで、感ゐとしては、やはりప学年から

教えて⪃えさせる授業のやり方できちんとやってい

くと、学力は上がるとゝえると思います。 

 ᬑ通は研究授業が 1 年に 1㹼2 ᅇです。どれだけ㡹

ᙇって指ᑟ案をసっても、研究授業が終われࡤそれ

で終わりというのではいけません。この研究で一␒

Ⰻかったのは、毎日が取り組みであることです。౛え

数は毎日ありますから、その中でいろいろな取⟭ࡤ

り組みをしていくとなれࡤ、やらࡊるを得ません。ඛ

生はみんな、ᯈ書や授業で౑うࣀートを 1 冊ずつ持

っています。それは当たり前のことですが、そこまで

やったことは多分ないと思います。 

 全国学力・学習≧ἣ調査の⤖果では、⟬数B（ᛂ用）

の方が、伸び⋡が高くなっていました（ᅗ 19）。 
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 全国ᖹᆒの 100 を㉸えています。≉に「数学的な⪃

え方」や「数と計⟬」が⤖ᵓ上がっています（ᅗ 20）。 

 

 それから、「習ったことのなかで、ఱがよくわから

ないかはゝえますか」という࢔ンࢣートでは、ᚤጁで

はありますが、分からないことが分かる子どものẚ

⋡がᑡしずつ上がっています（ᅗ 21）。 

 

 「授業で学習したことを、自分でわかりやすくまと

めている」「わからないことは、そのままにせず、分

かろうとしていますか」といった質問に「とてもあて

はまる」「まああてはまる」とᅇ⟅したேのẚ⋡は㌺

୪み上がっています（ᅗ表 22）。 

 

 こんな子どもになって࡯しいとఱ度もゝっている

ので、そのせいかもしれませんが、自分たちでもそう

いうことを意識しているのだと思います。 

 IF プラン 3 についてです（ᅗ 23）。 

 

 1 年目はメタ認知などとゝわれても全く分かりま

せんでした。心理学にもそんなに詳しくなかったの

で、よく分からないまま、見よう見まࡡでやっていま

した。植阪ඛ生のおかげでだんだんゝ葉も分かるよ

うになってくると、教えて⪃えさせる授業は認知心

理学との関ಀでできていることが、やっと実感でき

ました。 

 子どもたちが日々ኚわっていくので、最ึは᎘だ

と思っていたඛ生たちも✚ᴟ的になっていきました。

⫋員ᐊでもチャࣞンジ問㢟がどうだったかというヰ

㢟が出たりして、┦஌効果を実感しました。この学習
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で大ษなことはఱか、ᐙᗞ学習はどうしたらいいか、

そこに書いてある予習はどうするかというあたりの

ことを全てきちんとᢲさえていきました。 それが

生きてきて、今度は学び方 5 というものが出てきま

す（ᅗ 24）。 

 

 これは植阪ඛ生が教えてくださったことです。学

習方略や学習観にどういうものがあるかということ

を教えてくださって、最ึはいろいろなことをᣲげ

ていたのですが、⤠ったらどうですかというご指ᑟ

を頂いて஬つに⤠りました（ᅗ 25）。 

 

 一つ目の「まちがいから学ぶ」とは、⡆༢にゝうと、

テスト┤しを㡹ᙇるということです。二つ目の「ㄝ明

をしてみる」とは、自分の⪃えがはっきりしているか

どうかを、友達にㄝ明してみるという取り組みです。

୕つ目は「ࡦとことࢥメントを書く」、ᅄつ目は「ᅗ

や⤮にかいて⪃える」、最後は「キーワードを見つけ

る」です。2 年目の後༙から授業の中でもこれを取り

ධれ、3 年目はᐙᗞ学習にも取りධれて、学び方 5 を

やるようにしました。そのとき、ಖㆤ者にもプリント

を㓄ったり、ㄝ明したりしました。また、ᐙᗞ学習で

こういうことをしたらどうかという指ᑟもしていき

ました。さらにࣀート検ᐃ集会を開いて、子どもたち

はⰋいࣀートのポイントをᢲさえていきました（ᅗ

26）。 

 

 子どもたちの目の㍤きというか、一生ᠱ࿨さが

日々ኚわってくるのが分かったので、それに㈇けら

れないという思いでඛ生方も㡹ᙇったと思います。 

IFプラン4では、ᮅの学習┦ㄯを行いました（ᅗ27）。 

 

 市川ඛ生は教育┦ㄯをఱ年も前からなさっていて、

それを基にして㺂大ษな学習観や学習方略をまとめ

られました。これを自分ができるかというと、なかな

か㞴しいのです。認知心理学的な方略を౑いながら

教えるというのは⤖ᵓ㞴しいので、見よう見まࡡで

⥆けてきました。わずかな子どもしか᮶ませんが、ᮅ

読書の時間に自発的に᮶た子をᑐ㇟に┦ㄯᑐᛂをし

ています。また、柏小ᨺ課後ࢧポート教ᐊを設けてい
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ます。これはᨺ課後の学習です。ᑡしずつ認知カウン

セリングを取りධれています。ᅗや表をඖにして⪃

えたりわかったことをㄝ明したりしながら、一⥴に

ຮᙉして、こういうやり方をしたらいいのではない

かという指ᑟをしていきました。 

 

ᒃሙᡤ࠶ࡀりࠊ自己⫯ᐃឤを㧗ࡵる学⣭㺃学校⤒Ⴀを

 ࠺⾜

 
 小学生は学ⱁ会や㐠ື会といった行஦によっても

㠀ᖖに伸びます。また、学⣭⤒Ⴀがうまくいっていれ

ᡭをᣲげて「分からない」とᖹẼでゝえるように、ࡤ

なります。学校は間㐪ってもいいところで、間㐪って

いるேがいるからよりよく分かるという理解が深ま

るということです。そうしたᒃ場所があり、自己⫯ᐃ

感を高める学⣭・学校㐠Ⴀを行うために、柏島小学校

は㐠ື会もᚲṚにやります（ᅗ 28）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、力を合わせてカッターをこいだりᆅᘬき⥙

をᘬっᙇったりするᾏの学習にも行っています（ᅗ

29）。 

 

 ᅗ 30 は学ⱁ会のᵝ子です。 

 

 こういうものを一生ᠱ࿨やっていると、ᆅᇦの

方々から信㢗してもらえます。授業よりも、むしろこ

ういった行஦の方が、ᆅᇦの信㢗を得られます。 

 

≉ูᨭ᥼教育の඘ᐇをᅗる 

 ≉ู支援教育についてです。発達㞀ᐖの子どもの

๭合はቑえています。文㒊科学┬によれࡤ、数年前は

一つの学⣭に 6.3㸣という๭合でしたが、今はそんな

⋡ではありません。ᒸ山┴の 3 ṓඣ೺デでは、5 年前

とẚ࡭てಸ以上になっています。ᑵ学指ᑟを今やっ

ていますが、大高は、市にあげる書㢮だけで 14.7㸣に

なっています。それくらいቑえていますから、ここを

大ษにしないと、今、学⣭⤒Ⴀが成り立たない≧ἣに

なっています。 

 

基ᮏ的⏕活習័のᐃ╔をᅗる 

 基本的生活習័がᐃ╔していないと、やはり学習
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は進みません。㠐をきちんと୪࡭る、挨拶がきちんと

できるといった当たり前のことが当たり前にできる

ような学校にしようということで、取り組んでいま

す（ᅗ 31）。 

 

 基本的生活習័がᐃ╔している子どもは、成績が

いいという┦関も出ています。 

 

ಖㆤ者࣭ᆅᇦのேにಙ㢗ࢀࡉる学校をࡍࡊࡵ 

 ಖㆤ者・ᆅᇦのேに信㢗される学校を目指して、い

ろいろなことをしました（ᅗ 32）。 

 

 新しいことを、これでもかというࡄらいやりまし

た。ⱝいඛ生には、失敗してもいいから新しいどんど

んするようにとヰしています。 

 柏島小学校は、もともとはᅗ 33 のような学校でし

た。 

 

 これをቯすわけにはいきませんから、教育ጤ員会

と஺΅して、ቨをሬり┤しました。Ṕ代の校㛗ඛ生が

できなかったことを、私が᮶てすࡄにやりましたの

で、࿘りは「やはり今年᮶たඛ生は㐪うな」とゝって

くださいました。それだけでも大ኚありがたく思い

ました。体育㤋も࡯とんど新設されましたし、トイࣞ

も改ಟしました。このことで、ᆅᇦのேの信㢗をます

ます得ることができました。 

 また、倉敷市でึめてᘬきΏし訓練を行いました

（ᅗ 34）。 

 

 3.11 を教訓に、全ඣ❺をಖㆤ者にᘬきΏす訓練を行

いました。新⪺にも取り上げられています。新⪺やࢣ

ーࣈルテࣞࣅなどを活用した⤖果、「なࡐ柏島ࡤかり

こんなによくᫎるのか」とゝわれましたが、そのおか

げで、ここでも信㢗を得ることができました。 

 IF プラン 5 についてです（ᅗ 35）。 
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 ࣎ランテ࢔࢕ルームを新設したことで、࣎ランテ

の方がたくさん集まるようになりました。࣎ラ࢔࢕

ンテ࢔࢕のⓏ録者は 155 ேです。学習支援や⎔ቃ整

ഛ、ᮅኤのᏳ全パトロールをしていただきました。࣎

ランテ࢔࢕Ⓩ録証明書も発行しています（ᅗ 36）。 

 

 学校の教育プログラムは本≀ᚿྥです（ᅗ 37）。 

 

 ౛え࢜ࡤペラを࿧んできて子どもたちに見せまし

た。これはᆅᇦのேにも開ᨺしています。それから、

カルࣅーの出前講ᗙを㢗みました。おやつもいただ

けるので、子どもが႐びました。また、山㝧新⪺のさ

ん太ྕという多目的活ື㌴を࿧んで、出前授業をし

てもらいました。ごみ現場で実際にごみを集めると

いう活ືもしました。௚にもಖᗂ小連携研究会では、

ಖ育ᅬᗂ⛶ᅬのඛ生方と連携しながら子どもたちと

ᅬඣの஺ὶを行っています（ᅗ 38、39、40）。 
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また、ᆅᇦ୺体の教育プログラムも行っています（ᅗ

41）。 

 

 ᅗ 42 は࣎ランテ࢔࢕の活ື実績です。 

 

 合計ே数は 7350 となっていますが、実際には 1 年

間で 8000 ேが活ືしています。᫇は࡯とんどできて

いなかったのですが、今では 8000 ேが࣎ランテ࢔࢕

にཧຍしています。 

 いきいき子ども支援の会によるᅵ日の体㦂学習も、

年に 1 ᅇから月 2 ᅇにቑえました（ᅗ 43）。 

 

 IF プラン 6 についてです（ᅗ 44）。 

 

 私は教育ጤ員会にいたときに、美術㤋などに↓料

でධれるパスポートをసったのですが、そういった

ものを活用しながら「いきいきポイントラリー」を行

いました。こういった活ືでは、ಖㆤ者の⪃え方によ

ってཧຍの 2 ᴟ໬見られました（ᅗ 45）。ಖㆤ者の意

識をኚえるのは、今後の大きな課㢟です。 
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౑࿨ឤ࣭㐃ᖏឤにࡓࢀࡩ࠶活ຊ࠶る教⫋ဨ㞟ᅋをࡘ

 るࡃ

 

 
 

研究⤖ᯝ 

 以上のような新しい取り組みをしてきたのですが、

学校評౯࢔ンࢣートでは、こういったことが学力ྥ

上につながると思うとᅇ⟅したಖㆤ者が 94.9㸣でし

た（ᅗ 46）。これはうれしかったです。 

 

 ඛ࡯どの小島ඛ生の学校力のチャートで表すと、

柏島小学校はṇ஬ゅᙧになりました（ᅗ 47）。 

 

 ⤖ᵓ㡹ᙇっていることが分かります。また、ಖㆤ者

と教⫋員が同じような意識を持って取り組めたとい

うことで、やってよかったと思いました。 
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